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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かさ　瘡　　　　』　　　　　　う．たつかさ　雅楽寮
　　　　さかさ枷錬みさとつかさ京職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かざ　（名）　　　　　　　　　のつかさ　野司
　　　　　　さ（感）　　　　　　　かざ一風　　　　　　みきのつかさ造酒の司
　　　　　　さ　矢　　　　　　　　　　　あかさ　明かさ　　　　　　みきのつかさ　酒の司
　　　　　　さ　（副）　　　　　　　　　あかざ　蒙　　　　　　　　みぎのつかさ　右の司
　　　　　　さ　（終助）　　　　　　くまがいがさ　熊谷笠　　　　　　ないしのつかさ　内侍の司
　　　　　　さ一（接頭）　　　　　　さんがいがさ　三階笠　　　　　　　きしのつかさ　岸のつかさ
　　　　　一さ　（接尾）　　　　　　　　だいがさ　台笠　　　　　　　いちのつかさ　市の司
　　　　　　ざ座　　　　 さんだいがさ参内傘　　ひが
　　　　　あさ　麻　　　　　　　　ききゃうがさ　桔梗笠　　　　　・しのいちのつかさ東の市の司
　　　　　あさ　朝　　　　　　　ばんじゃうがさ　番匠笠　　　　にしのいちのつかさ　西の市の司
　　　　　あざ　（名）　　　　　　ばっちゃうがさ　ばっちゃう笠　おほみ
　　　あさあさ　浅浅　　　　　　まんぢゅうがさ　饅頭笠　　　　　こともちのつかさ　大宰府
　　　あざあざ　鮮鮮　　　　　　　　　　かががさ　加賀笠　　　　うちの
　　　はつあさ　初朝　　　　　　　　　すがかさ　菅笠　　　　　　かしはでのつかさ　内の膳の司
　　としのあさ年の朝　　　　　なにはすががさ　難波菅笠　　　　みかどのつかさ　聞の司
　　みつのあさ　三つの朝　　　　　　　　きがさ　気嵩　　　　　おほいま
　　　　　いさ　（感）　　　　　　　　めせきがさ　目塞き笠　　　　つりごとのつかさ　太政官
　　　　　いさ　鯨　　　　　　　　あかつきがさ　暁傘　　　　　なかのま
　　　　　いざ　（感）　　　　　　　しがらきがさ　信楽笠　　　　　つりごとのつかさ　中の務省
　　　　　いざ　（名）　　　　　　　だい乙くがさ　大黒傘　　　　　　もんどのつかさ　主水の司
　　　　あいさ　（感）　　　　　　　さしかけがさ　差し掛け傘　　　　もんどのつかさ　水の司
えいさらえいさ　（感）　　　　　　　かがすげがさ　加賀菅笠　　　　　　くにのつかさ　国の司
　　　いざいざ（感）　　　　　あふみすげがさ　近江菅笠　　　　ぬひどののつかさ縫殿の寮
　　　　だいざ　台座　　　　　　　あやすげがさ　綾菅笠　　　　　つはもののつかさ　兵部省
　　　　　うさ　憂さ　　　　　　　たけのこがさ　筍笠　　　　　つはもののつかさ　兵の司
　　　さいうさ左右左　　　　　　　　さかさ逆さ　　　　あがひもののつかさ　賊贋の司
　　　　おうさ（感）　　　　　　　さしがさ差し傘　　　あが
　　　　おうさ　応作　　　　　　いちもんじがさ　一文字笠　　　　なひもののつかさ　賊贋の司
　　　　かうざ　高座　　　　　　　　あみだがさ　阿弥陀笠　　　　　ゆけひのつかさ　叡負の司
　　　　きうざ久三　　　　　　　　　きちがさ　木地笠　　　　　うたまひのつかさ　楽官
　　　　ざうさ　造作　　　　　　　　　ひちかさ　肘笠　　　　　　　　ぬひのつかさ　縫の司
　　　　さうざ草座　　　　　　　　もみちがさ　紅葉傘　　　　　ぬりべのつかさ　漆部の司
　　　うざうざ（副）　　　　 つかさ官　　　　うまのつかさ馬の寮
　　　ござうさ　御造作　　　　　　　　　つかさ　長　　　　　　　　うまのつかさ　主馬署
　　　　たうざ　当座　　　　　　　　　　つかさ　高処　　　　　　おほきみのつかさ　正親司
　　　　だうさ　磐砂　　　　　　　　なかつかさ　中務　　　　　　こだくみのつかさ　木工の寮
　　　　ばうざ病者　　　　　　　　ときつかさ　時司　　　　　うち
　　ささほうさ　（形動）　　　　　　あげつかさ上げ司　　　　のたくみのつかさ　内匠寮
　　　ぎゃうさ　行作　　　　　　　　　かけつかさ　懸官　　　　　　ゑたくみのつかさ　画工の司
　　すぎゃうざ　修行者　　　　すない　　　　　　　　　　　　　　　　たみのつかさ　民部省
　　　じゃうざ上座　　　　　　ものまうすつかさ　少納言　　　　　　　ふみのつかさ　図書寮
　　　ちゃうざ　長座　　　　　おほき　　　　　　　　　　　　　　　　ふみのつかさ　書の司
　　　びゃうざ病者　　　　　　ものまうすつかさ　大納言　　　　　　うねめのつかさ　采女の司
　てうさようさ　（感）　　　　　　　ただすつかさ　弾正台　　　　　　　もものつかさ　百の司
　　　　らうざ老者　　　　　うたへただすつかさ　刑部省　　　　　　おやのつかさ　親の司
　　　　りうさ　流沙’　　　　おほい　　　　　　　　　　　　　　　　うまやのつかさ　厩の司
　　　　ふえざ　笛座　　　　　　ものまをすつかさ　大納言　　　　なかのみやのつかさ　中の宮職
　　　　　かさ　笠　　　　　なかの　　　　　　　　　　　　　　　ちからのつかさ主税の寮
　　．　　かさ　嵩　　　　　　　ものまをすつかさ　中納言　　　　　　　くらのつかさ　内蔵寮
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　　　くらのつかさ　蔵の司　　　　　　　　　ひがさ　檜笠　　　　　　　　　　わきざ　脇座
　おほくらのつかさ　大蔵の省　　　　　　　あひがさ　相傘　　　　　　　　　　　くさ　来さ
　　くすりめつかさ　薬の司　　　　　おんばひがさ　乳母日傘　　　　　　　くさ草（名）
　　くすりのつかさ　典薬の寮　　　　　　　　おほがさ　大傘　　　　　　　　　　　　くさ一草（接頭）
　　ひだりのつかさ　左の司　　　　　　にらやまがさ　韮山笠　　　　　　　　　　くさ　種
　もひとりのつかさ　主水の司　　　　　　　　みかさ　水嵩　　　　　　　　　　いくさ　軍
　もひとりのつかさ　水の司　　　　てびゃうあみがさ　手拍編み笠　　　　けしゃういくさ　化粧軍
　　やどりのつかさ　宿りの官　　　　　ふかあみがさ深編み笠　　　　　どしいくさ同士軍
　　こほりのつかさ　郡の司　　　　　めせきあみがさ　目塞き編み笠　　　　　はないくさ　花軍
　かにもりのつかさ　掃部寮　　　　　　　かしあみがさ　貸し編み笠　　　　　　ふないくさ　船軍
　かにもりのつかさ　掃部の司　　　　　いせあみがさ　伊勢編み笠　　　　　　しにいくさ　死に軍
ちか　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふせあみがさ　伏せ編み笠　　　　　　　みいくさ　御軍
　きまもりのつかさ　近衛府　　　　　　しのびあみがさ　忍び編み笠　　　　すめらみいくさ　皇御軍
　　ろくゑのつかさ　六衛の司　　　　　てぷりあみがさ　手振り編み笠　　　　　つめいくさ　詰め軍
　　うこんのつかさ　右近の司　　　　　　あをあみがさ　青編み笠　　　　　　　やいくさ　矢軍
　　さこんのつかさ　左近の司　　　　やきいんあみがさ　焼き印編み笠　　　　　　ぬえくさ　萎草
　　くわんのつかさ　官の司　　　　　　　　すみがさ　墨傘　　　　　　　　はつかぐさ　二十日草
　　　おほひつかさ　大炊寮　　　　　　　　つぼみがさ　窄み笠　　　　　　　　　わかくさ　若草
　　　　ゑふつかさ　衛府司　　　　　　　　いちめがさ　市女笠　　　　　　　　　　きくざ　菊座
　　　　いへつかさ　家司　　　　　　　　　　もがさ’疸瘡　　　　　　　　　うきくさ　浮き草
　　　　おほつかさ　大学寮　　　　　　　　　いもがさ　（名）　　　　　　　　ふうきぐさ　富貴草
　　　　　まつかさ　松笠　　　　　　　　　あかもがさ　赤庖瘡　　　　　　　　　さきくさ　先草
　　　　うまつかさ　馬司　　　　　　　　　かうやがさ　高野笠　　　　　　　　　つきくさ　月草
　みぎのうまつかさ　右の馬寮　　　　　　きしゃがさ　騎射笠　　　　　　かしづきぐさ　（名）
ひだりのうまつかさ　左の馬寮　　　　　　　きちやがさ　吉弥笠　　　　　　ことひぎぐさ　琴弾き草
　　　　かみつかさ　神祇官　　　　　　　　うきよがさ　浮き世笠　　　　　　　　やきくさ　焼き草
　　　たくみつかさ　内匠寮　　　　　　　　　からかさ　から傘　　　　　　　　　わきくさ　腋草
　　　　かむつかさ　神官　　　　　　　さしからかさ　差しから傘　　　　　　かげぐさ　陰草
　　　　かむつかさ　神祇官　　　　　　　　ひがらかさ　日傘　　　　　　　　みつかげぐさ　水陰草
　　　とのもつかさ　主殿寮　　　　　さんぽんからかさ　三本から傘　　　　　ひかげぐさ　日陰草
　　　とのもつかさ　殿司　　　　　　　　　くらかさ　鞍笠　　　　　　　ゆふかげぐさ　夕影草
　　　　みやつかさ　宮司　　　　　　　　ざんざらがさ　（名）　　　　　　　　たむけぐさ　手向け草
　　　ふむやつかさ　大学寮　　　　　　　　つづらがさ　葛笠　　　　　　　しこのしこぐさ　醜の醜草
　　　　くらつかさ　内蔵寮　　　　　　　　　ぬりがさ　塗り笠　　　　　　おにのしこぐさ　鬼の醜草
　　　　くらつかさ　蔵司　　　　　　　つまをりがさ　端折り傘　　　　　　　いさくさ（名）
　　さきもりつかさ　防人司　　　　　　　　かくれがさ　隠れ笠　　　　　　　　　くさくさ　（副）
　　とのもりつかさ　主殿寮　　　　　　　　こころがさ　心嵩　　　　　　　　　　くさぐさ　種種
　　とのもりつかさ　殿司　　　　　　　　あじうがさ　網代笠　　　　　　　ゆくさくさ　行くさ来さ
をさめつくるつかさ　修理職　　　　　　　　　　わかさ　若狭　　　　　　　　かざしぐさ　挿頭草
　　をさむるつかさ　治部省　　　　　　　あやゐがさ　綾藺笠　　　　　　　あだしぐさ　仇し草
　　　このゑつかさ　近衛府　　　　　　　すげのをがさ　菅の小笠　　　　　　　ひつじぐさ　未草
　　　かもんつかさ　掃部寮　　　　　　　　がんがさ　雁瘡　　　　　　　ことなしぐさ　事無し草
　　　かもんつかさ　掃部司　　　　　　たうじんがさ　唐人笠　　　　　　　ねなしぐさ　根無し草
　　　　ゐんつかさ　院司　　　　　　　　　ちんがさ　陣笠　　　　　　　　　ふしくさ　伏し草
　　　　　そでがさ　袖笠　　　　　　　　　　　きさ　蛆　　　　　　　　もよほしぐさ　催し種
　　　　　たてがさ　立て傘　　　　　　　　　　きさ　象　　　　　　　　めさま’しぐさ　目覚し草
　　　　さんどがさ　三度笠　　　　　　　　　　きさ　権　　　　　　　　　えびすぐさ　夷草
　　うめのはながさ　梅の花笠　　　　　　　　　　　きざ　刻　　　　　　　　　　　　たぐさ　手草
　　　　　ぜにがさ　銭瘡　　　　　　　　　　　　きざ　気障　　　　　　　　　　したくさ　下草
　　　　　きぬがさ　衣笠　　　　　　　　　　あきさ．秋沙　　　　　　　　　しだくさ　しだ草
　　　ながえのかさ　長柄の傘　　　　　　　　きざきざ　（形動）　　　　　　　　　ちくさ　千草
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　　　　ちくさ　千種　　　　　　　　ちょっぼくさ　（副）　　　　　　　　　　うゑぐさ　植ゑ草
　　　おちぐさ　落ち草　　　　　　　ちょぼくさ　（副）　　　　　　　　さみせんぐさ　三味線草
　　　やちくさ　八干種　　　　　　　　　まくさ　真草　　　　　　　まんねんぐさ　万年草
　　　なつくさ　夏草　　　　　　　　　みまくさ　御馬草　　　　　　　　にばんぐさ　二番草
　　　はつくさ　初草　　　　　　　　　やまぐさ　山草　　　　　　　　　　　けさ　袈裟
　　　　てぐさ　手草　　　　　　　　　　みくさ　水草　　　　　　　　　　　げざ下座
　　いつまでぐさ　何時まで草　　　　　　　みくさ　真草　　　　　　　　ふどうげさ　不動袈裟
　　　　とくさ　木賊　　　　　　　　　　みくさ　御草　　　　　　　　　　けざけざ　（副）
　　　ことぐさ　言種　　　　　　　　かがみぐさ　鏡草　　　　　　　　　　どげざ　土下座
　　しなのとくさ　信濃木賊　　　　　　ふかみぐさ　深見草　　　　　　　くでうのけさ九条の袈裟
　　　ひとくさ一種　　　　　　　　あさみぐさ　朝見草　　　　　　　ごでうのけさ　五条の袈裟
　　　ひとくさ　人民　　　　　　　　たみくさ　民草　　　　　　しちでうのけさ　七条の袈裟
　　あをひとくさ　青人草　　　　　　　かたみぐさ　形見草　　　　　　にんにくのけさ　忍辱の袈裟
　　　　なぐさ　慰　　　　　　　　　かつみぐさ　（名）　　　　　　　　　おほげさ　大袈裟
　　おきなぐさ　翁草　　　　　　　　はつみぐさ　初見草　　　　　　　　　わげさ　輪袈裟
　　あだなぐさ　徒名草　　　　　　　　とみくさ　富草　　　　　　　　　れんげざ　蓮華座
　　　ななくさ　七種　　　　　　　ちゃのみぐさ　茶飲み種　　　　　　　　　こさ　胡沙
　あきのななぐさ　秋の七草　　　　　　ゆめみぐさ　夢見草　　　　　　　　　　ござ御座
　はるのななくさ　春の七草　　　　　　えやみぐさ　疫病草　　　　　　　ひよくござ　比翼真産
　　ことのなぐさ　言の慰　　　　　　もてなやみぐさ　もて悩み種　　　　　　　かしござ　貸し御座
　　かはなぐさ　かはな草　　　　　　うらみぐさ　恨み草　　　　　　　　　ねござ寝真座
　　みみなぐさ　耳菜草　　　　　　すめらみくさ　皇御軍　　　　　　　　ひのござ昼の御座
　　こころなぐさ　心慰　　　　　　　　いうみぐさ　色見草　　　　　　　　　かはござ　川御座
　あけぼのぐさ　曙草　　　　　　　　うめぐさ　埋め草　　　　　　　てしまござ豊島座
　　　ものぐさ　物種　　　　　　　　なぐさめぐさ　慰め草　　　　　　　　　　よこさ　横さ
　　　しばくさ　莱草　　　　　　　　あやめぐさ　菖蒲草　　　　　　　　　よこざ横座
　　　とっばくさ　（副）　　　　　　　　　　もぐさ　文　　　　　　　　　　うきよござ　浮き世御座
　　　にはくさ　庭草　　　　　　　　　おもくさ　面瘡　　　　　　　　　しんござ新五左
　　ことのはぐさ　言の葉種　　　　　　さしもぐさ　さしも草　　　　　　　ぽんござ盆真産
　　しののはぐさ　篠の葉草　　　　　　させもぐさ　させも草　　　　　　　　ささ　（感）
　あつかひぐさ　扱ひ種　　　　　　　　ももくさ　百草　　　　　　　　　　　ささ　酒
もてあつかひぐさ　もて扱ひ種　　　　　　　ももくさ　百種　　　　　　　　　　　ささ　笹
　　　こひぐさ　恋草　　　　　　　　　ひゃくざ百座　　　　　　　　　　　ささ　（副）
　　あそびぐさ遊び種　　　　　　　ゆくさ行くさ　　　　　　　　ささ一細
　もてあそびぐさ　玩び種　　　　　　　　つゆくさ　露草　　　　　　　　　　あさざ朝座
　　　にひくさ　新草　　　　　　　　　ぎょくざ　玉座　　　　　　　　　　いささ一（接頭）
　　しのびぐさ　忍び草　　　　　　　ももよぐさ　ももよ草　　　　　　くまいざさ　九枚笹
　　ねのひぐさ　子の日草　　　　　　　からくさ　唐草　　　　　　　さんまいざさ　三枚笹
　　すまひぐさ　相撲草　　　　　　きくからくさ　菊唐草　　　　　　ゆきもちざさ　雪持ち笹
　　おもひぐさ　思ひ草　　　　　　ちからぐさ　力草　　　　　　　　　ねざさ　根笹
　　おもひぐさ　思ひ種　　　　　　　かづらぐさ　葛草　　　　　　　　　　ひささ　久さ
　あひおもひぐさ　相思ひ草　　　　　　まさりぐさ　増さり草　　　　　　いくびささ　幾久さ
　　ちょびくさ　（副）　　　　　　　　　しり‘くさ　尻草　　　　　　　　　たまざさ　玉笹
　かたらひぐさ　語らひ草　　　　　　かたりぐさ　語り草　　　　　　　　ゆざさ斎笹
　　ようひぐさ　鎧草　　　　　　すまうとりぐさ　相撲取り草　　　　　　　をざさ　小笹
　　　　ふくさ　祇紗　　　　　　　　なとりぐさ　名取り草　　　　　　しののをざさ　篠の小笹
　　　　ふくさ　（形動）　　　　　　わするるくさ　忘るる草　　　　　　　　　　しざ　四座
　　あやふぐさ　危ふ草　　　　　　　　わすれぐさ　忘れ草　　　　　　　　なつかしさ　懐しさ
　ひねりぷくさ　捻り祇紗　　　　こひわすれぐさ　恋忘れ草　　　　　　　ゆかしさ　床しさ
　　　かべくさ　壁草　　　　　　　　　いろくさ　色草　　　　　　　　　　　ししざ　獅子座
　　もしほぐさ　藻塩草　　　　　　　　おほゐぐさ　大藺草　　　　　　　　　あっしさ　篤しさ
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　　　かへしさ　返しさ　　　　　　　　　だいひさ　大悲者　　　　　　　さぬきわらざ　讃岐藁座
　　っつましさ　慎しさ　　　　　　　いくひさ　幾久　　　　　　　　はかりざ秤座
　　　　　すさ寸渉　　　　　　　　　こひざ小膝　　　　　　　あやつりざ操り座
　　　　　すさ　朱砂　　　　　　　　　　ちひさ　小さ　　　　　　　　　いるさ　（名）
　　　　　ずさ　従者　　　　　　　　　　わりひざ　割り膝　　　　　　　あふさきるさ　（形動）
　　あられずさ　有られずさ　　　　　　　　ふさ　補佐　　　　　　　　　かへるさ　帰るさ
　　　いぶせさ　（名）　　　　　　　　　　ふさ　（副）　　　　　　　　　わるさ　悪さ
　　　　たたさ　縦さ　　　　　　　　　　ぷざ　武左　　　　　　　　　これさ此さ
　　　　　ちさ　（名）　　　　　　　けっかふざ　結蜘朕坐　　　　　　　　　わさ一早稲
　　　　いちざ　一座　　　　　　　　　たきふさ　頂髪　　　　　　　　　　　わざ業
　　おほいちざ　大一座　　　　　　　　　ざふさ　雑作　　　　　　　けしゃうわざ化粧業
　　　　しちざ　七座　　　　　　　　　　あさぷさ　朝ぷさ　　　　　　　ゐなかわざ　田舎業
　　　　はちざ　八座　　　　　　　　　　　たぷさ　讐　　　　　　　　　　ひがわざ　僻業
　　　やまちさ　山ぢさ　　　　　　　　　たぷさ　手房　　　　　　　　　すきわざ　好き業
　　　　あつさ梓　　　　 おほたぷさ大髪　　　　　くわさ過差
　　　　かつさ　上総　　　　　　　　　　つぶさ　具さ　　　　　　　　　　くわざ　冠者
　　　　ぐっさ　（副）　　　　　　　　　まつぶさ　真具さ　　　　　　　いささけわざ　柳け業
　　　：ばつざ　末座　　　　　　　　　　　とぷさ　鳥総　　　　　　　　　　まけわざ負け業
　　　たまつさ　玉章　　　　　　　　　　はぶさ　羽房　　　　　　　　をなごわざ女業
かりのたまつさ　雁の玉章　　　　　　　　ほふざ法座　　　　　　　　　わさわさ　（副）
　やっさもっさ　（名）　　　　　　　　しもふさ　下総　　　　　　　　　　しわざ仕業
　　　れつざ　列座　　　　　　　　みるぷさ　海松房　　　　　　いそがしわざ急がし業
　　　　一てさ　（終助）　　　　　　　　　ゆふざ　夕座　　　　　　　よしなしわざ　由無し業
　　　うたてさ（名）　　　　　をふさ虹　　　　　まじわざ皇業
　　　　　とさ　土佐　　　　　　　　　　　かへさ　帰さ　　　　　　　　　あだわざ　徒業
　　　　　どざ　土左　　　　　　　まつりのかへさ　祭りのかへさ　　　　　　てわざ　手業
　　　　　どざ　土座　　　　　　　　　　にへさ　（形動）　　　　　　　かたてわざ　片手業
　　　　えどざ　江戸座　　　　　　　　えさまさ　（感）　　　　　　　　　ことわざ事業
　　　こんどさ　紺土佐　　　　　　　　きよまさ　清正　　　　　　　　　ことわざ　異業
　　よういなさ　用意なさ　　　　　　　くるまざ　車座　　　　　　　　をんなわざ女業
すべもすべなさ　術も術なさ　　　　　’みさみさ　（副）　　　　　なななぬかのわざ七七日の業
　　　　ぜにざ　銭座　　　　　　　　　　　　むさ　武者　　　　　　　　のちのわざ　後のわざ
　　　　　ぬさ　幣　　　　　　　　　むさむさ（副）　　　　　　　はてのわざ果ての業
　　　しつぬさ　倭文幣　　　　　　　さくなむさ　（名）　　　　　　　　ひとのわざ　人の業
　　　おほぬさ　大幣　　　　　　　　　っめざ詰め座　　　　　　うちものわざ打ち物業
　くぎゃうのざ　公騨の座　　　　　　　　　　もさ　（名）　　　　　　　　　たはわざ　戯業，
　　ゑんがのざ　垣下の座　　　　　　　　　やざ　夜座　　　　　　　　あそびわざ　遊び業
　　　あくのざ　握の座　　　　　　　　いやさ　否さ　　　　　　　　・かみわざ神業
　　　きくのざ菊の座　　　　　　　　よいやさ　（感）　　　　　　おぎのりわざ「（名）
　　ほとけのざ仏の座　　　　　　　　　しゃざ謝座　　　　　　　　　かんわざ　神業
　　　のさのさ　（副）　　　　　　　　　　よんやさ　（感）　　　　　　　　　　　　ゑざ　会座
　　　ししのざ　獅子の座　　　　　　　　しゅざ　朱座　　　　　　　　　　をさ　長
　　　おつのざ　乙の座　　　　　　　　　　しゅざ　首座　　　　　　　　　　　をさ　1箴
　　　くびのざ首の座　　　　　　　　　　よさ　夜さ　　　　　　　　　　をさ　訳語
　　　かふのざ　甲の座　　　　　　　　　ぎょざ　御座　　　　　　　　　　いをさ　い小箭
　　いでゐのざ　出で居の座　　　　ごよざごよざ　（連語）　　　　　　　をさをさ　（副）
　　　えんのざ　宴の座　　　　　　　　　しょさ　所作　　　　　　　　　　たをさ　田長
　　　ちんのざ　陣の座　　　　　　　　ひとよさ　一夜さ　　　　　　しでのたをさ　死出の田長
　　　　いはざ　岩座　　　　　　　あかさくらさ　明かさ暗さ　　　　　　さとをさ　里長
　　　　　ひさ　久　　　　　　　　　　てこらさ　（名）　　　　　　　　ふなをさ、船長
　　　かいひざ　かい膝　　　　　　　　　サラ、サ　更紗　　‘　　　　　かどのをさ　看督長
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　　さぶらひのをさ　侍の長　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　うかがひあし窺ひ足
　　　うまやのをさ駅の長し　てふあし蝶足　　　　かはをさ　川長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さまあし様悪し
　　　　　うまをさ馬長　　　　　　し士　　　　　おめあし痩
　　　　むらをさ　村長　　　　　　　　　　　　し　司　　　　　　　　　　くもあし　雲脚
　　　　　うんざ　運座　　　　　　　　　　　し史’　　　　　　　　ちからあし力足
　　　　　えんざ縁坐　　　　　 し志　　　　　はらあし腹悪し
　　　　　きんざ　金座　　　　　　　　　　　　し　師　　　　　　　　　　しりあし　後足
　　　　　ぎんざ銀座　　　　　　し詩　　　　 みだりあし乱り脚
　　　　　げんざ　験者　　　　　　　　　　　し　羊蹄　　　　　　　　　とりあし　鳥足
　　　　　ごんざ　権者　　　　　　　　　　　　し　其　　　　　　　　　　ちどりあし　千鳥足
　　　　　さんさ　（感）　　　　　　　　　　　し　四　　　　　　　　　かへりあし　帰り足
　　　　ざざんざ　（感）　　　　　　　　　　一し　（終助）　　　　　　　　まりあし　鞠足
はままつ　　　　　浜松の音は　　　　　　　　．一し　（係助）　　　　　　　みだれあし　乱れ足
　のおとはざざんざ　　　ざざんざ　　　　　　　一し　（接助）　　　　　　　こころあし　心悪し
　　　はらさんざ　腹散散　　　　　　　　　　一し　（助動連体）　　　　　しどうあし　しどう足
　　　　　しんざ　新座　　　　　　　　　　　一し　（助動命令）　　　　　　びんあし　便あし
　　　だうしんざ道心者　　　　　一し子　　　　　　いし石
　　　　　ずんざ　従者　　　　　　　　　　　一し　石　　　　　　　　　　　　いし　以次
　　　　　そんざ　尊者　　　　　　　　　　　　じ　字　　　　　　　　　　　　いし　医師
　　　　　たんざ　端座　　　　　　　　　　　　じ　時　　　　　　　　　　　　いし　荷子
　　　　　ちんざ　鎮座　　　　　　　　　　　一じ　（助動）　　　　　　　　　　いし　（代名）
　　　　　はんざ　半座　　　　　　　　　　　あし　足　　　　　　　　　　　　いし　美し、
　　　　　はんざ　判者　　　　　　　　　　　あし　芦　　　　　　　　　　　あいし　（感）
　　　　　ほんざ　本座　　　　　　　　　　　あし　悪し　　　　　　　　　あいあいし　愛愛し
　　　　　まんざ　満座　　　　　　　　　　　あじ　阿字　　　　　　　　　　まきいし　蒔き石
　　　　はちまんざ　八幡座　　　　　　　ちゅうあし　中足　　　　　　　　　やきいし　焼き石
　　　　　れんざ　蓮座　　　　　　　　　　　おあし　御足　　　　　　　　　　　けいし　京師
　　　　　くわんざ　冠者　　　　　　　　　　たかあし　高足　　　　　　　　　　　けいし　展子
　　　　　ゑんざ　円座　　　　　　　　　うきあし　浮き足　　　　　　　　　けいし　家司
　　　　　をんざ　穏座　　　　　　　　　さぎあし　鷺足　　　　　　　　かいけいし　蓋掌子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひきあし　引き足　　　　　　　　つけいし付け石
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だくあし　砲足　　　　　　　　かみげいし上家司
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けあし　気悪し　　　　　　　　しもげいし下家司
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あげあし　挙げ足　　　　　　　　　こいし御荷子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こあし　小足　　　　　　　　　　さいし　妻子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねこあし　猫脚　　　　　　　　　　　さいし　銀子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さしあし　差し足　　　　　　　　　さいじ　歳次
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はたあし　旗足　　　　　　　　　　　しいし　擬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いちあし逸足　　　　　　　　　しいじ　四時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おちあし　落ち足　　　　　　　いしいし（名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くちあし　口悪し　　　　　　　　くすいし　鼓吹司
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きずもつあし疵もつ足　　　　　　けんずいし遣惰使
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よつあし　四つ足　　　　　　　　　　せいし　青侍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひとあし　人足　　　　　　　　　　せいし勢至
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いにあし　往に足　　　　　　　　　せいし　誓紙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つねあし　常足　　　　　　　　　　　せいじ　青磁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひのあし　日の脚　　　　　　　　だいせいし　大勢至
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あめのあし　雨の脚　　　　　　きしゃうせいし　起請誓紙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くものあし　雲の脚　　　　　せっくわんせいじ　摂関政治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そらのあし　空の足　　　　　　　　　たいし太子
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　　　　　だいし　大姉　　　　　　　　　　かうし　行死　　　　　さつきのみさうじ五月の御精進
　　　　　だいし　大師　　　　　　　　　　かうし　格子　　　　ねんちゅうぎゃ　　年中行事の
　　　　　だいじ　大事　　　　　　　　　　がうし　郷士　　　　　　うじのみさうじ　　　御障子
　　　　　だいじ　大慈　　　　　　　　　　かうじ　柑子　　　　　　　うきよざうし　浮世草子
　　　たいだいし　怠怠し　　　　　　　　　かうじ　勘事　　　　　　　あかりさうじ明かり障子
　こしゃうだいじ　後生大事　　　　　　　　かうじ　講師　　　　　　　　　ゑざうし　絵草子
　　　　しだいし　次第司　　　　　　　だいかうじ　大柑子　　　　　　　おんざうし　御曹子
　　　やすだいじ　易大事　　　　　　　　かうがうし　神神し　　　　　　　　　　せうし　’笑止
　　　いちだいじ　一大事　　　　　　　せうかうじ　小柑子　　　　　　　　　せうし　詔使
　　　しちだいじ　七大寺　　　　　　きゃうがうし　京格子　　　　　　　　　そうし　叢祠
　　　つのだいし　角大師　　　　　　　　げかうし下格子　　　　　ちゃうぶそうし　長奉送使
　　　　ぽだいし　菩提子　　　　　　　たけがうし　竹格子　　　　　　　　　たうし　唐紙
　　　　ぼだいじ　菩提寺　　　　　　　　こがうし　小格子　　　　　　　　　だうし　道士
　　　ひうちいし　火打ち石　　　　　どうじがうし　童子格子　　　　　　　　だうし　道志
　　　　　ていし　手医師　　　　　　　　でがうし　出格子　　　　　　　　　だうし　導師
　　　　すていし　捨て石　　　　　　　くもでがうし　蜘蛛手格子　　　　　　　たうじ　当時
　　　　たていし　立て石　　　　　　　はなかうじ　花柑子　　　　たうらいのだうし　当来の導師
　　　　　ないし　内侍　　　　　　　　きつねがうし　狐格子　　　　　　　けんたうし　遣唐使
　　　　　ないし　乃至　　　　　　　ちゃうばがうし　帳場格子　　　　　　　　つうし　通士
こうたうのないし　勾当の内侍　　　　　　おほがうし　大格子　　　　　　　　　つうじ　通事
　　しうぎのいし　祝儀の石　　　　　　おほかうじ　大柑子　　　　　　　ないつうじ　内通事
　　しらかはいし　白川石　　　　　　　　みかうし　御格子　　　　　　　　　てうし　銚子
　　　　　へいじ　瓶子　　　　　　　えいちやがうし　江市屋格子　　　　　　　てうし　調子
　　　ほうへいし　奉幣使　　　　　　　さよがうし　小夜格子　，　　　　ろくてうし六調子
　　　　さへいじ　左兵次　　　　　　　きつれがうし　木連格子　　　　　　　なでうし　撫で牛
　　　いせへいじ　伊勢平氏　　　　　　くろがうし　黒格子　　　　　　ときのてうし　時の調子
　　　いせへいじ　伊勢瓶子　　　　　　　こんがうじ　金剛子　　　　　　　うはでうし　上調子
　　　はちへいじ　八平氏・　　　　　ごばんがうし　碁盤格子　　　　　　ひらでうし　平調子
　　　からへいじ　唐瓶子　　　　　　　　　きうし　九紫　　　　　　　くもゐでうし　雲井調子
　　くわんぺいし　官幣使　　　　　　　　いきうし　行き憂し　　　　　　ほんてうし　本調子
　　　かなめいし　要石　　　　　　　　　　　ぐうじ　宮司　　　　　　　　　　とうじ　刀自
　　　　　らいし　礼紙　　　　　　　　　　ぐうじ　窮子　　　　　　　　　　とうじ　杜氏
　　　　　らいし　橿子　　　　　　　　だいぐうじ大宮司　　　　　　　　　とうじ　冬至
　　くわいらいし　｛鬼偏師　　　　　　　　　こうし　孔子　　　　　　　　　　どうじ　童子
　　　ちからいし　力石　　　　　　　　　さうし冊子　　　　　　　せいとうし　征東使
　　　　きりいし　切り石　　　　　　　　ざうし曹司　　　　　　　だいどうじ大童子
　　　　くりいし　栗石　　　　　　　　　　さうじ　障子　　　　　　こんがうどうじ金剛童子
　　　　　れいし　令旨　　　　　　　　　　さうじ精進　　　　　　　　だうどうじ堂童子
　　　　　れいじ　例時　　　　　　　　、さうざうし　（形）　　　　　　　うほうどうじ　雨宝童子
　　　さざれいし　細れ石　　　　　　　りゃうさうし　領送使　　　　　　　じゃうどうじ　上童子
　　　つぶれいし　円れ石　　　　　　　　なかさうじ　中障子　　　　　　ちゅうどうじ　中童子
　　　わいわいし　（形）　　　　　　　おとぎざうし　御伽草子　　　　　せいたかどう．じ制陀迦童子
　　　　くわいし　懐紙　　　　　　　みたけさうじ　御嶽精進　　　　　くわしとうじ　菓子杜氏
　　　　　　うし牛　　　　　こさうじ小障子　　　ちがねどうし地金同士
　　　　　　うし丑　　　　 くさざうし草双紙　　　いへとうじ家刀自
　　　　　　うし　大人　　　　　　　ついたてさうじ　衝立て障子　　　　こんがらどうじ　衿掲羅童子
　　　　　　うし　憂し（形）　　　　　　かなざうし　仮名草子　　　　　さくたんとうじ　朔旦冬至
　　　　　一うし憂し（接尾）　げんじゃうのさうじ賢聖の障子　　　　ことひのうし特負の牛
　　　　　いうじ　猶子　　　　　　　　ぬのさうじ　布障子　　　　　　　　ものうし　もの憂し
　　こっていうし　特負牛　　　　　あらうみのさうじ　荒海の障子　　　　　　ものうじ　物倦じ
　　　　　かうし　好士　　　　　　　しきのみざうし　職の御曹司　　　　　　　はうし　拍子
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　　　　　ばうし　帽子　　　　　　　　　ふさやうじ　総楊枝　　　　　　　　　りゃうじ　令旨
　　　　　はうじ　方士　　　　　　　　　しゃうし　尚侍　　　　　　　あふりゃうし　押領使
　　　　　きはうじ　気放じ　　　　　　　　じゃうし　上巳　　　　　　　　おんやうじ　陰陽師
　　　　さくはうし　笏拍子　　　　　　　　　じゃ’うし　上使　　　　　　　　　　きゅうじ　宮仕
　　　あひあひうし　相合ひ牛　　　　　　　しゃうじ　生死　　　　　　　　　しゅうし　宗旨
　　　　こどひうし　特負牛　　　　　　　　しゃうじ　床子　　　　　　　　　ぢゅうし　重四
　　　　　ふうし　風姿　　　　　　　　　しゃうじ　荘司　　　　　　　　　きょうじ　凶事
　　　　　ふうじ　封事　　　　　　　　　　しゃうじ　掌侍　　　　　　　　　　しょうし　勝事
　　　　むしふうじ　虫封じ　　　　　　　　しゃうじ　障子　　　　　　　　　　しょうじ　承仕
　　　いけんふうじ　意見封事　　　　　　　しゃうじ』精進　　　　　　　　　　らうし　浪士
　　　　あかべうし　赤表紙　　　　　　だいしゃうじ大床子　　　　　　　らうらうじ　（形）
　　　　　きべうし　黄表紙　　　　　ほうぐしゃうじ　反古障子　　　　　　びんらうじ　楕榔子
　　　　くろべうし　黒表紙　　　　　　こししゃうじ　腰障子　　　　　　　　ねりうし練り牛
　　　　　ぼうし　帽子　　　　　ついたちしゃうじ　衝立ち障子　　　　　　　れうし　料紙
　　　　　ほうじ　奉仕　　　　　　　’づしゃうじ　通障子　「　　　　　　れうし　寮試
　　　やらうぼうし　野郎帽子　　　うまがたのしゃうじ　馬形の障子　　　　　　　れうじ　柳爾
　　むらさきぽうし　紫帽子　　　　こん　　　　　　　　　　　　　　　　　　こころうし　心憂し
　　　きどくぼうし　奇特帽子　　　　めいちのしゃうじ　昆明池の障子　　　　　　わうし　王氏
　　　さうこほうし　桑弧蓬矢　　　はねうまのしゃうじ　跳ね馬の障子　　　　　　　わうし　横死
　　　わたぼうし　綿帽子　　　　　ふすましゃうじ　襖障子　　　　　　　　　わうじ　皇子
　　　つのばうし　角帽子　　　　　　かみしゃうじ　紙障子　　　　　　　　　　えし善し
　　　びらりぼうし　びらり帽子　　　からかみしゃうじ　唐紙障子　　　　　　はえばえし　映え映えし
　　　　びんぽうし　賛帽子　　　　　あぶらしゃうじ　油障子　　　　　　　　　　おし　（感）
　　　　　まうし　（名）　　　　　　あかりしゃうじ　明かり障子　　　　　　　　　おし　圧し
　　　　　まうし一申し　　　　　しゅつりしゃうじ　出離生死　　　　　　　　　おし　御師
　　　　　一ま、うし　（助動）　　　　　るてんしゃうじ　流転生死　　　　　　　　　　お：し一押し
　　　ああまうし　（連語）　　　　　　　　ちゃうじ　丁子　　　　　　　　けんぺいおし．権柄押し
　　つかさまうし　官申し　　　　　　　　ちゃうじ　停止　　　　　　　　　かさおし　嵩押し
　　　　ししまうし　（連語）　　　　　　　うちゃうじ　打ち楊枝　　　　　　　　こしおし　腰押し
　　　　ものまうし　物申し　　　　なりものちゃうじ　鳴り物停止　　　　　　　すねおし　驕押し
　　よろこびまうし　慶び申し　　　　　　　ひゃうし　拍子　　　　　　　　いせのおし　伊勢の御師
　　　　みまうし　見ま憂し　　　　　　　ひゃうじ　兵士　　　　　　　　　しほおし塩押し
　　　まかりまうし．罷り申し　　　　　　だいびゃうし　大拍子　　　　　　　　　　　かし　枷
　　　かへりまうし　返り申し　　　しゃうらうびゃうし　生老病死　　　　　　　　　かし　徒
　　　　くるまうし　車牛　　　　　　あふぎびゃうし　扇拍子　　　　　　　　　　かし　栽洞
　　　とのゐまうし　宿直奏し　　　　しゃくびゃうし　笏拍子　　　　　　　　　一かし　（終助）
　　　　すみうし　住み憂し　　　しあはせびゃうし　仕合はせ拍子　　　　　　あかし　明かし（名）
　　　　　めうじ　苗字　　　　　　　　くちびゃうし　口拍子　　　　　　　　　　あかし　明石
　　　　あめうし　黄牛　　　　　　　　とっぴゃうし　突拍子　　　　　　　　　　あかし　明かし（形）
　　　　おもうし　（名）　　　　　　　　どひゃうし　ど拍子　　　　　　　　たちあかし　立ち明かし
　　　　　ゃうじ　楊枝　　　　　　　　どびゃうし　銅拍子　　　　　　　たてあかし　立て明かし
　　　　たかやうじ　高楊子　　　　　とたんのひゃうし　途端の拍子　　　　　　　みあかし　御明かし
　　　　　きゃうし　経師　　　　　　あきなひびゃうし　商ひ拍子、　　　　　おほみあかし　大御燈明
　　　　　きゃうじ　経師　　　　　　　しらびゃうし　白拍子　　　　　　　　めあかし　目明かし
　　　　ぎゃうじ　行事　　　　　　わたりびゃうし　渡り拍子　　　　　　　　いかし　厳し
　　　だいきゃうじ　大経師　　　　　うかれびゃうし　浮かれ拍子　　　　　　はうかし　放下師
ねんちゅうぎゃうじ　年中行事　　　　あまだれびゃうし　雨垂れ拍子　　　　だいみゃうがし　大名貸し
　　　つきぎゃうじ　月行事　　　　　こζろびゃうし　心拍子　　　　　　　　ようかし　（副）
　　　せきゃうじ　説経師　　　　　　さんびゃうし　三拍子　．　　　　　　　　かかし鳴衆
　　ぐわちぎゃうじ　月行事　　　　　　　　みゃうじ　名字　　　　　　　　　　かがし　鹿驚
　　せっきゃうし　説経師　　　　　　　だうみゃうじ　道明寺　　　　　　　　　　かがし　（代名）
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　　　いかがし　如何し　　　　　　　いへたかし　家高し　　　　　　えもんながし　衣紋流し
　　　ときがし　時貸し　　　　　　ものみだかし　物見高し　　　　　　　　にがし　苦し
　　　なげかし　歎かし　　　　　　　はらたかし　腹高し　　　　　　　にがにがし　苦苦し
　ものなげかし　もの歎かし　　　　　なりたかし　鳴り高し　　　　　　なにがし　某
　　　　こかし　（名）　　　　　　　こころたかし　心高し　　　　　　　はかばかし　（形）
　　　一こかし　（接尾）　　　　　　　　　ちかし　近し　　　　　　　　　にはかし　俄師
　　　　こがし　焦がし　　　　　　　　うちがし　内貸し　　　　　　　みはかし　御偏刀
　　すいこかし　粋こかし　　　　　　　　けちかし　気近し　　　　　　　ならはかし　習はかし
　　ゆきこかし　雪ζかし　　　　　　はしちかし　端近し　　　　　　　　ひがし　東
　なさけこかし　情けこかし　　　　　くちぢかし　口近し　　　　　　ひがひがし僻僻し
じゃうずこかし　上手こかし　　　　　ひとちかし　人近し　　　　　　　くびかし　頸枷
　　　ねこかし　寝こかし　　　　　　めにちかし　目に近し　　　　せきのひがし関の東
　　やまこかし　山こかし　　　　　　　ものちかし　もの近し　　　　　　　　ふかし　深し
　おためごかし　御為ごかし　　　　　みみちかし　耳近し　　　　　　　　いぶかし　審し
けんぢょこかし　賢女倒し　　　　　　　めちかし　目近し　　　　　　　あきふかし　秋深し
　　しらこかし　（名）　　　　　　　　　いつかし　厳樫　　　　　　　　おくふかし　奥深し
　　　　さかし　賢し　　　　　　　いつかし（形）　　　　　　　こぶかし木深し
　　　　さかし　（連語）　　　　　　　いきつかし　息衝かし　　　　　　もの．ふかし　もの深し
　　　　さがし　険し　　　　　　　　　なつかし　懐し　　　　　　　　しみふかし　染み深し
　　　いざかし　（連語）　　　　　　とこなつかし　常懐し　　　　　　　　よぶかし　夜深し
　　たうざがし　当座貸し　　　　　　　はつかし　恥つかし　　　　　いたりふかし　至り深し
　　さかざかし　賢賢し　　　　　　うそはつかし　うそ恥つかし　　　　いろふかし　色深し
　　　こざかし　小賢し　　　　　　　ものはつかし　もの恥つかし　　　　こころふかし　心深し
　　たなさがし　店捜し　　　　　　こころはつかし　心恥つかし　　　　　　　べかし　（形）
　　たなさがし　棚捜し　　　　　　　　むつかし　難し　　　　　　　　あるぺかし　有るぺかし
　　われさかし　吾賢し　　　　　　　けむつかし　け難し　　　　　　　　なほかし　猶かし
　　　あしかし　足枷　　　　　　　　ものむつかし　（形）　　　』　　　　まがまがし　（形）
　　てばしかし　手捷し　　　　　　なまむつかし　（形）　　　　　　　　　くまかし　熊橿
　　　みじかし　短し　　　　　　　しょむつかし　（形）　　　　　　　　　むかし　昔
　　こみじかし　小短し　　　　　　　　　　てかし　手枷　　　　　　　　　　　むがし　（形）
乙ころみじかし　心短し　　　　　　　とがとがし　（形）　　　　　　　　　うむがし　（形）
　　　いすかし　恨し　　　　　　　　　　もどかし　（形）　　　　　　　　　おむがし　（形）
　　すがすがし　清清し　　　　　　　　　ながし　流し　　　　　　　　なかむかし　中昔
　　　ひすかし　（形動）　　　　　　　ながながし　長長し　　　　　　　はつむかし　初昔
　わらべすかし　童廉し　　　　　　　　きながし　着流し　　　　　　いまはむかし　今は昔
　　なほぜかし　猶ぜかし　　　　さかづきながし　杯流し　　　　　　　ひむかし　東
　　　一ぞかし　（連語）　　　　　　あふぎながし　扇流し　　　　　　　　一めかし　「接尾）
　　　いそがし　急がし　　　さつきの　　　　　五月の鯉の　　　　　　こめかし　子めかし
　　　そそかし　（形）　　　　　こひのふきながし　　　吹き流し　　　じゃうずめかし　上衆めかし
　　　　たかし　鷹師　　　　　　　　　けながし　日長し　　　　　　　ひとめかし　人めかし
　　　　たかし高し　　　　　　かけながし掛け流し　　　　をんなめかし女めかし
さんようだかし　算用高し　　　　　　　たけながし　竹流し　　　　　　　　ものめかし　物めかし
　　おくだかし　臆高し　　　　　　　　たながし　店貸し　　　　　　　おぽめかし　（形）
　　　けだかし　気高し　　　　　　　　したながし　舌長し　　　　　　　．ごほめかし　（形）
　　たけたかし　丈高し　　　　　　　とほながし　遠長し　　　　　　　いまめかし　今めかし
　　　こだかし　木高し　　　　　いやとほながし　弥遠長し　　　　　　なまめかし　（形）
　　としたかし　年高し　　　　　　れんぽながし　恋慕流し　　　　　　ふるめかし　古めかし
　　うつたかし　堆し　　　　　　　　すみながし　墨流し　　　　　　　いうめかし　色めかし
　やまとたかし　山と高し　　　　　　　よながし　夜長し　　　　　　　あやかし　（名）
　　きはたかし　際高し　　　　　　こころながし　心長し　　　　　　　かかやかし　輝かし
　　　ひたかし　日高し　　　　　　　ぎんながし　銀流し　　　　　　　　ひやかし　冷かし
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　　　　　ゆかし床し　　　　　 くし髪　　　 いしゃうづくし衣裳尽くし
　　　おくゆかし奥ゆかし　　　　 くし首　　　らくちゅうづくし洛中尽くし
　　こころゆかし　心行かし　　　　　　　　　くし　句詩　　　　　　こころうっくし　心うつくし
　　こころゆかし　心床し　　　　　　　　　くし　奇し　　　　　　　　　きづくし　気尽くし
　　　　しらかし　白樫　　　　　　　　　　　くじ　九字　　　　　　　　つくづくし　土筆
　　　はしらかし　走らかし　　　　　　　　　くじ　孔子　　　　　　　　くさづくし　草尽くし
　　　すべらかし　垂髪　　　　　　　　　　くじ　公事　　　　　　　　むしづくし　虫尽くし
　　　　ゆるがし　（形）　　　　　　　　　あくじ　悪事　　　　　　　　むなづくし　胸尽くし
　　　　かれがし　彼某　　　　　　　　　　　いくし　斎串　　　　　　　　　　みつぐし　水櫛
それがしかれがし　某かれがし　　　　　　たうぐし　唐櫛　　　　　　　　たからづくし　宝尽くし
　　　　くれがし某　　　　　 おぐし御髪　　　 さくらづくし桜尽くし
なにがしくれがし　某くれがし　　　　　　　　かくし　隠し　　　　　　　　　すりづくし　摺り尽くし
　　　それがし某　　　　　かくし斯くし　　　 まるづくし丸尽くし
　　　　たれがし　誰某　　　　　　　　　　がくし　学士　　　　　　　　こころづくし　心尽くし
　　　おどろかし　驚かし　　　　　　ぢゃうがくじ　定額寺　　　　　　　みをつくし　澤標
　　　　わかし　若し　　　　　　　　くぎかくし　釘隠し　　　　　しょくにんづくし　職人尽くし
　　　わかわかし　若若し　　　　　　　はしがくし　階隠し　　　　　　　もんづくし　紋尽くし
　　　ふくわかし　福沸かし　　　　　　つのかくし　角隠し　　　　　　　　　とくし　読師
　　　　さわがし　騒がし　　　　　　ものがくし物隠し　　　　　　ずいとくじ　随徳寺
　　ものさわがし　もの騒がし　　　　あたまがくし　頭隠し　　　　　　　てんとくじ　天徳寺
　ゆめみさわがし　夢見騒がし　　　　　かみがくし　神隠し　　　　　　　　　にくし　憎し
　　　うらわかし　うら若し　　　　　　すみがくし　角隠し　　　　　　　　一にくし　（接尾）
　　　　　をかじ　犯し　　　　　　　　おもがくし　面隠し　　　　　　　みえにくし　見え難し
　　　　　をかし　（形）　　　　　　　むしゃがくし　武者隠し　　　　　　さがにくし　さが憎し
　　　つちをかし　土犯し　　　　　　　つらがくし　面隠し　　　　　　　ききにくし　・聞きにくし
　　　　ひんがし　東　　　　　　　かんりんがくし　翰林学士　　　　　　　　けにくし　気憎し
　　　　れんがし　連歌師　　　　　　　　ぬきぐし　抜き櫛　　　　　　　　こにくし小僧し
　　　　　　きし　岸　　　　　　　　　かとくくじ　家督公事　　　　　　　ひとにくし　人憎し
　　　　　　きし　吉士　　　　　　　　　　まくぐし　幕串　　　　　　　　　なまにくし　生憎し
　　　　　　きじ　堆子　　　　　　　　おろくぐし　お六櫛　　　　　　　　　みにくし　見難し
　　　　　きぎし　雄子　　　　　　　　なげぐし　投げ櫛　　　　　　　おもにくし　面憎し
　　　　　コキシ　鍵吉支　　　　　　　　　　こくし　国司　　　　　　　　　あやにくし　（形）
　　　　　しきし　色紙　　　　　　　　　　　こくし　国師　　　　　　　　　つらにくし　面憎し
　　　　　しきじ　職事　　　　　　　　しうごくし　囚獄司　　　　　　こづらにくし　小面憎し
　　　　ぎしぎし　（副）　　　　　　　　よこぐし　横櫛　　　　　　　　ありにくし　有りにくし
　　　すきずきし　好き好きし　　　　　　さくじ　作事　　　　　　たはぶれにくし　戯れにくし
　　　たぎたぎし　（形）　　　　　　　　　　ぐしぐし　（副）　　　　　　　　こころにくし　心にくし
　　　かたっきし　（副）　　　　　　　つくしぐし　筑紫櫛　　　　　　　　　ふくし　（名）
　　　つきづきし　（形）　　　　　　　　さしぐし　挿し櫛　　　　　　　　ふくし　副使
　　　　　ときじ　時じ　　　　　さうぶのさしぐし　菖蒲の挿し櫛　　　　　ごぷぐし五分櫛
　　　かのきし　彼の岸　　　　　　　　まじくじ　（副）　　　　　　　　みぷくし　（名）
　　　　　ひきし　低し　　　　　　　　すくずくし　（形）　　　　　　　　はらへぐし　祓へ串
　　かたやまぎし　片山岸　　　　　　　　みたくし　（代名）　　　　　　　　　ほぐし　火串
　　　　からきし（副）　　　　わたくし私　　　　　 まくし真櫛
　　　　　りきし力士　　　　おほやけのわたくし公の私　　　　　　　　たまぐし玉串
　こんがうりきし　金剛力士　　　　　　　　つくし　筑紫　　　　　　　　　つまくし　爪櫛
　　　　きりぎし　切り岸　　　　　　　　　一づくし　尽し　　　　　　　　さつまぐし　薩摩櫛
　　　　　わきじ　脇侍　　　　　　　　　　いつくし　厳し　　　　　　　　ゆつつまぐし　斎つ爪櫛
　　　わきわきし　分き分きし　　　むながいづくし　鞍尽くし　　　　　　　　みぐし　御髪
　　　　　ゐぎし　威儀師　　　　　　　げいづくし　芸尽くし　　　　　　　　みぐし　御頭
　　　　　　くし酒　　　　　うつくし（形）　　　　とみくじ富鍛
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　　わかれのみくし　別れの御櫛　　ぬすびとたけだけし　盗人猛猛し　　　　　しはうこし　四方輿
　　　　　もみくじ　揉み圏　　　　　　　　あたたけし　暖けし　　　　　　　　りゃうこし　両腰
　　　　むくむくし　（形）　　　　　　　　きはだけし　際だけし　　　　　　ゆきおこし　雪起こし
　　　　　めぐし　愛し　　　　　　　ものみだけし　物見猛し　　　　　おもておこし　面起こし
　　　　　やくし　薬司　　　　　　　　　ゆたけし　豊けし　　　　　　　　たかごレ　高腰
　　　　　　やくし　薬師　　　　　　　　　よだけし　弥猛し　　　　　　　　さきこし　先輿
　　　　　しゃくし　杓子　　　　　　　　われたけし　我猛し　　　　　　　やなぎこし　柳腰
　　　　　しゃくし　釈氏　　　　　　　　ふくつけし　（形）　　　　　　　　ひきこし　引き腰
　　　かなじゃくし　金杓子　　　　　　　むくつけし　（形）　　　　　　　　わきこし　脇．輿
　　　かひじゃくし　貝杓子　　　　　　　　しづけし　静けし　　　　　　　あげこし上げ輿
　　　　いたやくし　痛矢串　　　　　　　あはつけし　（形）　　　　　　　　　さげこし　下げ輿
　　　　　ちゃくし　嫡子　　　　　　　　　　のどけし　（形）　　　　　　　　　しけこし　磯こし
　　しちぷつやくし　七仏薬師　　　　　　しほどけし　潮どけし　　　　　　　　ここし　子子し
ごしん　　　　　　御身等身の　　　　　　　なげし　長押　　　　　　　　　　こごし　小輿
　とうじんのやくし　　　　　薬師　　　　　うはなげし　上長押　　　　　　　　　こごし　小腰
あさくわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　はげし　烈し　　　　　　　　　　こごし　（形）
　んおんゆふやくし　朝観音夕薬師　　　　　　　ひけし　火消し　　　　　　　　おここし　沈毅し
　　　　むやくし　無益し　　　　　　　ぢゃうびけし　定火消し　　　　　　　　かしこし　畏し
　　　　　しゅくし　宿紙　　　　　　　　　まちびけし　町火消し　　　　　　　かしこし　賢し
　　　　　ちょくし　勅使　　　　　　　　　ほけほけし　惚け惚けし　　　　　せちがしこし　世智賢し
　　　　けづりぐし　硫り櫛　　　　　　　　　　みけし　御衣　　　　　　　　みみかしこし　耳賢し
　　　　かへりくじ　反り公事　　　　　　さむけし　寒けし　　　　えたりかしこし得たり賢し
　　　　　　ろくじ　六字　　　　　　　　　けやけし　（形）　　　　　　　　うるしこし　漆漉し
　　　　　　ろくじ　六時　　　　　　　　さやけし　（形）　　　　　　　　すこし少し
　　　　　　ろくじ　録事　　　　　　　おほやけし公し　　　　　　　　すごし簾越し
　　　　そうろくし　僧録司　　　　おほやけおほやけし　公公し　　　　　　　　　すごし棲し
　　　　こころぐし　心ぐし　　　　　　　　すむやけし　速やけし　　　　　　　しすごし　仕過ごし
　　　　　　ゑぐし　笑酒　　　　　　　　　つゆけし　露けし　　　　　　あんじすごし案じ過ごし
　　　　　　をぐし　小櫛　　　　　　　　あからけし　赤らけし　　　　　こころすごし心棲し
　　　つげのをぐし　黄楊の小櫛　　　　　　あきらけし　明らけし　　　　　　　　せこし　瀬越し
　　　たまのをぐし　玉の小櫛　　　　　　あざらけし　鮮らけし　　　　　　　ませこし　籠越し
　　　　ほんくじ　本繭　　　　　　　　　やすらけし　安らけし　　　　　　　　　たこし　手越し
　　　　　もんぐし　紋櫛　　　　　　　　たひらけし　平らけし　　　　　　1　たこし　手輿
　　　　　　けし　芥子　　　　　　　　　はるけし　遙けし　　　　　・　いたこし　板輿
　　　　　　けし家司　　　　　 こし越　　　　　うちこし打ち越し
　　　　　　けし　異し　　　　　　　　　こし腰（名）　　　　　　　てこし手輿
　　　　　　げし　下司　　　　　　　　　　一こし　腰（助数）　　　　　　　　とこし　常し
　　　　　　げし　夏至　　　　　　　　　　　こし　層　　　　　　　　　　あとこし　後輿
　　　　　　けじ　怪事　　　　　　　　　　　こし　輿　　　　　　　　　　ひとこし二腰
　　　　ちゃうげし　長慶子　　　　　　　　　　こし　古詩　　　　　　　　　　なごし　夏越し
　　　　かけかけし　（形）　　　　　　　　　　　こし　濃し　　　　　　　　　　なごし　和し
　　　　　ながけし　長けし　　　　　　　　　　こし　来し、　　　　　　　　　にこし　和し
　　　　　　けけし　（形）　　　　　　　　　　　こし　兀子　　　　　　　　　　けにごし　牽牛子
　　　　いささけし　耽けし　　　　　　　　　こじ　巾子　　　　　　　　いのこし射遺し
　　なさけなさけし　情け情けし　　　　　　　　こじ　小師　　　　　　　　　ひのこし火の輿
　　　　　　しけし　穣し　　　　　　　　　　　こじ　居士　　　　　　　さうぶのこし　菖蒲の輿
　　　　　　しげし　繁し　　　　　　　　　こじ　掘じ　　　　　　　たまのこし玉の輿
　　　　ことしげし　事繁し　　　　　　　　　　ごじ　五時　　　　　うちな　　　　　　氏無くして
　　　　かそけし　幽けし　　　　　　　　いこじ　い掘じ　　　　くしてたまのこし　　　玉の輿
　　　　　たけし　猛し　　　　　　　　だいこし台越し　　　　　　　ものこし（名）
　　　　たけだけし　猛猛し　　　　　　　　かうこじ　高巾子　　　　　　　　ものこし　物越し
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　　　　　はこし　葉越し　　　　　　　　　かざし　挿頭　　　　　　　　　またびさし　又廟
　　　　うはこし　上層　　　　　　　　　　なかざし　中差し　　　　　　　　　まびさし　目庇
　　　　かはこし　川越し　　　　　　　　きざし　萌し　　　　　　　とまびさし苫庇
　　　　あひごし　相輿　　　　　　　　　いきさし　息差し　　　　　　　はまびさし　浜びさし
　　　ゐあひごし　居合ひ腰　　　　　　ぬきさし　抜き差し　　　　　　おもひざし思ひ差し
　　　さるまひごし　猿舞ひ腰　　　　　　かんぬきざし　閂差し　　　　　　　　からびさし　唐庇
　　　　よひごし　宵越し　　　　　　　　わきさし　（名）　　　　　　　しころびさし　鐙庇
　　　　そへこし　添へ輿　　　　　　　　わきざし　脇差し　　　　　　　むしろびさし　莚庇
　　　　しほこし　潮越し　　　　　　ながわきざし　長脇差し　　　　　　　ひろびさし　広廟
　　　はかまこし　袴腰　　　　　　　　こわきざし　小脇差し　　　　　　　　まさし　正し
　　　　　みζし　見越し　　　　　　おほわきざし　大脇差し　　　　　　　うまさし　馬差し
　　　　　みこし　御輿　　　　　　　　　　くさし　臭し（形）　　　　　　まざまざし　（形）
　　　　　みこし　神輿　　　　　　　　　　一くさし　臭し（接尾）　　　　　つかみざし　掴み差し
なぎのはなのみこし　水葱の花の　　　　　でんがくざし　田楽刺し　　　　　　　すみさし　墨差し
　　　　　　　　　　　　御輿　　　　こうしくさし　孔子臭し　　　　　　　　むさし　武蔵
　　たまのみこし　玉の御輿　　　　　　　ものぐさし　もの獺し　　　　　　　　　むさし　（形）
　　　　　やこし　家越し　　　　　　　ごふくざし　呉服差し　　　　　じふろくむさし　十六武蔵
　　　　しゅこし　酒胡子　　　　　　　　なまぐさし　生臭し　　　　　　　　　　めざし　目刺し
　　　　　よこし　横し　　　　　　　　ひゃくさし　百娼　　　　　　　　　こめさし　米差し
　　　　　よζし　議し　　　　　　　しゃらくさし　酒落くさし　　　　　　いもざし　芋刺し
　　かたなよごし　刀汚し　　　　　　　つけざし付け差し　　　　　　おもざし面差し
　　　ひすらこし　（形）　　　　　　　　　じさし　字指し　　　　　　　　　やさし　優し
　　　たはらこし　俵腰　　　　　　　　　くしざし　串刺し　　　　　　　　しょさし　所作師
　　　おとりこし　御取り越し　　　　　　こしざし　腰差し　　　　　　　　うらざし　裏差し
　　　　はりこし　張り輿　　　　　　　おとしざし　落とし差し　　　　　あぶらさし　油差し
　　　　まるこし　丸腰　　　　　　　　　かずさし　数差し　　　　　　　　しりざし　尻刺し
　　　　いろこし　色濃し　　　　　　　　えだざし　枝差し　　　　　　　　とりさし　鳥刺し
　　　あじろこし　網代輿　　　　　　　　は・たさし　旗差し　　　　　　　　うるさし　（形）
　　　　もろこし　唐土　　　　　　　　ふださし札差し　　　　　　　いろざし　色差し
　　　　ぐわごじ　元興寺　　　　　　　　　　てざし　手差し　　　　　　　　こころざし　志
　　　　よわこし　弱腰　　　　　　　　　　とざし　鎖し　　　　　ちりをむす　　　　　塵を結んで
　　　　すゑこし　据ゑ腰　　　　　　せきのとざし　関の肩　　　　　んでもこ．ころざし　　　　も志
　　　　　　さし　城　　　　　　　　くさのとざし　草のとざし　　　　　うしろざし　後ろ挿し
　　　　　　さし　差し　　　　　　　　　ひとさし　一差し　　　　　　　　こわざし　声差し
　　　　　　さし　鰻　　　　　　　　　　まなざし　（名）　　　　　　　　わざわざし　態態し
　　　　　　さし　蟹子　　　　　　　　　ぜにさし　銭差し　　　　　　　　　ゑさし　餌差し
　　　　　　さし　狭し　　　　　』　　うはにさし　上荷差し　　　　　　　あをざし　青挿し
　　　　　　さし一（接頭）　　　　　　　　　ねざし　根差し　　　　　　　　あをざし　青績
　　　　　一さし　（助数）　　　　　　　　うねざし　畝刺し　　　　　　　をさをさし　長長し
　　　　　一さし　（接尾）　　　　　　　あかねさし　茜さし（枕）　　　　　　　かんざし　籍
　　　　　一ざし　（接尾）　　　　　　　　さねざし　（枕）　　　　　　　　　かんざし　髪ざし
　　　　　あさし　浅し　　　　　　　　　うはざし　上刺し　　　　ひすいのかんざし翁翠の髪状
　　　　　あさじ朝事　　　　　　　　うはざし　上差し　　　　　まつばかんざし　松葉讐
　　　あさあさし浅浅し　　　　 ひさし庇　　　　　びんさし費挿し
　　　あざあざし　鮮鮮し　　　　　　　ひさし久し　　　　　　いつぼんざし一本差し
　　こ乙ろあさし　心浅し　　　　　　いくひさし幾久し　　　　　　　にほんざし二本差し
　　せきれいざし　鶴鵠差し　　　　　　　こびさし　小庇　　　　　　　　くわんざし　貫絹
　　　ちゅうざし，中差し　　　　　　　まごぴさし　孫庇　　　　　　　　　　　しし　（感）
　だうちゅうざし’道中差し　　　　　　　　たびざし　旅差し　　　　　　　　　　　しし　（名）
　　　　　おさし　御差し　　　　　　いたびさし　板庇　　　　　　　　　　しし　尿
　　　　　かざし　騎し　　　　　　　　かたびさし　片庇　　　　　　　　　　　しし　肉
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　　　　　しし獣　　　　こζろやすし心安し　 えんなきしゅじゃ縁なき衆生は
　　　　　しし　刺史　　　　　　　　うしろやすし　後ろ安し　　　　　うはどしがたし　　度しがたし
　　　　しし　師資　　　　　　　　　こけらずし　柿酢　　　　　　　　くちかたし　口固し
　　　　　しし　獅子　　　　　　　　　きりずし　切り酢　　　　　　　たへがたし　堪へがたし
　　　　　じし　慈氏　　　　　　　　　　せし狭し　　　　　　くらべがたし　比べ難し
　　　ざうじし　造寺司　　　　　　　　　　せじ　世事　　　　　　　　かみかたし　頭堅し
　　おのがじし　己がじし　　　　　　　　　ぜじ　禅師　　　　　　　　やめがたし　止め難し
　　ゑちこじし　越後獅子　　　　　　　くせぐせし　癖癖し　　　　　　　　やがたし　や堅し
　　　’くさじし　草鹿　　　　　　　　　いぶせし　（形）　　　　　　　　ありがたし　有り難し
　　　ほしじし　乾肉　　　　　　　　　　うるせし　（形）　　　　　　　　さりがたし　去り難し
　　　　そじし　脊宍　　　　　　　　ところせし　所狭し　　　　　　　ふりがたし　旧り難し
　　　かのしし鹿　　　　　 そし祖師　　　　 きたし堅塩　　　　ほじし　乾肉　　　　　　　　　　　　いそし　勤し　　　　　　　　　　　あきたし　飽きたし
　　　一ましじ　（助動）　　　　　　　　　おそし　鈍し　　　　　　　　　いきだし　息出し
　　　あましし　（名）　　　　　　　　　おそし　桿し　　　　　　　　かきだし書き出し
　　　かましし　鈴羊　　　　　　　　こころおそし　心おそし　　　　　　　　つきだし　突き出し
　　やすみしし　（枕）　　　　　　　　　　　ほそし　細し　　　　　　　　　らうくたし　牢腐たし
　　　やみしし　病み猪　　　　　　　くびほそし　頸細し　　　　　　　くだくだし　（形）
　　　あもしし　母父　　　　　　　こころぽそし　心細し　　　　　うのはなくたし　卯の花腐し
　　よしよしし　由由し　　　　　ものこころぽそし　もの心細し　　　　　　　　けだし　蹴出し
　　　からじし　唐獅子　　　　　　　よそよそし　余所余所し　　　　　　　けだし　蓋し
　　かぐらじし　神楽獅子　　　　　　　　　たし　立し　　　　　　　　　あげだし　揚げ出し
　かくべゑじし　角兵衛獅子　　　　　　　〒たし　（助動）　　　　　　　　ほこだし　矛山車
　　　　すし　（名）　　　　　　　　　　一たし　（接尾）　　　　　　　　　したし　親し
　　　　すし　鮨　　　　　　　　　　　一たし　（連語）　　　　　　　　　しだし　仕出し
　　　　いずし　胎鮨　　　　　　　　　　　だし　出し　　　　　　たうせいしだし　当世仕出し
　　　　うすし　薄し　　　　　　　　　　　だし　山車　　　　　　　　　たしだし　（副）
　　　　おずし　桿し　　　　　　　　　　あだし　徒し　　　　　　　　　たじたじ　（副）
　　　　くすし　薬師　　　　　　　　あだあだし　徒徒し　　　　　　　　　ただし　正し
　　　　くすし　奇し　　　　　　　　　いたし　痛し　　　　　　　　　ただし　但し
　　やぶくすし　薮薬師　　　　　　　　　　いだし　出だし　　　　　　　　　なだたし　名立たし
　　　めくすし　目薬師　　　　　　あまえいたし　（形）　　　　　　　おびたたし　磐し
　　げすげすし　下種下種し　　　　くっしいたし　屈しいたし　　　　　　めだたし　目立たし
　　　　すずし　涼し　　　　　　　くんじいたし　屈じいたし　　　　　おもだたし面立たし
　　　　すずし　生絹　　　　　　　　　　ていたし　手痛し　　　　おほやけはらだたし　公腹立たし
　　あゆのすし　鮎の鮨　　　　　　　むねいたし　胸痛し　　　　　　　あわたたし　（形）
　　かまびすし　喧し　　　　　　　　こひいたし　恋ひいたし　　　こころあわたたし心あわたたし
　　つるべずし　釣瓶鮨　　　　　　　　はらいたし　腹痛し　　　　　　　　うちだし　打ち出し
　　すずめずし　雀鮨　　　　　　　かたはらいたし　傍痛し　　　　　　　　こちたし　（形）
　　　　やすし　易し　　　　　　　　あきれいたし　呆れ痛し　　　　　　　まったし　全し
　　　やすし　安し　　　　　　　　うもれいたし　埋もれいたし　　　　　めでたし　（形）
　　　かやすし　（形）　　　　　　　　　らうたし　（形）　　　　　　　　　　ねたし　妬し
　　　けやすし　消やすし　　　　　　　　おだし　穏し　　　　　　　　　はたし　果たし
　　　たやすし　た易し　　　　　　　　かたし　片し　　　　　　　かちはだし　徒跣
　　したやすし下安し　　　　　　　　かたし堅し　　　　　　よりあひだし寄り合ひ出し
　　いちやずし　一夜鮨　　　　　　　　　　かたし　難し　　　　　　　　　おひだし　追ひ出し
　　　はやずし　早鮨　　　　　　　　　　一がたし　（接尾）　　　　　　　　よびだし　呼び出し
　　たはやすし　（形）　　　　　　　　　いかだし　筏師　　　　　　　　　　けぶたし　煙たし
　　みみやすし　耳安し　　　　　こころえがたし　心得難し　　　　　　　ねぶたし　眠たし
　　　めやすし　目安し　　　　　　　わきがたし　分き難し　　　　　　　　へだし　隔し
あなづりやすし　侮りやすし　　　　　どしがたし度し難し　　　　　　　ほだし・絆
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　　　　またし全し　　　　　　　めうつし　目移し　　　　　　　　　とし利し
　　　　まだし　未だし　　　　　　　　　かっし　甲子　　　　　　　　　　　とし　疾し
　　　いまだし　未だし　　　　　　　　　くっし　屈し　　　　　　　　　　とし　敏し
　　　うまだし　馬出し　　　　　　　　　くづし　崩し　　　　　　　　　　　どし　同士（名）
　　　やまだし　山出し　　　　　　せたいくつし　世帯崩し　　　　　　　　　一どし　同士（接尾）
　　　　めだし　愛だし　　　　　しょたいくつし　所帯崩し　　　　　　　　　とじ　刀自
　うしろめたし　後ろめたし　　　いちゃうくづし　銀杏崩し　　　　　　　　いとし　愛し
　　　ふも’だし　絆　　　　　　　　　しまだくづし　島田崩し　　　　　　　　　うとし　疎し
　　　ちゃだし　茶出し　　　　　　　さんくづし　算崩し　　　　　　　　けうとし　気疎し
　　　あらたし　新たし　　　　　　　　けつじ　閲字　　　　　　　　うとうとし・（形）
　　まくらたし　枕大刀　　　　　　　　きけつし　剤劇氏　　　　　　　ひとうとし　人疎し
　　　ひらたし　平たし　　　　　　　　　さっし　（動命令）　　　　　　ものうとし　もの疎し
　　　ありたし　有りたし　　　　　　　一さっし　（助動命令）　　　　　ちゅうどし　中年
　　　せりだし　迫り出し　　　　　　あんさっし　按察使　　　　　　　きょうとし　（形）
　　　ふりたし　振り痛し　　　　　　じゅんさつし　巡察使　　　　　　　　うるうどし　閏年
　　　うれたし　（形）　　　　　　　　　しづし　沈石　　　　　　　　　　おとし　落とし
　　　　わたし　器　　　　　　　　　　　しつじ　執事　　　　　　　　　さかおとし　坂落とし
　　　　わたし　渡し　　　　　　　　やっしっし　（感）　　　　　　　こしきおとし　甑落とし
とらのこわたし　虎の子渡し　　　　　　そつじ　卒爾　　　　　　　たきおとし　焚き落とし
　　さしわたし　差し渡し　　　　　　たつたつし　（形）　　　　　　　だうぐおとし道具落とし
　　うちわたし　うち渡し　　　　　　　　つつじ　邸燭　　　　　　　　ぢごくおとし　地獄落とし
　おきなわたし　翁渡し　　　　　　　　につつじ　丹螂燭　　　　　　　　やくおとし　厄落とし
　　　ひわたし　火渡し　　　　　　　いはつつじ　岩邸燭　　　　　　　　ますおとし　枡落とし
　　　みわたし　見渡し　　　　　　　　たなつし　棚厨子　　　　　　　　いぬおどし　犬威し
　　　よわたし夜亙し　　　　　ろくだうのつじ　六道の辻　　　　　　げぱおとし下馬落とし
　　　ぎんだし　銀出し　　　　　　　　はっし　（副）　　　　　　　おひおとし　追ひ落とし
　しゅせんだし　集銭出し　　　　　　かたはつし　片外し　　　　　　　　とやおとし　鳥屋落とし
　　　　ぢし　地子　　　　　　　　　　ひつじ　羊　　　　　　　　あくしょおとし　悪所落とし
　　　　ちじ　知事　　　　　　　　　ひつじ　未　　　　　　　　こけらおとし　柿落とし
　　　　ちじ　致仕　　　　　　　　　　ぷっし　仏師　　　　　　　　　きりおとし　切り落とし
　　　いちし　（名）　　　　　　　　　ぷっじ　仏事　　　　　　　ぐるりおとし　周囲落とし
　　　　いちじ一字　　　　　　　　いれぶつじ　入れ仏事　　　　　　かどかどし　角角し
　　　いちじ一時　　　　　　　　ゑぷっし　絵仏師　　　　　　　　やくどし　厄年
　　こちこちし　骨骨し　　　　　　　　　まつじ　末寺　　　　　　　　　ゆくとし　行く年
　　どうばちし　銅欽子　　　　　　　　　みつし　御厨子　　　　　　　　　よくどし　慾どし
　　みちみちし　道道し　　　　　　　みつみつし　（枕）　　　　　　　　　いけどし　いけ年
　　　たらちし　垂乳し（枕）　　　　　　あめつし　天地　　　　　　　　　一ごとし　如し
　　　　っし　地　　　　　　　　　　　やつし　倫し　　　　　　　　じつごとし　実事師
　　　　づし　冑子　　　　　　　　きぬやつし　絹やつし　　　　　　ことごとし　事事し
　　　　っじ辻　　　　　　　　ちゃやつじ　茶屋辻　　　　　うんかのごとし　雲霞の如し
　　　　っじ　旋毛　　　　　　　　　しゅっし　出仕　　　　　　　かくのごとし　斯くの如し
　　　あつし　厚し　　　　　　　　　らっし　薗次　　　　　しゃじ．くのごとし　車軸のごとし
　　　あっし　篤し　　　　　　　　　　りっし　律師　　　　　　　まっこのごとし　まっこの如し
むしくりあつし　蒸しくり暑し　　　　　　　てし　手師　　　　　りん
　　　いつし　（代名）　　　　　　　あてあてし　当当し　　　　　げんあせのごとし　輪言汗の如し
　　にかいつし　二階冑子　　　　　　あてあてし　貴貴し　　　　　　まっそのごとし　まっその如し
　　　　うつし　移し　　　　　　　　　うたてし　（形ク）　　　　　　かたのごとし　形のごとし
　　　　うつし　現し　　　　　　　　　うたてし　（形シク）　　せんじ　　　　　　煎じ様常の
　　　　うっし　轡使　　　　　　　　たてだてし　立て立てし　　　ゃうつねのごとし　　　　　如し
　　かごうつし　籠写し　　　　　　　しぶのでし　四部の弟子　　くわふくはあざな　　禍福は糾へ
　　く’ちうつし口移し　　　　　とし年　　　へるなはのごとし　る縄の如し
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　　くだんのごとし　件のごとし　　　　　　すもどし　素戻し　　　　きじ　　　　　　　鬼神に横道
　　　　　まことし　実し　　　　　　　　ふゆどし冬年　　　　　んにわうだうなし　　　　なし
　　まことまことし　誠誠し　　　　　　　いぬるとし　往ぬる年　　　　　　　　どうなし　動無し
　　　　あらごとし　荒事師　　　　　　　　ふるとし　旧年　　　　　　　　おぼえなし　覚え無し
　　　　ぬれごとし　濡れ事師　　　　　　かへるとし　帰る年　　　　　　　　　おなじ　同じ
　　　　いろごとし　色事師　　　　　　　こころとし　心疾し　　　　　　　　　かなし　愛し
　　　　　わごとし　和事師　　　　　　　　をどし繊　　　　　　　　　　かなし　悲し
　　　　　　さとし　（名）　　　　　　　　　あかをどし　赤械　　　　　　　　みゃうがなし　冥加なし
　　　　　　さとし　聡し　　　　　　　おもだかをどし　沢潟械　　　　　　　　おくがなし　奥処無し
　　　　　あざとし　（形）　　　　さかおもだかをどし　逆沢潟繊　　　　　　　　さがなし　（形）
　　　　いざとし　寝聡し　　　　　　　　きをどし　黄繊　　　　　　　くちさがなし　口さがなし
　　　もののさとし　物の諭し　　　　　もえぎをどし　萌葱絨　　　　　　うれしがなし　嬉し悲し
　　　　　よざとし　夜敏し　　　　　　　あさぎをどし　浅葱絨　　　　　　　　　すかなし　（形）
　　　　　としどし　年年　　　　　　　　けびきをどし　毛引き繊　　　　　　　　つがなし　（形）
　　　　いにしとし　往にし年　　　　　　すがけをどし　素懸け繊　　　　　　　たつかなし　方便無し
　　　　すすどし　鋭し　　　　　　　いとをどし糸絨．　　　　　　つつがなし慈無し
　　　　　したどし　舌疾し　　　　　あかいとをどし　赤糸械　　　　　　おぼつかなし　（形）
　　　　たどたどし　（形）　　　　　　くろいとをどし　黒糸絨　　　　　　　なにかなし　何彼なし
　　　　　くちとし　口疾し　　　　　うのはなをどし　卯の花絨　　　　　　ものがなし　もの悲し
　　　　さきつとし　先っ年　　　　　あかがはをどし　赤革絨　　，　　　　　はかなし　（形）
　　　　　せつどし　節度使　　　　　　しながはをどし　品革械　　　　　　あとはかなし　（形）
　　　　　いとどし　（形）　　　　　あらひがはをどし　洗ひ革絨　　　　　　ものはかなし　（形）
　　　　　こととし　言利し　　　　　あらかわをどし　洗革絨　　　　　　おもひがなし　思ひ愛し
　　　　さをととし　一昨昨年　　　　　くろかはをどし　黒革繊　　　　　　　　　まかなし　真愛し
　　　　さきのとし　先の年　　　　　　　　ひをどし　緋繊　　　　　　　　うらがなし　うら悲し
　　　　またのとし　又の年　　　　　　にほ’ひをどし　匂ひ繊　　　　　　こころがなし　心悲し
　　　　はてのとし　果ての年　　　　’　しきめをどし　敷目絨　　　　　　　　いきなし　（副）
　　　　よひのとし　脊ひの年　　　　　からあやをどし　唐綾織　　　　　　　うごきなし　動きなし
　　さくさめのとじ　さくさめの　　　　こざくらをどし　小桜繍　　　　　　ところせきなし　所狭きなし
　　　　　　　　　　　　　刀自　　　かしどりをどし　樫鳥械　　　　　　　あぢきなし　（形）
　　　　とよのとし　豊の年　　　　　　いろいろをどし　色色械　　　　　　　　つきなし　（形）
　　　しきりのとし　頻りの年　　　とら　　　　　　　　　　　　　　　　　あづきなし　（形）
　　　　それのとし　其れの年　　　　のかはのふんどし　虎の皮の揮　　　　　たづきなし　方便なし
　　　　　ははとじ　母刀自　　　　　　　　　　なし　（名）　　　　　　こころづきなし　心付きなし
　　　　　　ひとし等し　　　　　　　　　なし無し　　　　　　　　ときなし時無し
　　　　ひとびとし　人人し　　　　　　　　　あなし　（名）　　　　　　　　いときなし　（形）
　　　　　ふとし　太し　　　　　　　　あいなし　（形）　　　　　　　ふきなし吹きなし
　　　　　ふどし　揮　　　　　　　　　　あいなし　愛なし　　　　　　　　よぎなし　余儀無し
　　　　　きぷとし　気太し　　　　　　　しさいなし　仔細なし　　　じゃうじゃう　　　常常綺羅の
　　　　　たふとし　尊し　，　　　　　　　だいなし　（名）　　　　　ぎらのはれぎなし　　晴れ着なし
あがほとけたふとし　吾が仏尊し　　　　やくたいなし　益体無し　　　　　うへすくなし　上少なし
　　　　きもふとし　肝太し　　　　　　　もったいなし　物体無し　　　　　たのみすくなし　頼み少なし
　　　　　いへとじ　家刀自　　　　　　こんのだいなし　紺のだいなし　　　こころすくなし　心少なし
　　　　　おほどし　大年　　　　　　　　　ほいなし　本意無し　　　　　　かたくなし　頑し
　　　　　おほとじ　大刀自　　　　　　　たわいなし　（連語）　　　　　　　やくなし　益なし
　　　　ほとほとし　殆とし　　　　　　　　　うなじ　項　　　　　みれんみしゃくなし　未練みしゃ
　　　　ほどほどし　程程し　　　　　　　　あうなし　奥無し　　　　　　　　　　　　　　　く無し
　　　　　　まどし　貧し　　　　　　　　えうなし要なし　　　　　　なさけなし情け無し
　　　　みみとし　耳敏し　　　　　　　　さうなし　双無し　　　　　　かたじけなし　恭し
　　　　　あもとじ　母刀自　　　　　　　　さうなし　左右無し　　　　　　　すげなし　（形）
　　　　さかもどし　酒戻し　　　　　　　びさうなし　美相なし　　　　　　かすけなし　糟気無し
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　　　　やすげなし安げなし　　　　　ものきたなし　もの汚なし．　　　なでふことなし　（連語）
　　　　　とげなし　（形）　　　　　　　はらぎたなし　腹汚なし　　　　　　やむごとなし　（形）
　　　いとけなし　幼けなし　　　　こζろきたなし　心汚なし　　　　　　　やごとなし　（形）
　　　　しどけなし　（形）　　　　　　　　ほろぎたなし　ほろ汚なし　　　　　しょことなし　（形）
　　　すすどげなし　鋭げなし　　　　　　さたなし　沙汰無し　　　　　やんごとなし　（形）
　　　　ひとげなし人気無し　　　　　　　さたなし　沙汰なし　　　　　　わざとなし　態となし
　　　きたなげなし　汚なげなし　　　　　はしたなし　端なし　　　　　　　　　しどなし　（形）
　　　おとなげなし　大人気なし　　　　　　つたなし　拙し　　　　　　　　いつとなし　何時となし
　　　　　にげなし　似気無し　　　　　　あひだなし　間なし　　　　　　そのこととなし　其の事となし
　　　　ものげなし　物げなし　　　　こころにふたなし　心に蓋なし　　　　　　なにとなし　何となし
　　　　いはけなし　（形）　　　　　　　　　またなし　又無し　　　　　　　　ほどなし　程なし
　　　　おほけなし　（形）　　　　　　うしろめたなし　後ろめたなし　　　　うらもとなし　（形）
　　　　あらけなし　荒けなし　　　　　　　　ちなし　地無し　　　　　　こころもとなし　心もとなし
　　　　さりげなし　（形）　　　　　　　　　　くちなし　楯子　　　　　　　　いつれとなし　何れとなし
　　　　いわけなし　（形）　　　　　　　　　こちなし　骨無し　　　　　　　　　になし　二無し
　　　　　　こなし　（名）　　　　　　　　ここちなし　心地なし　　　　　　　よになし　世に無し
　　　　　しこなし　（名）　　　　　　　　ずちなし　術無し　　　　　　　　つねなし　常無し
　　　　　そこなし　底無し　　　　　　　　すちなし　筋なし　　　　　　　　ものなし　物無し
たまのさ　　　　　玉の杯の底　　　　あいだちなし　（形）　　　　　　　こζろのなし　心のなし
　かづきのそこなし　　　　無し　　　あひだちなし　（形）　　　　　　　　はなし　放し
　　　　　ござなし　御座なし　　　　　　　はちなし　恥なし　　　　　　　　いはなし　岩梨
　　　　　まさなし　（形）　　　　　　　あやちなし　文ちなし　　　あくしゃうばなし　悪性話
　　　　　をさなし　幼なし　　　　　　　　をちなし　（形）　　　　　　　　　きはなし　際無し
　　　　　　しなし　為倣し　　　　　　　　　っなし　銅　　　　　　　　　おときぱなし　御斎話
　　　　つきしなし　尽きし無し　　　　　　　つなし　図無し　　　　　　　　けはなし　蹴放し
　　　　とけしなし　（形）　　　　　　　　　うつなし　（形）　　　　　　　　うさぱなし　憂さ話
　　　　　たしなし　（形）　　　　　　　　ぎごつなし　（形）　　　　　　　　つじぱなし　辻話
　　　　　たじなし　他事無し　　　　　　やごつなし　（形）　　　　　　　おとしばなし　落とし噺
　　　　しなじなし　品品し　　　　　　　せつなし　切なし　　　　　　しかたぱなし　仕方話
　　　　せはしなし　忙しなし　　　　　ふたつなし　二つ無し　　　　かるくちぱなし軽口咄
　　　　　よしなし　由無し　　　　　　　　うつつなし　現なし　　　　こじ
　　　いふよしなし　言ふよしなし　　　　　みつなし　（形）　　　　　きのけいつばなし　乞食の系図話
　　　　ゆるしなし　許しなし　　　　　　じゅつなし　術無し　　　　　　ひとつばなし　一っ話
　　　　　かずなし　数なし　　　　　　　　　てなし　手無し　　　　　　　ひっぱなレ　引っ放し
　　　　やるせなし　遣る瀬なし　　　　　ついでなし　序無し　　　　ことばのひっ．ぱなし　言葉の引っ
　　　　　かたなし　織し　　　　　　　　　うでなし　腕無し　　　　　　　　　　　　　　　　　放し
　　　　一が．たなし　（接尾）　　　　　　　　そでなし　袖無し　　　　　　なにとはなし　何とはなし
　いふべきかたなし　言ふべぎか　　　　　あいだてなし　（形）　　　　　　　　それとはなし　其れとはなし
　　　　　　　　　　　　たなし　　　　あひだてなし　（形）　　　　　　なにとにはなし　何とにはなし
　　　い．ふかたなし　言ふ方なし　　　　　みだてなし　見立てなし　　　　ことのはなし　言の葉無し
　　　おほかたなし　大方なし　　　　だますにてなし　騙すに手無し　　　　うきよぱなし　浮き世話
　　　せむかたなし　為む方なし　　　　　　もてなし　もて成し　　　　　いたりぱなし　至り話
　　いはむかたなし　言はむかた　　　　　　あとなし　跡無し　　　　　　　　　ひなし　日済し
　　　　　　　　　　　　　　なし　　　　　あどなし　（形）　　　　　　　　　　びなし　便無し
　たとへむかたなし　讐へむかた　　　　　　いとなし　（形）　　　　　　　　　あひなし　（形）
　　　　　　　　　　　　　　なし　　　　　おとなし　大人し　　　　　　　　いひなし　言ひなし
　　　やるかたなし　遣る方なし　　　おとなおとなし　大人大人し　　　　　　かひなし　甲斐なし
　　やらんかたなし　やらん方なし　　そこはかとなし　（連語）　　　　　　　かひなし　甲斐無し
　　　　　きたなし　汚なし　　　　　　　　　ことなし　事無し　　　　　　　いひがひなし　言ひがひなし
　　　　いぎたなし　寝汚なし　　　　　　　ことなし　事なし　　　　　　いふかひなし　言ふかひなし
　　　くちぎたなし　口汚なし　　　　　せうことなし　（形）　　　　　　　たぐひなし　類なし
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　　　　そこひなし　（連語）　　　　　　いつともなし　何時ともなし　　　さりどころなし　避り所無し
　　　　　ぜひなし　是非なし　　　そのものともなし　其のものと　　　　　　ゆゑなし故なし
　　　　あはひなし　間なし　　　　　　　　　　　　　　　もなし　　　とうかんなし等閑なし
　　　　おもひなし　思ひなし　　　　いつれともなし　何れともなし　　　　　せんなし詮なし
　　　　およびなし　及びなし　　　　　　ものもなし　物もなし　　　　　　なんなし難無し
　　　　ならびなし　並びなし　　かけもかまひもなし　掛けもかま　　　　　　ねんなし念無し
　　　　　あへなし　（形）　　　　　　　　　　　　　　　　ひもなし　　　　　よねんなし　余念なし
さんがいにいへなし　三界に家なし　　　　うらもなし　（連）　　　　　　　　びんなし便無し
　　　　　うへなし　上無し　　　　ひふくちからもなし　火吹く力も　　　　　　　ろんなし　論無し
　　　　あくべなし　（形）　　　　　　　　　　　　　　　無し　　　　　をんなし女し
　　　　ゆくへなし　行方なし　　　　　かくれもなし　隠れもなし　　　　　　　　にし　西
　　　たとしへなし　書へ無し　　　　　　つれもなし　（形）　　　　　　　　　　にし辛螺
　　　　　すべなし　術なし　　　　　　　あやなし　（形）　　　　　　　　　にし（代名）．
　　　　うはへなし　（形）　　　　　　　　　うやなし　礼無し　　　　　　　　　　にじ二字
　　　　っきほなし　付穂無し　　　　　　　つやなし　艶無し　　　　　　　　　いにし　往にし
　　　　　　まなし　間無し　　　　　　　ゐやなレ礼無し　　　　　　　　えにし縁
　　　　　くまなし　隈無し　　　　　　　　　こよなし　（形）　　　　　　　　おにおにし　鬼鬼し
　　おもひぐまなし　思ひ隈無し　　　　　ひっしょなし　（形）　　　　　　　　　あかにし赤螺
　　　　　つまなし　妻梨　　　　　　　　　　いらなし　（形）　　　　　　　　げにげにし　（形）
　　　　　ひまなし　隙無し　　　　　　　　うらなし　裏無し　　　　　　　　あさにじ　朝虹
　　　　　やまなし　山梨　　　　　　　　　うらなし　（形）　　　　　　　　　　はにし　土師
　　　　　　みなし　見倣し　　　　　　　　ちからなし　力無し　　　　　　　　かはにし川西
　　　　　かみなし　上なし　　　　　　　　しだらなし　（形）　　　　　　　　　じふにし十二支
　くもりかすみなし　曇り霞なし　　　　　ありなし有り無し　　こうきゅうじふにし後宮十二司
　　　　つつみなし悪み無し　　 いふはかりなし言ふはかり　　　　 ぬし主
　　　　をやみなし　小止み無し　　　　　　　　　　　　　　　　なし　　　　　　　　ぬし塗師
　　　　たゆみなし．弛みなし　　　　おもふはかりなし　思ふはかり　　　　　　　おぬし御主
　　　　　　むなし空し　　　　　　　　　　　　　　なし　　　　　あがぬし吾が主
　　　　みたむなし　見たむなし　　　　　かぎりなし限りなし　　　　　　　わかぬし若主
　　　　うつむなし　（形）　　　　　　　ゆくりなし　（連語）　　　　　　　うたぬし歌主
　　　　さだめなし　定めなし　　　　　　　なごりなし　名残りなし　　　　　　あがたぬし　県主
　　　　すぢめなし　筋目なし　　　　　　のこりなし残りなし　　　　　　　ちぬし乳主
　　　　ひとめなし　人目無し　　　　　きはまりなし極まりなし　　　　　　なぬし名主
せいじんにゆめなし　聖人に夢なし　　　　くもりなし　曇りなし　　　　　　やかのぬし　やかの主
　　　　みるめなし　見る目なし　　　　　たよりなし　便り無し　　　　　　いへぬし家主
　　　しゃいもなし差異もなし　　　　たよりなし便りなし　　にょうばういへぬし女房家主
　　あるべうもなし　有るべうも　　　　　　わりなし　（形）　　　　　　　　　わぬし吾主
　　　　　　　　　　　　　なし　　　　まぎれなし　紛れなし　　　　　　くねくねし　（形）
　　　　　おもなし　面無し　　　　　　　かくれなし　隠れなし　　　　．　すねすねし　（形）
　　　　　けもなし　気も無し　　　　　　　つれなし　（形）　　　　　　　ひねひねし（形）
　　　　　さもなし　（連語）　　　　　　　けはれなし　褻晴れなし　　　　　　　しふねし　執念し
　　　　さしもなし　（連語）　　　　　　　てれふれなし　照れ降れ無し　　　　　　まねし　（形）
　　　いとしもなし　（連語）　　　　　　　　　うなし　論無し　　　　　　　　あまねし　遍し
　　　　一ともなし　（連語）　　　　　　　　おぎうなし　（形）　　　　　　　　　さまねし　（形）
　　　っきともなし　つきとも無し　　　　　こころなし　心無し　　　　　　　　たびまねし　度遍し
　　いつくともなし　何処ともなし　　　　　こころなし　心なし　　　　　　　むねむねし　宗宗し
　　　　こともなし　事もなし　　　　　なにごころなし　何心無し　　　　　　　けんねじ　（名）
　　いつこともなし　何処ともなし　　　　　ところなし　所無し　　　　　　　　　　のし．憂斗
　　　　しどもなし　（形）　　　　　いたらぬところなし　至らぬ所無し　　　　　　　　のじ　（名）
　　ときぞともなし　時ぞともなし　おもふところなし　思ふところ　　　　　　かいのし戒の師
　　ことそともなし　事ぞともなし　　　　　　　　　　　　　なし　　　　　　おのし・御主
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　　　　きのじ　喜の字　　　　　　　　　つぎはし　継’ぎ橋　　　　　　　　やいとばし　灸箸
　　　かきのし　書き奥斗　　　　　　にぎはし賑はし　　　　　　　ひとはし人橋
　　　たのし　楽し　　　　　　　　きはぎはし　際際し　　　　　　　　ふとばし太箸
　　うただのし　うた楽し　　　　　　　　くはし　美し　　　　　　　　かなばし鉄箸
　　　みちのし　道の師　　　　　　　　　くはし　詳し　　　　　　　　　たなはし棚橋
　　ひとのし　一伸し　　　　　　　　かぐはし　馨はし　　　　　　　　ふなはし船橋
　　　はのじ　巴の字　　　　　　　いすくはし　（枕）　　　　　　　　　まなばし　真魚箸
　　　ひのし　火買斗　　　　　　　　なぐはし　名美し　　　　　　　ざふにばし　雑煮箸
　　　ほのじ　ほの字　　　　　　　　はなぐはし　花細し　　　　　　　　　てねばし　手粘し
　　　　まのし　目のし　　　　　　　まぐはし　目細し　　　　　　いすかのはし　鶉の噴
　　　　ものし物仕　　　　　　　うらぐはし　うら細し　　　　　　きのはし木の端
　　　ものし　物し　　　　　　　　　　けはし　険し　　　　　　かささぎのはし　鵠の橋
　　　おものし　御物師　　　　　　　　かけはし　懸け橋　　　　　　　　　しのばし　偲ばし
　　ものものし　物物し　　　　　くもにかけはし　雲に梯　　　　　　　いしのはし石の階
　　　やのじ　やの字　　　　　くものかけはし　雲の梯　　　　　　ながらのはし　長柄の橋
　　　のりのし　法の師　　　　　　　　けばけばし　（形）　　　　　　　　　　はばし　揮し
　　　おんのじ　御の字　　　　　　　　　　こはし　強し　　　　　　　　　　いはばし　石橋
　　　　はし　階　　　　　　　　　　　こはじ　（名）　　　　　　くめのいはばし　久米の岩橋
　　　　はし　端　　　　　　　　じゃうこはし　情強し　　　　　　　にぎははし賑ははし
　　　　はし　階　　　　　　　　　くちこはし　口強し　　　　　　　　　ひばし　槍橋
　　　　はし　愛し　　　　　　　くちこはし　ロ強し　　　　　　　にほはし匂はし
　　　　ばし　（形動）　　　　　　なごはし　和はし　　　　　　　　まはし廻し
　　　　一ぱし　（係助）　　　　　　　ものこはし　もの強し　　　　　　　あまばし　天橋
　　　　はじ櫨　　　　こはこはし強強し　　　　いまはし忌まはし
　　　　はじ　土師　　　　　　　こころこはし　心強し　　　　　　　ばいまはし貝廻し
　　　あはし　淡し　　　　　　　　　　きざはし　階　　　　　　　　こしゃうまはし　小姓廻し
　　にあはし　似合はし　　　　　　　ふさはし　相応し　　　　　　　ひきまはし　引き廻し
　　あはあはし淡淡し　　　　　　　しはし吝し　　　　　　　けまはし蹴廻し
　かうらいはし　高麗端　　　　　　　　　　しばし　暫し　　　　　　　えびすまはし　恵比須舞はし
　　かうばし　香ばし　　　　　　　いしばし　石階　　　　　　　くぐつまはし　塊偏廻し
　　　一がはし　（接尾）　　　　　　　　はしばし　端端　　　　　　　　　えどまはし　江戸廻し
　　らうがはし乱がはし　　　　　　　くすばし　奇ばし　　　　　　　　ひまはし火廻し
　　いかがはし如何はし　　　　　　　せはし　忙し　　　　　　　　おほまはし　大廻し
　　いそがはし忙はし　　　　　　　せばし狭し　　　　　　　　みまはし見廻し
　　たかはし　高橋　　　　　　　　　せはせはし　忙忙し　　　　　　　けづりまはし　削り回し
　　はちがはし　恥ちがはし　　　　　みみせはし　耳忙し　　　　　　　とりまはし取り廻し
　　あっかはし　扱はし　　　　　　　　よせばし　寄せばし　　　　　こどりまはしノト取り廻し
　　あっかはし暑かはし　　　　　そばそばし稜稜し　　　　　　　ゑまはし笑まはし
　　きつかはし　気遣はし　　　　　　　　たはし　戯し　　　　　　さんにんまはし　三人廻し
　いたつがはし　労がはし　　　　　　　　いたはし　（形）　　　　　　　　　　みはし　御階
　　にっかはし　似付かはし　　　　　　かたはし　片端　　　　　　　　　おもはし　思はし
　　よつかはし　世付かはし　　　　　　いきだはし　息だはし　　　　　　ものおもはし　物思はし
　　ながはし　長橋　　　　　　　　　たたはし　（形）　　　　　　　　ただよはし　漂はし
　　　ねがはし願はし　　　　　　　うちはし　打ち橋　　　　　　　あらはし著はし
　　　まがはし　紛はし　　　　　　　　くちばし　鳴　　　　　　　　ところあらはし　所顕はし
　みだりがはし　濫りがはし　　　　　　　いっぱし　（副）　　　　　　　　かからはし　（形）
　　　うきはし浮き橋　　　　　　　きっぱし　切っ端　　　　　　　きらはし嫌はし
あまのうきはし　天の浮き橋　　　　　　ひとつばし　一つ橋　　　　　　　　まぎらはし　紛らはし
ゆめのうきはし　夢の浮き橋　　　　　　やつはし　八つ橋　　　　　　　そしらはし　誘らはし
ゆめのうきはし夢の浮橋　　　　　　　　てばし　（形）　　　　　　　あなづらはし　侮らはし
　　にしきはし錦端　　　　　　　　いとはし厭はし　　　　　　わづらはし煩はし
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　　なまわづらはし　生煩はし　　　　　　　みのひし　身の菱　　　　　　　　いしぶし　石伏
　　　　　ならはし　慣はし　　　　　　　　　びびし　美美し　　　　　　　てうしふし　朝集使
　　　　　ならはし　習はし　　　　　　さいはひびし　幸菱　　　　　　　　　ふしぶし　節節
　　　ひとならはし　人習はし　　　　　　　わりびし　割り菱　　　　　　　　　せぷし　瀬伏し
　　　ものならはし　物習はし　　　　　　　　わびし　佑し　　　　　　　　いせぷし　伊勢節
　　ところならはし　所習はし　　　　　　ものわびし　もの佗し　　　　　　　あだぶし　徒臥し
　　　　つぶらはし　潰らはし　　　　　　　　がんぴし　雁皮紙　　　　　　しゃうぎだふし　将棋倒し
　　むねつぶらはし　胸潰らはし　　　　　　けんびし　剣菱　　　　　　　　つくだぶし　佃節
　　　　くもらはし　曇らはし　　　　　　　　　ふし　柴　　　　　　　　てんぐだふし天狗倒し
　　　　せせりばし　拝り箸　　　　　　　　ふし節　　　　　　　　ごけだふし後家倒し
　　　　　うるはし　麗し　　　　　　　　　　　ふし　五倍子　　　　　　ほとけだふし　仏倒し
　　　ことうるはし　事うるはし　　　　　　　ぶし　仏師　　　　　　　　したぷし下臥し
　　　ものぐるはし　もの狂はし　　　　　　　　ふじ　富士　　　　　　　からだたふし　体倒し
　　　　　うれはし　憂はし　　　　　　ろうさいぶし　弄斎節　　　　ひとふしふたふし一節二節
　　　　　くれはし　呉階　　　　　　　　　っいぶし　追捕使　　　　　　ふたまたぷし　二股武士
　　　　けころばし　蹴転ばし　　　　　そうっいぶし　総追捕使　．　　　　みたふし　見倒し
　　　　ずずろはし　漫ろはし　　　　　しんないぶし　新内節　　　　　　みやこちぷし　宮古路節
　　　　そぞろはし　漫ろはし　　　　　　　　かうぶし　香付子　　　　　　　そのはちぷし　薗八節
　　　　　ひろはし　．広橋　　　　　　　　　かとうぶし　河東節　　　　　　　　　いつぶし　伊豆節
　　　ゆきまろばし　雪転ばし　　　　　せっきゃうぶし　説経節　　　　　　　　うつぶし　空五倍子
　　　　　さをばし　さ小橋　　　　　　いっちゅうぶし　一申節　　　　　　りゅうたつぶし　隆達節
　　　　　かんばし　かん箸　　　　　　　しょうぶし　勝負師　　　　　　ときはつぶし　常磐津節
せんだんはふ　　　　栴檀は二葉　　　　　をぎえぷし　荻江節　　　　　　　　　てぷし’手節
　たぱよりかんばし　　　より芳し　　　　　　がふし　合子　　　　　　　　　どてぷし　土手節
　　　　　　　ひし　（名）　　　　　　　　　　かぶし　（名）　　　　　　　　　えどぶし　江戸節
　　　　　　　ひし菱　　　　 かがぷし加賀節　　　 ひとふし一節
　　　　　　　ひし　斐紙　　　　　　　　　　きぷし　（形）　　　　　　とみもとぷし　富本節
　　　　　　　ひじ　州　　　　　　　　　　　　きふじ「給仕　　　　　　　　きよもとぷし　清元節
　　　　　　　ひじ　非時　　　　　　　　　うきふし　憂き節　　　　　　　　　にぶし　鈍し
　　　　　　あひし　相仕　　　　　　　　　　おきふし　起き臥し　　　　　　　　　にふじ　入寺
　　　さんがいびし　三階菱　　　　　　　しばがきぷし　柴垣節　　　　　　　　　のぶし　野伏し
　　　　うひうひし　初初し　　　　　　　まがきぷし　籠節　　　　　　　　　　のぶし　野武士
　　　　　　おひし　生石　　　　　　　　　げきぷし　外記節　　　　　　　こうのぶし　功の武士
　　　　かひがひし　甲斐甲斐し　　　　　　っぎぷし　継ぎ節　　　　　　よしこのぷし　よし乙の節
　　　　　　きびし　厳し　　　　　　　　くどきぷし　口説き節　　　　　みやそのぶし　宮薗節
　　　　　かくびし　角菱　　　　　　　　　くふし　恋ふし　　　　　　もののふし　物の節
　　　　　　こひし　恋し　　　　　　　　　　ころくぷし　小六節　　　　　　　さいめんのぶし　西面の武士
　　　つくしこひし　筑紫恋し　　　　　　　　けふじ　爽侍　　　　　　ほくめんのぶし　北面の武士
　　　　ものこひし　もの恋ひし　　　　　　なげぷし　投げ節　　　　　　　　　はぶし　羽節
　　　　うらこひし　うら恋し　　　　　　おひわけぷし　追分節　　　　　　　　　はぶし噛節
　　　　うそさびし　うそ寂し　　　　　　　　　こふし　恋ふし　　　　　　　うたざはぶし　歌沢節
　　　　うらさびし　うら寂し　　　　　　　たんごぷし　丹後節　　　　　　　　　そひぷし　添ひ臥し
　　かたはらさびし　傍寂し　　　　　　　ぶんごぷし　豊後節　　　　　』ぢうたひぷし　地謡武士
　　　　　　しひし　綴　　　　　　　　　　　　ざふし　雑仕　　　　　　　　　　はひぷし　這ひ伏し
　　　はなびしびし　鼻びしびし　　　　　　さぷし淋し　　　　　　かだいふぶし嘉太夫節
　　　　たけだびし　武田菱　　　　　　　　　　ざふじ　雑事　　　　　　　　ぎだいふぶし　義太夫節
　　　　　やっぴし　（副）　　　　　　　　　くさぷし　草臥し　　　　　かくだいふぶし　角太夫節
　　　　　はなびし　花菱　　　　　　　　　とさぷし　土佐節　　　　　　しげだいふぶし　繁太夫節
　　　からはなびし　唐花菱　　　　　　　うへざふし　上雑仕　　　　　くにだいふぶし　国太夫節
　　　けんはなびし　剣花菱　　　　　　　ζζうさぷし　心淋し　　　　　はんだいふぶし　半太夫節
　　　　　　にひし　新し　　　　　　　　　　　　じふじ　十字　　　　　　　　　　　つぶふし　煤
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　　　　うへぷし　上臥し　　　　　　　そそりぷし　そそり節　　　　　　　ありっべし　（連語）
　　　　　ほふし　法師　　　　　　　　　たりふし　（恥　　　　　　　　をみなへし女郎花
　　　　　ほふじ　法事　　　　　　　　　ひとりぷし　独り臥し　　　　　　　　一ぬべし　（連語）
　　せんたうほふし　専当法師　　　　　ぢまはりぷし　地廻り節　　　　　　ありぬべし有りぬべし
　てんじゃうほふし　殿上法師　　　　　　　ぬめりぷし　滑り節　　　　　　　さてありぬべし　（連語）
　　ζつじきほふし　乞食法師　　　　　　をりふし　折り節　　　　　　さりぬべし（連語）
　　でんがくほふし　田楽法師　　　　　　　つれぷし　連れ節　　　　　　　　おほべし大癒
おきあがりこぼふし　起き上がり　　　　　　いろふし　色節　　　　　　　　むべむぺし　宜宜し
　　　　　　　　　　　　小法師　　　　　　くろぷし　（名）　　　　　　　　しかるべし　然るべし
　　　やさほふし　やさ法師　　　　　　おぼろふじ　朧富士　　　　　　　　あんべし　（連語）
　　しょうじほふし　承仕法師　　　　　　　　まろぷし　丸臥し　　　　　　　　　　ほし　星
　　　げすほふし　下種法師　　　　　　　ζむろぷし　小室節　　　　　　　　　　ほし　欲し
　　　えせほふし　似非法師　　　　　おほつゑぷし　大津絵節　　　　　　　　一ぼし　（接尾）
　　くつくつぼふし　（名）　　　　　　じゃううんぷし　浄雲節　　　　　　えうれいぼし　天霊星
　　　かなほふし　金法師　　　　　　えいかんぷし　永閑節　　　　　　　　　　えぼし　鳥帽子
　　　をんなほふし　女法師　　　　　　　ひぜんぷし　肥前節　　　　　　ひざうえぼし　秘蔵烏帽子
　　もんじのほふし　文字の法師　　　　たんぜんぷし　丹前節　　　　　　　あかえぼし　赤鳥帽子
　　　　びはほふし　琵琶法師　　　　　　　　ちんぷし　鎮撫使　　　　　　　　ながえぼし長烏帽子
　　さむらひぼふし　侍法師　　　　　　　　　　一べし　（助動）　　　　　　　　かけえぼし　掛け烏帽子
　　　あまほふし，尼法師　　　　　　　　　あべし　（連語）　　　　　うちかけえぼし　打ち掛け烏
　　　やまぼふし　山法師　　　　　　　　　うべし　宜し　　　　　　　　　　　　　　　　　帽子
　　　　しもぼふし　下法師　　　　　　　うべうべし　宜宜し　　　　　　　ほそえぼし細鳥帽子
　　ねんじゃほふし　念者法師　　　　　　　　かへし　返し　　　　　　なしうちえぼし　梨子打ち烏
　　　あらぼふし　荒法師　　　　　　しっぺいがへし　竹箆返し　　　　　　　　　　　　　　　帽子
　　めくらほふし　盲法師　　　　　　がんだうがへし　強盗返し　　　　　　　たてえぼし　立て烏帽子
　　さんだらぼふし　桟俵法師　　　　　　どうがへし　胴返し　　　　　ひきたてえぼし　引立て鳥帽子
　　　　てらほふし　寺法師　　　　　　いちゃうがへし　銀杏返し　　　　うすぬりのえぼし　薄塗りの烏
　　　ならほふし　奈良法師　　　　　　すきがへし　漉き返し　　　　　　　　　　　　　　　帽子
　　　ひじりほふし　聖法師　　　　　　　ひきかへし　引き返し　　　　　ひたひえぽし　額鳥帽子
　　　　ようぼふし　弱法師　　　　　　　ふきがへし　吹き返し　　　　　さむらひえぼし　侍鳥帽子
　　　　　わほふし　和法師　　　　　でんがくがへし　田楽返し　　　　　　もみえぼし揉み烏帽子
　　　　　　まぶし　目伏し　　　　　　　けかへし　蹴返し　　　　　　をりえぼし折り鳥帽子
　　　　　　まぶし　射騒　　　　　　　　たけがへし　竹返し　　　　　かざをりえぼし風折り鳥帽子
　　　　さっまぶし　薩摩節　　　　　　　おしかへし　押し返し　　　　ひきいれえぼし　引き入れ鳥
　　おほさつまぶし　大薩摩節　　　　　　　うちかへし　うち返し　　　　　　　　　　　　　　　　帽子
　　　　やまぶし　山伏，し　　　　　　　　ひっかへし　引っ返し　　　　　　　ひれえぼし　平礼烏帽子
　　　　やまぶし‘山伏　　　　　　　　こてがへし　小手返し　　　　　すあをえぼし　素襖烏帽子
　　しかけやまぶし　仕掛け山伏　　　　このはがへし　木葉返し　　　　　　　　おほし　凡し
　　だんなやまぶし　旦那山伏　　　　　　しのびがへし　忍び返し　　　　　　　　　おぼし　覚し
　　あひのやまぶし　間の山節　　　　　びゃうぶがへし　屏風返し　　　　　　　　おぼし思し
　　つくりやまぶし　作り山伏　　　　　　なみがへし　波返し　　　　　　　おぼおぽし　（形）
　　　　　みぷし　身節　　　　　　　　もみがへし　紅返し　　　　　　のこりおほし残り多し
　　　かりそめぷし　仮初臥し　　　　　　ゆみがへし　弓返し　　　　　　　おそれおほし　恐れ多し
　　　　　あやふし　危ふし　　　　　　あうむがへし　鶏鵡返し　　　　　　こころおほし　心多し
　　　　ひあやふし　火危ふし　　　　　いしゅがへし　意趣返し　　　　　　　あかぼし　明星
　　　ぷんやぶし　文弥節　　　　　　　まくらがへし　枕返し　　　　　　　　みがほし　見が欲し
　　　　いしゅふし意趣節　　　　　　とりかへし　取り返し　　　　　すみがほし住みが欲し
　　　　うきよぷし　浮世節　　　　　　どんでんがへし　どんでん返し　　　　いやみがほし　弥見がほし
　　　　　　らふじ　膳次　　　　　　　　　　こべし　小感　　　　　　　　ありがほし　在りが欲し
　　　いたづらぷし　徒ら臥し　　　　　　をとこへし　男郎花　　　　　　　　　ぎぼし　擬宝珠
　　　きんぴらぷし　’金平節　　　　　　　　一つべし　（連語）　　　　　　　ものきぼし　物着星
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　　　　　ひきぽし　引き干し　　　　　　いうなほし色直し　　　　　みみかしがまし耳喧し
　　　　　　くぼし　凹し　　　　　　　ぎえんなほし　起縁直し　　　　　　声よそがまし余所がまし
　　　　一まくほし　まく欲し　　　　　まんなほし　（名）　　　　　　　うたがまし歌がまし
　　　　みまくほし　見まく欲し　　　　　としのほし年の星　　　　　　くちがまし口がまし
　　　　　　こほし　恋ほし　　　　　　ななつのほし七つの星　　　　　　はちがまし恥ちがまし
　　　　　ひこぼし　、彦星　　　　　　　かぶとのほし　兜の星　　　　　　ついでがまし　序がまし
　　　　うらどほし　うら恋ほし　　　　いぬかひぽし　犬飼ひ星　　　　　へだてがまし　隔てがまし
　　おたまりこぼし　（名）　　　　　　　　よばひぼし　夜遣ひ星　　　　　　　ことがまし　言がまし
　　　　　　すぼし　窄し　　　　　　　　　おほほし　（形）　　　　　　　　ことがまし　事がまし
　　　　せんすぼし　扇子星　　　　　　　　一まほし　（助動）　　　　　　かごとがまし　託言がまし
　　　　　よそほし　装ほし　　　　　　　　せまほし　（連語）　　　　　　わざとがまし　態とがまし
　　　　　　つぼし　窄し　　　　　　　　いはまほし　言はまほし　　　　　ひとがまし人がまし
　　　　ななつぼし　七つ星　　　　　　　あらまほし　（連語）　　　　　　　やかまし喧し
　　　　あまつほし　天つ星　　　　　　　うめぼし　梅干　　　　　　あざれがまし戯れがまし
　　　　　うでぽし　腕ぼし　　　　　　　　おもほし　思ほし　　　　　　　しれがまし　痴れがまし
　　　　　　とほし　通し　　　　　　　　もよほし　催し　　　　　　　はれがまし　晴れがまし
　　　　　　とほし　筏　　　　　　　　　　きらぼし　煙星　　　　　　　　いうがまし　色がまし
　　　　　　とほし　遠し　　　　　　　　しらぽし　白星　　　　　　　　たくまし　逞し
　　　　　　とぼし　乏し　　　　　　　　しらぽし素干し　　　　　　くまぐまし隈隈し
　　　　　いとほし　（形）　　　　　　　　　　くるほし　狂ほし　　　　　　　　あらくまし　荒くまし
　　　　いきどほし　息どほし　　　　　　ものぐるほし　もの狂ほし　　　　　　　あさまし　（形）
　　せんごくどほし　千石通し　　　　　　　くろぼし　黒星　　　　　　　　　いさまし　勇まし
　　まんごくどほし　万石通し　　　　　　つみほろぽし　罪滅ぼし　　　　　　　　すさまじ　（形）
　　　　　けどほし　・気遠し　　　　　　　　　ようぼし　弱法師　　　　　　　　けすさまじ　（形）
　　　　　さどほし　さ遠し　　　　　　　　ゑぽし　鳥帽子　　　　　　ものすさまじ　（形）
　　　　　たどほし　（形）　　　　　　　てうさんぽし　朝三暮四　　　　　　　ことざまし　事醒まし
ひくれてみちとほし　日暮れて道　　　　　　　　まし　猿　　　　　　　　　　めざまし　目覚まし
　　　　　　　　　　　　　遠し・　　　　　　まし麻紙　　　　　　　　　しまし暫し
　　　　　てどほし　手遠し　　　　　　　　　　まし　汝　　　　　　　　　　かしまし　寵し
　　　　ものどほし　物遠し　　　　　　　　　　一まし　（助動）　　　　　　　　まじまじ　（副）
　　　ようひどほし　鎧通し　　　　　　　　　　一まじ　（助動）　　　　　　　　　すまし　清まし
　　　　　まどほし　間遠し　　　　　　　　　あまし　（形）　　　　　　　　おずまし悼まし
　　　　　みとほし　見通し　　　　　　　　　いまし　汝　　　　　　　　　　すすまし　進まし
　　ききみみどほし　聞き耳遠し　　　　　　　いまし　今し　　　　　　　　　ひすまし　械洗し
　　　　めをとぼし　夫婦星　　　　　　　いまいまし　忌忌し　　　　　　　すみすまし　済み済まし
　　　　　’なほし　猶し　　　　　　　　　　うまし　美し（形ク）　　　　　みちせまし　道狭し
　　　　　　なほし　直衣　　　　　　　　　　うまし　美し（形シク）　　　　　おぞまし　悼まし
　　　　　　なほし　直し（名）　　　　　　　　おまし　御座し　　　　　　　　いたまし　悼まし
　　　　　なほし　直し（形）　　　　　　いしのおまし　碕子の御座　　　　　　　かたまし　蘇し
　　　　なかなほし　仲直し　　　　　　　ひのおまし　昼の御座　　　　　　けたたまし　（形）
　　　　　きなほし　気直し　　　　　　　　よのおまし　夜の御座　　　　　　　つべたまし　（形）
　　　　ひきなほし　引き直し　　　　　　よるのおまし　夜の御座　　　　　　　　わたまし　渡座
　　　　ふくなほし　服直し　　　　　　　かまし嬉し　　　　　　　　つつまし慎まし
　　　　　こなほし　小直衣　　　　　　　　一がまし　（接尾）　　　　　　ものつつまし　もの慎まし
　　　　あさなほし　朝直し　　　　　　　じいうがまし　自由がまし　　　　　　　むつまし　睦まし
　　　　ひざなほし　膝直し　　　　　　　ゃうがまし　様がま’し　　　　　　　いでまし　（名）
　　えぼしなほし　鳥帽子直衣　　　　　　すきがまし　好きがまし　　　　　　　いどまし　挑まし
　　　　なほなほし　直直し　　　　　　くっろぎがまし　寛ぎがまし　　　　　　うとまし　疎まし
さんずんのみなほし　三寸の見直し　　　　ねじけがまし　拗けがまし　　　1　　　おとまし　（形）
　　　　　よなほし　世直し　　　　　　　をこがまし　痴がまし　　　　　　　　なまし　生し
　　かんむりなほし　冠直衣　　　　　　　かしがまし嘉し　　　　　　　　　一なまし　（連語）
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　　　　そねまし　嫉まし　　　　　　　　からむし　乾蒸し　　　　　　　よのおもし世の重し
　　　　このまし　好まし　　　　　　　あぶらむし　油虫　　　　　　　　　みおもし身重し
　　　かなふまじ　叶ふまじ　　　　　　ひとりむし　火取り虫　　　’　　おもおもし　重重し
　　　　　みまし　御席　　　　　　　ぽうふりむし　棒振り虫　　　　　　　　かもじ　髭
　　　　　みまし　汝　　　　　　　　　ちぢろむし　（名）　　　　　　　　　　かもじ　母文字
　　　　　やまし　（名）　　　　　　　　　ひをむし　誘　　　　　　　　　　　おかもじ　御母文字
　　　　　やまし　疾し　　　　　　　　　　　めし　召し　　　　　　　　　　おかもじ　御上文字
　　　　なやまし　悩し　　　　　　　もっさうめし　物相飯　　　　　　　　　　きもじ　気文字
　　　　ややまし　（形）　　　　　　　　　いかめし　厳めし　　　　　　　　おきもじ　御気文字
　　こころやまし　心疾し　　　　　　　にぬきめし　煮抜き飯　　　　　　　おくもじ　奥文字
　　　　あらまし　（名）　　　　　　　　こづけめし　小付け飯　　　　　　　こそくもじ　御息文字
　　　　あらまし　荒まし　　　　　　　しこめし　醜めし　　　　　　あまくもじ甘九文字
　　ねんきりまし　年切り増し　　　　　つかさめし　司召し　　　　　　　をとこもじ男文字
　　　　よりまし寄りまし　　　　　　　しめし　示し　　　　　　　　　さもじ左文字
　　　　あるまじ　有るまじ　　　　　　　　しめし　湿し　　　　　　　　　　すもじ　推文字
　　　　さるまじ　（連語）　　　　　　みゃうじめし　名字飯　　　　　　　　　　すもじ　酢文字
　　　　しるまし　怪　　　　　　　　　　しだしめし　仕出し飯’　　　　　　　おすもじ　御酢文字
　　　あはれまし　憐れまし　　　　　　おぼしめし　思し召し　　　　　　　　そもじ其文字
　　　　　ゑまし　笑まし　　　　　　　　ためし　例し　　　　　　　　いそもじ急文字
　　　したゑまし　下笑まし　　　　　　どうだめし　胴試し　　　　　　　　かたもじ　片文字
　　　　　いみじ　（形）　　　　　　　あがためし　県召し　　　　　　　　ふたもじ二文字
　　　　　えみし　蝦夷　　　　　　　　ひのためし　氷めためし　　　さんじふいちもじ三十一文字
　　　　　　むし虫　　　　 よのためし世の例し　　　 いつもじ五文字
　　　　　　むし苧　　　　ちよのためし千代の例　　　ふたつもじ二つ文字
　　　　　　むし　無始　　　　　　　いちぶだめし　一分試し　　　　　　　　ともし　（名）
　　　　　一むし　（終助）　　　　　いっすんだめし　一寸試し　　　　　　　　　ともし　乏し
　　　わるいむし　悪い虫　　　　　　　　　かてめし　糠て飯　　　　　　　　　　ともし　羨し
　まごたらうむし　孫太郎虫　　　　　　なんどめし　納戸飯　　　　　　　　かいともし　かい燈
　　　　　おむし　（名）　　　　　　　　　なめし　菜飯　　　　　　　　かきともし　かき燈
　　　はだかむし　裸虫　　　　　　　　　　なめし　（形）　　　　　　　　みのともし見のともし
　　　　ながむし　長虫　　　　　　　をみなめし　女郎花　　　　　　　　ひともじ一文字
　　ぬかづきむし　額突き虫　　　　　　しろなめし　白滑し　　　　　　みそひともじ三十一文字
　　　うそさむし　うそ寒し　　　　かけあひのめし　懸け合ひの飯　　　みそぢひともじ三十一文字
　　そぞろさむし　漫ろ寒し　　　　　　まめまめし　（形）　　　　みそも　　　　　　三十文字余
　　　　をさなし　歳虫　　　　　　　こζうまめし　心実し　　　　　じあまりひともじ　　　り一文字
　　　　すずむし　鈴虫　　　　　　　　なら“ちゃめし　奈良茶飯　　　　　　　すぐなもじ　直な文字
　　　　　っむじ　辻　　　　　　　　　　うらめし　恨めし　　　　　　　をんなもじ　女文字
　　　　　つむじ　旋風　　　　　　　　ものうらめし　もの怨めし　　　　　　　　ぬもじ　盗文字
　　　　うつむし　渦虫　　　　　　　　まくらめし　枕飯　　　　　　　　　　　ねもじ　ね文字
　　　　なつむし　夏虫　　　　　　　いちぜんめし　一膳飯　　　　　　　　たのもし頼母子
　　　　まつむし　松虫　　　　　　　　　　　もし　持し　　　　　　　　　たのもし　頼もし
　　　　ででむし　でで虫　　　　　　　　　　もし　茂し　　　　　　てんぐたのもし　天狗頼母子
しし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もし　若し　　　　　　　うしのつのもじ　牛の角文字
　しんちゅうのむし　獅子身中の虫　　　　　　一もじ　文字　　　　　　　こがねのもじ　黄金の文字
　　ふさぎのむし　塞ぎの虫　　　　　　　　いもじ　（名）　　　　　　　　　おはもじ　御は文字
　　　かんのむし　疽の虫　　　　　　　　　いもじ　芋茎　　　　　　　　　　ひもじ　（形）
　　　　かはむし　皮虫　　　　　　　　　　いもじ　鋳物師　　　　　　　　ゆがみもじ　歪み文字
　　　　しはむし　吝虫　　　　　　　　　こすいもじ　御推文字　　　　　　　　おめもじ　御目文字
　　　　　ひむし　火虫　　　　　　　　　　おもし　重石　　　　　　　　　　　やもじ　や文字
　　　あづまむし　東虫　　　　　　　　　　おもし　重し　　　　　　　　　　きゃもじ　花文字
　　　　からむし　苧　　　　　　　　　くちおもし口重し　　　　　　　　　ゅもじ　湯文字
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　　と．りもし取り持し　　　　　　まばゆし　目映し　　　　いたちみめよし馳眉目よし
　　ごげんもじ　御見文字　　　　　　おもはゆし　面映し　　　　　　　あさもよし　麻裳よし（枕）
　　こしんもじ　御親文字　　　　　　　　ゆゆし　（形）　　　　　　　　たまもよし　玉藻よし（枕）
　　　　一やし　（間助）　　　　　　　　　　よし　縦し　　　　　　　　　おろよし　（形）
　　　あやし　怪し　　　　　　　　　　よし　由　　　　　　　　こころよし　快レ
　　　あやし賎し　　　　　　　　　よし善し　　　　　　こころよし心良し
　　　いやし　卑し　　　　　　　　　一よし　（連語）　　　　　　めろよし（連語）
　　　おやじ　同じ　　　　　　　　あんばいよし　塩梅好し　　　　　　　　ゃよし　（形）
　はしきやし　愛しきやし　　　しんちゅうよし　心中善し　　　　　　　ゅゑよし故由
　　のちくやし　後悔し　　　　　きっきょうよし　吉凶よし　　　　　　おふをよし　大魚よし（枕）
　　はしけやし　愛しけやし　　　　　　　きよし　清し　　　　　　　　びんよし便よし
　　　　しゃし　社司　　　　　　　　　　　ぎょし　御史　　　　　　　　　　　一らし　（助動）
　　うちそやし　打ち麻やし（枕）　　　　　ぎょじ　御璽　　　　　　　　　あらし嵐
　　　ちゃし　茶師　　　　　　　　　うきよし　浮き世師　　　　　　　　あらし　荒し
　　　にやし　（形）　　　　　　　　　ききよし　聞きよし　　　　　　あさあらし　朝嵐
　　あなにやし　（連語）　　　　　　いさぎよし　潔し　　　　　　　　はつあらし初嵐
　　　はやし林　　　　はしきよし愛しきよし　　よはのあらし夜半の嵐
　　　はやし　栄し　　　　　　　　　くちきよし　口清し　　　　　　　よものあらし　四方の嵐
　　　はやし　嘘子　　　　　　　　　ものぎよし　もの清し　　　　　　ゆふあらし　夕嵐
　　　はやし　早し　　　　　　　こころきよし　心清し　　　　　　なほあらじ直あらじ
　　えはやし　江林　　　　　　　　げんぷくよし　元服吉　　　　　　　　やまあらし　山嵐
　　さかばやし　酒林　　　　　　　　　ますげよし　真菅よし（枕）　　　　　よあらし　夜嵐
　　ばかばやし　馬鹿難子　　　　　　　　わけよし　訳良し　　　　　　　　さよあらし　小夜嵐
　たぬきばやし　狸難子　　　　　　　　わざよし　業良し　　　　　　　あらあらし　荒荒し
　　いちはやし　逸早し　　　　　　　　　しょし　所司　　　　　　　　　あらあらし　粗粗し
　　うちはやし　打ち難し　　　　　　　　しょし　書紙　　　　　　　　あをあらし青嵐
　　うちはやし　劇し　　　　　　　　　　　しょし　諸司　　　　　　　　　しさいらし　仔細らし
　　まつばやし　松難子　　　　　　　　　じょし　序詞　　　　　　　じんたいらし人体らし
　　でばやし　出難子　　　　　　　　　よしよし　縦し縦し　　　　　　いらいらし　苛苛し
っきのはやし　月の林　　　　　　　　よしよし　（副）　　　　　　　　　からし　辛し
　ほしのはやし　星の林　　　　　　　　どうつよし　胴強し　　　　　　　　　あからし　懇し
ことばのはやし　言葉の林　　　　　　　きつよし　気強し　　　　　　　　いからし厳らし
　たまのはやし玉の林　　　　　　あいさつよし挨拶よし　　　　　　こがらし木枯らし
　つるのはやし　鶴の林　　　　　　　　ねつよし　根強し　　　　　　　　てからし手枯らし
　　ともはやし　供はやし　　　　　　こころつよし　心強し　　　　　　　っかひからし　使ひ枯らし
　ぎをんばやし　砥園難子　　　　　　かんつよし‘騨強し　　　　　　　すりがらし摩り枯らし
　　　みやじ　宮仕　　　　　　　　　　ことよし　言よし　　　　　　　　きらきらし　（形）
　　　みやじ　宮主　　　　　　　　　　なよし　名吉　　　　　　　　　　くらし　暗し
　　ゐやゐやし　礼礼し　　　　　　　　　にょし　女子　　　　　　　さいかくらし　才覚らし
　　よしゑやし　縦しゑやし　　　　　やほによし　八百丹よし（枕）　　　おくぐらし　奥暗し
　　　かげゆし　勘解由使　　　　　　あをによし　青丹よし（枕）　　　　　こぐらし小暗し
　　　　しゅし　朱四　　　　　　　　ありねよし　在り根良し（枕）　　　　こぐらし木暗し
　　　　じゅし　呪師　　　　　　　　　ことのよし　言の由　　　　　　　ものぐらし　もの暗し
　　　　じゅし　賢子　　　　　　　　　ものよし　物吉　　　　　　　　　ひぐらし　日暮らし
　　　たゆし　弛し　　　　　　　てまへよし手前良し　　　　　うしろぐらし後ろ暗し
　　　てだゆし　手解し　　　　　　　　　さまよし　様好し　　　　　　　　をぐらし　ノト暗し
　　　はゆし　映ゆし　　　　　　　　　みよし　船首　　　　　　　　　一けらし　（助動）
　　かはゆし　（形）　　　　　　　　　こきみよし　小気味よし　　　　　いたいけらし　（形）
　　こそばゆし　（形）　　　　　　　　　すみよし　住吉　　　　　　　　なさけらし　情けらし
　　ものはゆし．もの映ゆし　　　　　　みめよし　見目佳し　　　　　　うっけらし　空けらし
　　しほはゆし　鹸し　　　　　　　　みめよし　眉目佳し　　　　　　　わけらし　訳らし
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　　　　につこらし　似つこらし　　　　　うさんらし　胡散らし　　　　　くもをしるし　雲を印
　　　　　ほ乙らし　誇らし　　　　　　　　　りし　律師　　　　　　　　げんじるし　験著し
　　　　むごらし　惨らし　　　　　　　ありし在りし　　　　　　　したるし（形）
　　　　　さらし　晒し　　　　　　　　　くすりし　薬師　　　　　　　　したたるし舌たるし
　　はしらくさらし　柱腐らし　　　　　　　一たりし　（連語）　　　　　　こじたたるし小舌たるし
　　　ゑちござらし　越後晒し　　　　　　　なのりじ　名乗り字　　　　　しみしたたるし　しみ舌たるし
　　　　　のざらし　野晒し　　　　　　　　　みぷりし　身振り師　　　　　　　　ひだるし　（形）
　　　　ぬのざらし　布晒し　　　　　　　とほりじ　通り字　　　　　　　かひだるし肱弛し
　　　　ごふさらし業曝し　　　　 あるじ主　　　　　まだるし（形）
　　　　ならざらし　奈良晒し　　　　　をとこあるじ　男主　　　　　　　　　よだるし　弥弛し
　　いんぐわざらし　因果晒し　　　　　つぼねあるじ　局主　　　　　　　　　　ぬるし（形）
　　　　かんざらし　寒晒し　　　かへりだちのあるじ　還り立ちの饗　　　こζろぬるし心ぬるし
　　　　いとしらし　愛しらし　　　　じゃうどのあるじ　浄土の主　　　　　　　　　ふるし古し
　　　　しらじらし　白白し　　　　　いってんのあるじ　一天の主　　　　　　　ふるぶるし　旧旧し
　　　　　ひすらし　（形）　　　　　　　　いへあるじ　家主　　‘　　　　　　　まるし　円し
　　　　　たらし　証し　　　　　　かへりあるじ　還り饗　　　　　　　　ゆるし緩し
　　　　　あたらし　（形）　　　　のりゆ　　　　　　　　　　　　　　　てもちわるし手持ち悪し
　　　ことあたらし　事新し　　　　みのかへりあるじ　賭弓の還り饗　　　　こきみわるし小気味悪し
　　　いまあたらし　今新し　　　　　　　　うるし　漆　　　　　　　　こころわるし心悪し
　　　　ひとたらし　人証し　　　　　　　いしうるし　石漆　　　　　　　　　　うれし　嬉し
　　　　なはたらし　縄たらし　　　　　なしぢうるし　梨子地漆　　　　　　　おれおれし　（形）
　　　　みたらし　御手洗　　　　　　せしめうるし　瀬〆漆　　　　　　　　　きれじ切れ字
　　　　みたらし　御執らし　　　　　　くちかるし　口軽し　　　　　　　　さざれし　細れ石
　　　　おんだらし　御執し　　　　　うしろもかるし　後ろも軽し　　　　　しれじれし痴れ痴れし
　　　　　ちらし　散らし　　　　　　　かるがるし　軽軽し　　　　　　　　はればれし　晴れ晴れし
　　　ごしょちらし　御所散らし　　　　こころかるし　心軽し　　　　　　　ほれぼれし惚れ惚れし
　　　　もんちらし　紋散らし　　　　　　　　くるし　苦し　　　　　　　　　　　ろし路次
　　　　　つらし（形）　　　　　一ぐるし（接尾）　　　　　あろじ主
　　　　いかつらし　厳っらし　　　　　かたせくるし　肩背苦し　　　　　　いろいろし色色し
　　　　めづらし　珍し　　　　　　　おもひぐるし　思ひ苦し　　　　‘　　　おろし下ろし
　　　うらめづらし　うら珍し　　　　　くらべぐるし　比べ苦し　　　　　　　きおろし着下ろし
　　　　みとらし　御執らし　　　　　　こころぐるし　心苦し　　　　　　　　ゆきおろし雪下ろし
　　　　さもとらし　（形）　　　　　みゃうもんぐるし　名聞苦し　　　　　　　ねこおろし猫下ろし
　　　　　ならし　馴らし　　　　　　　　　しるし　標　　　　　　　　　かたおろし’片下ろし
　　　　　一ならし　（連語）　　　　　　　　　しるし　璽　　　　　　　　　　ちおろし血下ろし
　　　　うちならし内慣し　　　　　　　　しるし著し　　　　　　　たなおろし店卸し
　　　　うちならし打ち鳴らし　　　　　やいじるし　焼印　　　　　　　たかねおろし高根颪
　　　　ものらし　物らし　　　　　　　かうじるし　講印　　　　　　　　たねおろし種下ろし
　　　　いはらじ　（名）　　　　　　　　こうじるし　口印　　　　　　　　わさびおろし山葵おろし
　にうばういはらじ　女房家主　　　　　　　はかじるし　墓標　　　　　　　　やまおろし山颪
にょうばういはらじ　女房家主　　　　　　　かさじるし　笠符　　　　　　　　みやまおろし深山颪
　　　むなつはらし　胸づはらし　　　　　はたじるし　旗標　　　　　　　　かみおろし上降ろし
　　いしゅばらし　意趣晴らし　　　　　いちしるし　著し　　　　　　　　かみおろし　神降ろし
　　　ねんばらし念晴らし　　　　　あまつしるし天つしるし　　　　　　かろし軽し
　　　いたぶらし　（形）　　　　　　　　　そでじるし　袖標　　　　　　　　　　くちかろし　口軽し
　　　　　むらじ連　　　　ゆめのしるし夢の徴　　　　かろがうし軽軽し
　　　おほむらじ　大連　　　　　　　　あひじるし　合ひ印　　　　　　　　あいくろし愛くろし
　　　ねこじゃらし　猫じゃらし　　　　　うまじるし馬印　　　　　　　　かぐうしか黒し
　　　かはゆらし　（形）　　　　　　　　つまじるし　爪標　　　　　　　　かたくろし堅くろし
　　　　　　よらし宜し　　　　　　　みしるし御璽　　　　　　』　ほてくろし（形）
　　　　　しをらし　（形）　　　　　　　まるじるし丸印　　　　　　　おとなくろし大人くろし
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　　　にぐうし　土黒し　　　　　　　ゆゑゆゑし　故故し　　　　　　　　　しんし神璽
　　すねくろし　拗ね苦し　　　　　　　　　をし　（感）　　　　　　　　　　しんじ　信士
　　ひねくろし　（形）　　　　　　　　　　　をし　鴛鳶　　　　　　　　　　　しんじ　進士
　　はらぐうし　腹黒し　　　　　　　　　をし　愛し　　　　　　　　　しんじ　神事
　　　きころし　着殺し　　　　　　　　　　をし　惜し　　　　　　　　　　せんし先師
　　おにころし　鬼殺し　　　　　　　　　あをし　襖子　　　　　　　　　　せんじ　前司
　　　　しろし　著し　　　　　　　　あをし青し　　　　　　　　せんじ宣旨
くちわきしろし　口脇白し　　　　　　　　あをじ　青資　　　　　　　　　ぜんじ　禅師
　　いちしろし　著しろし　　　　　　　かあをし　か青し　　　　　　　ないぜんし内膳司
　　とほしろし　（形）　　　　　　　　あちかをし　（枕）　　　　　　　　こぜんし濃染紙
　　おもしろし　面白し　　　　　　　　いさをし　功　　　　　　　　　　こせんじ　小宣旨’
　　　おそろし　恐ろし　　　　　　　　いさをし　（形）　　　　　　　　てせんじ手煎じ
　　けおそろし　気恐ろし　　　　　　　くちをし　口惜し　　　あんしょうのぜんじ　暗証の禅師
　ものおそろし　もの恐ろし　　　　　　　みをし　御食し　　　　てぐるまのせんじ手車の宣旨
　そらおそろし　空恐ろし　　　　　　　　ををし　雄雄し　　　　ないらんのせんじ　内覧の宣旨
おどろおどうし　（形）　　　　　　　　　　あんじ　案じ　　　　　　　　おほせんじ　大宣旨
　　　　のろし　狼煙　　　　　　　　　ものあんじ　物案じ　　　　　　　　じゅせんし　鋳銭司
　　　　のろし　（形）　　　　　　　　わるあんじ　悪案じ　　　　　　かしらせんじ　頭煎じ
　　のろのろし　（形）．　　　　　　　　　いんじ　婬姐　　　　　　　みあれせんじ御生れ宣旨
　　　　ひろし　広し　　　　　　　　　いんじ往んじ　　　　　　けんせんじ兼宣旨
　　くちびうし　口広し　　　　　　　ものうんじ　物倦んじ　　　　　．くわんせんじ官宣旨
　　かどひろし　門広し　　　　　　　　　えんじ　嚥脂　　　　　　　　　　ぞんじ存じ
　　いへひろし　家広し　　　　　　　　むえんじ　無縁寺　　　　　　　　　だんし檀紙
　　かざほろし　風沸し　　　　　　　　　おんし　恩賜　　　　　　　こだかだんし小高檀紙
　いきどほろし　憤うし　　　　　　　　かんし庚甲　　　　　　おほたかだんし大高檀紙
　　　まぼろし幻　　　　　かんし監使　　　　いちたんじ一弾指
　　　　まうし　円し　　　　　　　　　　かんじ　勘事　　　　　　　　　ぐんだんし軍談師
　　　　もろし脆し　　　　　　　　　きんし金糸　　　　　　　　ちんし鎮子
　　　　よろし　宜し　　　　　　　　　　きんし　金紙　　　　　　　　　　ちんじ　珍事
　　ことよろし　事よろし　　　　　　　　きんじ　近侍　　　　　　　　　　でんし殿司
　てまへよろし　手前よろし　　　　　　　くんし　君子　　　　　　　　　　てんじ　典侍
　　　　わうし　悪し　　　　　　　　　　ぐんし　軍師　　　　　　　　にってんし　日天子
　　ひとわうし人悪し　　　　　　　　　ぐんじ　郡司　　　　　　　ぐわってんし月天子
そこきみわうし　底気味悪し　　　　　　しくんし　四君子　　　　　　　　　なんし　男子
　　　　　わし　（感）　　　　　　　　　けんし　検使　　　　　へんじゃうなんし変生男子
　　　　　わし私　　　　　けんじ剣璽　　　　 にんじ人事
　　あかいわし　赤鰯　　　　　　　　　　げんじ　源氏　　　　　　　　　　ねんじ念じ
　　さびいわし　錆び鰯　　　　　　きゃうげんし　狂言師　　　　　　　ものねんじ物念じ
　　　　くわし　菓子　　　　　　　いっせのげんじ　一世の源氏　　　　　　　はんし判詞
なないろぐわし　七色菓子　　　　　おやまけんじ　おやま見じ　　　　　　　ばんし番士
　　けんくわし　喧嘩師　　　　　　　じゅんけんし　巡検使　　　　　　　だいはんじ大判事
　　　　しわし　吝し　　　　　　　　　こんじ金字　　　　　　　’ごばんし小半紙
　うへみぬわし　上見ぬ鷲　　　　　　　　じごんじ　自言辞　　　　　　　　やまぱんし　山半紙
　　　　よわし　弱し　　　　　　　　　じゅごんし　呪禁師　　　　　　　　なんばんじ南蛮寺
　　　たよわし　た弱し　　　　　　　　さんし三1戸　　　　　　　こくぷんじ国分寺
　こころよわし　心弱し　　　　　　　　　　さんし　三吏　　　　　　　　　　へんし　片時
　　　　わわし　（形）　　　　　　　　　　さんじ　散事　　　　　　　いちにちへんし　一日片時
　　　けびゐし　検非違使　　　　　　ぎどうさんし　儀同三司　　　　とかうのへんじ　とかうの返事
　　　　　ゑし　絵師　　　　　　　　　きさんじ　気散じ　　　　　　　　ぷへんじ不返事
　　　　　ゑし　画師　　　　　　　　　　しんし　療　　　　　　　　　　　ほんじ　本寺
　　　　　ゑじ　衛士　　　　　　　　　　しんし　進止　　　　　　　　　　ぼんじ　梵字
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　　　　まんじ　卍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くうず供ず
　　　だいもんじ大文字す　けうす消失す　　しゃうもんじ　唱門師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けうず孝ず
　　　いちもんじ　一文字　　　　　　　　　　　す　酢　　　　　　　　　　　こうず　困ず（動）
　きくいちもんじ　菊一文字　　　　　　　　　　す　奮　　　　　　　　　　　一こうず　困ず（接尾）
　　まいちもんじ　真一文字　　　　　　　　　　す　賛　　　　　　　　　　　こうず候ず
　　はちもんじ　八文字　　　　　　　　　　　す　簾　　　　　　　　　　　　こうず　莞ず
　うちはちもんじ　内八文字　　　　　　　　　す　（動）　　　　　　　よみこうず読み困ず
　そとはちもんじ　外八文字　　　　　　　　　一す　（助動）　　　　　　　　　さうす　草す
　　　ふもんじ　不文字　　　　　　　　　　一す　（助動）　　　　　　　　　さうす　相す
　　　じふもんじ　十文字　　　　　　　　　　　す一素　　　　　　　　　　　ざうす　蔵主
　ふりふもんじ不立文字　　　　　　 す一数　　　　　　　 さうず請ず
　　　　じゅんし　殉死　　　　　　　　　　　　一す　砂　　　　　　　　　　　　さうず　候ず
　　　　りんし　論旨　　　　　　　　　　　一ず　（助動）　　　　　　　うきざうす　浮き蔵主
　　　　　りんじ　臨時　　　　　　　　　　　一ず　（助動）　　　　　　　おはさうず（動）
うすずみのりんじ　薄墨の輪旨　　　　　　　　　一ず　（接尾）　　　　　　　一おはさうず（接尾）
　　　　れんし　連枝　　　　　　　　　　　あす　浅す　　　　　　　　　さはさうず　（連語）
　　　　れんじ　連子　　　　　　　　　　あす　裾す　　　　　　　　いまさうず坐さうず
　　　もくれんじ　木樂子　　　　　　　　　　あす　（動）　　　　　　　　さもさうず　（連語）
　　たけれんじ　竹橿子　　　　　　　　　　あず　（名）　　　　　　　　　あしうす悪しうす
　　　ごれんし　御連枝　　　　　　　　けふあす　今日明日　　　　　　かなしうす愛しうす
　　よこれんじ　横橘子　　　　　　　　一いす　（助動）　　　　　　たくましうす逞しうす，
　　　　うんじ　論師　　　　　　　　　　あいす　愛す　　　　　　　　　　ずう．ず請ず
　　　ぼろんじ　梵論字　　　　ゆふべのひ　　　　　夕べの日に　　　　　　　　せうす　抄す
　　　　くわんじ　官寺　　　　　　にしそんをあいす　　子孫を愛す　　　　　　　そうす　奏す
　　じゅぐわんし　呪願師　　　　　　　　　えいず　詠ず　　　　　　　ときをそうす1時を奏す
　　　　ゐんじ　院司　　　　　　　　　　がいす　害す　　　　　　　　　　たうす刀子
　　　さいゐんし　斎院司　　　　　　　　ひがいす　（形動）　　　　　ほぞをかたうす晴を固うす
　　　ものゑんじ　物怨じ　　　　　　　　　けいす　啓す　　　　　　　　　　おちうす　落ち失す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すいす推す　　　　　　　　　てうす朝す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せいす　制す　　　　　　　　　　てうす嘲す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たいす帯す　　　　　　　　　てうず調ず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だいす　台子　　　　　　　　　　たてうす立て臼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はいす　拝す　　　　　　　　うちてうず打ち調ず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まいす　売僧　　　　　　　　　くんでうず組んでうず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らいす　礼す　　　　　　　　　　とうす登司
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るいす　類す　　　　　　　　　　どうず同ず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うす　失す　　　　　　　　　　どうず動ず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うす一薄　　　　　　　　　ゐねうず居念ず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うず書華　　　　　　　　　はうず誇ず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うず　雲珠　　　　　　　　　　ばうず坊主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うず　倦ず　　　　　　　　　　ばうず亡ず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一うず　（助動）　　　　　　　　　ばうず　忘ず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えうず　要ず　　　　　　　さだうばうず茶道坊主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きえうす　消え失す　　　　　　　　かはうす皮薄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おうず　応ず　　　　　　　　たかばうず高坊主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かうす　号す　　　　　　きいたかばうず　聞いたか坊主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かうず　好事　　　　　　はちびらきばうず鉢開き坊主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かうず　高ず　　　　　　そそくさばうず　そそくさ坊主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かうず　勘ず　　　　　　　　けしばうず芥子坊主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かうず　講ず　　　　　　みそかすばうず味噌糟坊主
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　　しはすばうず　師走坊主　　　　　　　　ちゅうす　諜す　　　　　　　　つきにあかす　月に明かす
　なまいだばうず　なまいだ坊主　　　　　ぢゅうす　住す　　　　　　　かねにあかす金にあかす
　すたすたばうず　すたすた坊主　　　　　　　ようす　用す　　　　　　　　おもひあかす　思ひ明かす
　　はっちばうず　鉢坊主　　　　　　　　きょうず　興ず　　　　　　　ながめあかす眺め明かす
　　　はちばうず　鉢坊主　　　　　　もてきょうず　もて興ず　　　　　　　ゐあかす居明かす
　　ななつばうず　七つ坊主　　　　　　　　しょうす　称す　　　　　　　はなをあかす　鼻をあかす
　　　すてばうず　捨て坊主　　　　　　　　しょうす　頒す　　　　　　　　　　いかず　（名）
　　このはばうず　木の葉坊主　　　　　　じょうず乗ず　　　　　　　いきいかず生き生かず
　　すきやばうず　数寄屋坊主　　　　　　ちょうず　懲ず　　　　　　　　　　うかす　浮かす
　　いしゃばうず　医者坊主　　　　　　うちちょうず　打ち懲ず　　　　　　　　きかす　聞かす
　　　ちゃばうず　茶坊主　　　　　　　　りょうず綾ず　　　　　　　とききかす　説き聞かす
　　おちゃばうず　御茶坊主　　　　　　　　らうず　領ず　　　　　　　　　なきかず　亡き数
　なっしょばうず　納所坊主　　　　　　　　からうす　唐臼　　　　　　　　はをきかす　羽を利かす
　いもほりばうず　芋掘り坊主　　　　　だいからうす　台唐臼　　　　　めかりをきかす　めかりを利かす
ちょんがればうず　ちょんがれ　　　　　　こらうず御覧ず　　　　　　　　くかず工数
　　　　　　　　　　　　坊主　　　　　ひきりうす　火鐵り臼　　　　　　　おほくかず　大句数
　　　ぬればうず　濡れ坊主　　　　　　かざりうす飾り白　　　　　　　　けがす　穣す
ずんぼろばうず　ずんぼろ坊主　　　　　すりうす　磨り臼　　　　　　　　　こかす　（動）
　ぜんごをばうず　前後を忘ず　　　　　　　かるうす　（名）　　　　　　　　　　こがす　焦す
　　ぜんばうず　禅坊主　　　　　　　　　れうず　綾ず　　　　　　　　　うこかす動かす
ぐわんにんばうず　願人坊主　　　　　　　　ろうず　（名）　　　　　こころをうこかす　心を動かす
　　　　ふうす　副寺　　　　　　　　　　　ろうず　弄ず　　　　　　　　ふみこかす　踏みこかす
　　　　ふうず　封ず　　　　　　　こころうす心失す　　　　　　　　さかす咲かす
　　　　へうす　（動）　　　　　　　　ひろうす飛龍臼　　　　　　　くひさがす食ひ捜す
　　　　ほうず　崩ず　　　　　　　　　　あえす　（動）　　　　　　つかみさがす　掴みさがす
　　　　ほうず　奉ず　　　　　　　　くりかえす　繰り返す　　　　　せせりさがす　せせり探す
　　　　ほうず　封ず　　　　　　　　　きえす　消す　　　　　　きょうをさかす興をさかす
　　　　　まうす　帽子　　　　　　　　　　たえす　絶えす　　　　　　　　　幽しかず　如かず
　　　　まうす　申す（動）　　　　　　　たえず　絶えず　　　　　　　　　すかす　透かす
　　　　一まうす　申す（助動）　　　　　　一でえす　（助動）　　　　　　　　　すかす廉かす
　　　ものまうす　物申す　　　　　　　　　はえす　生えす　　　　　　　　かずかず数数
　かへさひまうす返さひ申す　　　　　　おぼえず覚えず　　　　　　ふみすかす踏み透かす
　　いとままうす』暇申す　　　　　ことともおぼえず　事とも覚えず　うち　　　　　　　内兜を見透
　　まかりまうす　罷り申す　　　　　ものもおぼえず　ものも覚えず　　かぶとをみすかす　　　　かす
　　　とりまうす　とり申す　　　　　　おもほえず思ほえず　　　　ちりはひつかず塵灰付かず
　　　とりまうす執り申す　　　　　　こころえず心得ず　　　　　やまひつかす病つかす
　　　　ふみうす　踏み臼　　　　　　　　いをえず　意を得ず　　なみに　　　　　　波にも磯に
　　　　やうす様子　　　　　　　　　　おす押す　　　　　もいそにもつかず　　もつかず
　　　　　やうず　養ず　　　　　　　　そこをおす底を押す　　　　　ありもつかず有りもつかず
　　　　やうず　螢ず　　　　　　　だめをおす　駄目を押す　　　うまれもつかず生まれもっカず
　　　　ぎゃうず　行ず　　　　　　　　　　かす漸す　　　　　　　　　でかす出来す
　　　　しゃうず　請ず　　　　　　　　　　かす　貸す　　　　　　　　ひとかず人数
　　　　じゃうず　上手　　　　　　　　　　　かす一糟　　　　　　　　　　　ながす　流す
　　　　じゃうず　上衆　　　　　　　　　　　かず　簿　　　　　　　　　　きながす着流す
　　　　じゃうず　成ず　　　　　　　　　　かず　数（名）　　　　ひとあせながす一汗流す
　もののじゃうず　ものの上手　　　　　　　　かず一数（接頭）　　　　　そそなかす　唆かす
　　　　ちゃうす　茶臼　　　　　　　　　　あかす　明かす　　　　　　　わななかす　（動）
　　　ちゃうず　長ず　　　　　　　　一あかす　（接尾）　　　　　おもひながす思ひ流す
　　　　ひゃうず　評ず　　　　　　　　　あかず飽かず　　　　　　　なをながす　名を流す
　　　　りゃうず　領ず　　　　　　　　たちあかす　立ち明かす　　　　　　　ぬかす　（動）
　　うちりゃうず　打ち凌ず　　　　　　まちあかす待ち明かす　　　うつつをぬかす　現をぬかす
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　くはをぬかす　鍬を抜かす　　　　　おほやかず大矢数　　　　　　　　　をかす犯す
　　おいのかず　老いの数　　　　　　　あゆがす　揺がす　　　　　　　　　きす規す
　　そそのかす　唆かす　　　　おもひばかゆかず　思ひばかゆかず　　　　　　きす　着す
　　もののかず　物の数　　　　　　こころをゆかす　心を行かす　　　　　　　　　きす　期す
　　　ものかず　物数　　　　　　　　てうらかす　（動）　　　　　　　　　　ぎす擬す
　　　　ばかす　化かす　　　　　　　ちゃうらかす　（動）　　　　　　　　　　　　ぎす　議す
　　　　はがす　放す　　　　　　　　　いからかす　怒らかす　　　　　　　　　　きず　疵
　　あそばかす　遊ばかす　　　　　　つからかす　疲らかす　　　　　　　　うきす浮き洲
　　かどはかす　（動）　　　　　　　ちょがらかす　（動）　　　　　　　　　　うきす浮き巣
　　　まはかす　廻かす　　　　　　　おくらかす　後らかす　　　　　　むかうきず向かう疵
　　ならはかす　習はかす　　　　　　ひけらかす　（動）　　　　　　　にほのうきす　鳩の浮き巣
　　くるはかす　狂はかす　　　　　　ししこらかす　（動）　　　　　　　　　　　えきす　役す
　　まろぱかす　転ばかす　　　　　　　しらかす　白かす　　　　　　　　　きぎす堆子
くちにかぜひかす　口に風ひかす　　　　はしらかす走らかす　　　　やけののきぎす焼け野の雄
　　　なびかす　魔かす　　　　　　　せせらかす　（動）　　　　　　　　　　つきす　尽きす
　　　ひびかす　響かす　　　　　　　　たらかす　証かす　　　　　　　　　てきず手疵
　よをひびかす　世を響かす　　　　　　　とらかす　蕩かす　　　　　　　　ほととぎす　時鳥
　あぶらひかず　油ひかず　　　　　　　せびらかす　（動）　　　　　　　もとほととぎす本時鳥
　　　　ふかす　更かす　　　　　　　せぷらかす　（動）　　　　こでこに　　　　　子で子になら
　あわをふかす　泡を吹かす　　　　　　たぶらかす　証かす　　　　　ならぬほととぎす　ぬほととぎす
　みくるべかす見くるべかす　　　　はふらかす　放らかす　　　ただとり　　　　　只取り山の
　　　　ほかす（動）　　　　　　　かへらかす　（動）　　　　　やまのほととぎす　　　　時鳥
　　　　まかす任す　　　　　　　すべらかす滑らかす　　　　やまほととぎす山時鳥
　　　　まかす　引す　　　　　　　　　　もらかす　（動）　　　　せめいちにんにきす　責め一人に
　　うちまかす　うち任す　　　　　　　ゆらかす　（動）　　　　　　　　　　　　　　　　　帰す
　あしにまかす　足にまかす　　　　　　くゆらかす　（動）　　　　　　　　　　ぬきす　貫簑
こころにまかす心にまかす　　　　　いららがす苛らがす　　　　　　いひきす言ひ期す
　　しらまかす　白まかす　　　　　　はららかす　散かす　　　　　　　えぼしをきす　鳥帽子を着す
　いしらまかす　射白まかす　　　　くゑはららかす　蹴ゑ散かす　　　　　　　　くす屈す
　ちょろまかす　（動）　　　　　　　　　　ありかず　有り数　　　　　　　　　　　くす　（動）
　　　一めかす　（接尾）　　　　　　　　えりかず　襟数　　　　　　　　　　　くす一薬
　　ときめかす　時めかす　　　　．　　はるかす　晴るかす　　　　　　　　　　ぐす具す
　　ざざめかす　（動）　　　　　　　　みはるかす　見舞かす　　　　　　　　　　くず葛
　ざんざめかす　（動）　　　　　　　　　ゆるがす　揺るがす　　　　　　　　　　くず　国栖
　　ふためかす　（動）　　　　　　　ひきゆるがす　引き揺がす　　　　　　　おくす臆す
　わざとめかす　態とめかす　　　　　　いうかず　色数　　　　　　　　　　おくす遣す
　　ひとめかす　人めかす　　　　　　おどろかす　驚かす　　　　　　　　　がくす学す
　　ものめかす　物めかす　　　　　　とどろかす　轟かす　　　　　　　　おしかくす押し隠す
　　ごほめかヂ　（動）　　　　　　ふみとどろかす　踏み轟かす　　　　　さしかくす差し隠す
　　がらめかす　（動）　　　　　　　　もとろかす　（動）　　　　　　　　たちかくす立ち隠す
　　さらめかす　（動）　　　　　　　もどうかす　（動）　　　　　　　もてかくすもて隠す
　　ひらめかす平めかす　　　　すりもどうかす　摺りもどう　　　　　　みかくす見隠す
　　ひらめかす　閃かす　　　　　　　　　　　　　　　　　かす　　　　　おもかくす面隠す
　　むらめかす群めかす　　　　　たひろかす瓢掌す　　　　　　とりかくす取り隠す
　ちゃらめかす　（動）　　　　　　　たぶろかす　証かす　　　　　　あとをかくす跡を隠す
　　くるめかす　転めかす　　　　　　　　まうがす　転がす　　　　　　　　　ひきぐす　引き具す
　　　　やかず　矢数　　　　　　　　　かわかす　乾かす　　　　　　　　　　くくす　括す
　　　うやかす　飢やかす　　　　いっともわかず　何時ともわ　　　　　　　乙くす剋す
　　かかやかす　輝かす　　　　　　　　　　　　　　　かず　　　　　　こくす実す
　　　ちゃかす（動）　　　　　あやめもわかず文目も分かず　　　　　あしくす悪しくす
　　おびやかす脅かす　　　　　　ときをわかず　時を分かず　　　　　　めしぐす召し具す
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　　　　すぐす　過ぐす　　　　　　　　おこす起こす　　　．　　　　かざす挿頭す
　　ききすぐす　聞き過ぐす　　　　　　　おこす遣こす　　　　はなもうこかさず鼻も動かさず
　　さしすぐす　差し過ぐす　　　　　かきおこす　掻き起こす　　ししの　　　　　　鹿の角を蜂
　ねんじすぐす　念じ過ぐす　　　　　おしおこす押し起こす　　つのをはちがさす　　　がさす
　　まちすぐす　待ち過ぐす　　　　　いひおこす　言ひおこす　　　　　きみがさす君がさす（枕）
　　　みすぐす　見過ぐす　　　　　　おもひおこす　思ひ起こす　　ときのはなをかざす　時の花をかざす
　　　みそくす　見過くす　　　　　　おもひおこす　思ひ遣こす　　　　　　　きざす　萌す
　　　　たくす　託す　　　　　　　　　みおこす　見おこす　　　　　　　かきさす　書きさす
　　　うちぐす　うち具す　　　　　　ふみおこす　踏み起こす　　　　　　ききさす　聞きさす
　　　　つくす　尽くす　　　　　　いざをおこす　いざを起こす　　　　　ひきさす　弾きさす
　きはめつくす　極め尽くす　　　　ふでをおこす　筆を起こす　　　　　　　しさす　（動）
あはうをつくす阿呆を尽くす　　おもてをおこす面を起こす　　　　　　せさす（連語）
　　きをつくす気を尽くす　　　　おかまをおこす　お釜を起こす　　　ごらんぜさす　御覧ぜさす
　かずをつくす　数を尽くす　　　　こころをおこす　心を起こす　　　　　　たださす　直差す
ことばをつくす　言葉を尽くす　　　　　　　きこす　聞こす　　　　　　　　　とざす　鎖す
　　みをつくす　身を尽くす　　　　　　かきこす　（動）　　　　　　　　ねざす根差す
　　よをつくす　世を尽くす　　　　　　　ひきこす　引き越す　　　　　　　あかねさす　茜さす（枕）
けうらをつくす　けうらを尽くす’　　おもひすごす　思ひ過ごす　　　　　やまのざす　山の座主
こころをつくす　心を尽くす　　　　　やりすごす遣り過ごす　　　　　　はさす馳さす
　　　あひぐす　相具す　　　　　　　　　せこす　瀬越す　　　　ことちににかはさす　琴柱に膠さす
　　　よびぐす　呼び具す　　　　　　　かたこす　肩越す　　　　　ときをかはさず時をかはさず
　　　　ぷくす　服す　　　　　　　　　もちこす　持ち越す　　　　　　みつはさす　瑞歯さす
　　　　まくず　真葛　　　　　　　　　ほどこす施す　　　　　　　　いひさす言ひさす
　　　おもくす　重くす　　　　　　　をとこす男す　　　　　　　あさひさす朝日さす（枕）
　　　しゃくす　釈す　　　　　　　　　　ねこず　根掘ず　　　　　　　うちひさす　（枕）
　　　じゃくす　寂す　　　　　　　　ふりのこす　降り残す　　　　　　．はひさす　灰差す
　　　ちゃくす　着す　　　　　　　なをのζす名を残す　　　　　かどたふさず角倒さず
　　　　よくす　横臼　　　　　　　　　　よびこす　呼び越す　　　　　　　いほさす　庵さす
　　　　よくす　善くす　　　　　　　　うへこす上越す　　　　　　　　あみさす　網さす
　　　とりぐす　取り具す　　　　　　　　　よこす　議す　　　　　　　　　　めざす　目差す
　　　　けす　化す　　　　　　　しりをよこす　尻をよこす　　　　　　しめさす標指す
　　　　けす　著す　　　　　　　　　まかりこす　罷り越す　　　　　　やつめさす　（枕）
　　　　げす　下種　　　　　　　　せんをこす　先を越す　　　　　あからめさす　あから目さす
　　　　げす　解す　　　　　　　　　　　　さす　扱首　　　　　　　　　やくもさす　八雲さす（枕）
　　　　げす　偶す　　　　　　　　　　さす　叉手　　　　　　　　　　やざす　矢刺す
　　　　げす　（補動）　　　　　　　　　　さす　差す　　　　　　　　　　　よさす　寄さす
　　　　あげず上げず　　　　　　　　　さす　刺す　　　　　　　ことよさす　事寄さす
めづらもあけず　目面も明けず　　　　　　　さす　鎖す　　　　　　えだをならさず　枝を鳴らさず
　　　　いけず　（名）　　　　　　　　　　　　さす　（動）　　　　くんしゅさんもん　　章酒山門に入
　　いたいけす　（動）　　　　　　　　　　　一さす　（助動）　　　　にいるをゆるさず　　るを許さず
　　　　かけず　（連語）　　　　　　　　　一さす　（接尾）　　　　　　　こころざす　志す
　　　かきけす　かき消す　　　　　　　　　　ざす　座主　　　　　　　　　　　をざす　建す
　　うらなけす　（動）　　　　　　　　　　　　ざす　坐す　　　　　　　　　　さをさす　樟さす
　　きもをけす　肝を消す　　　　　　　　　いざす　（動）　　　　　　　　ほしをさす　星を指す
　　　　　こす　越す　　　　　　　てんだいざす　天台座主　　　　　　ゆぴをさす指を差す
　　　　　こす　（動）　　　　　　　　ついさす　っい挿す　　　たなごころをさす　掌を指す
　　　　　こす　（動）　　　　　　　　　　えさす　得きす　　　　　　いっぽんさす一本さす
　　　　一こす　（接尾）　　　　　　　きこえさす　聞乙えさす　　　　　　　　しす　殺す
　　　　　ごす　呉須　　　　　　　　　　　　　　　　　（他動）　　　　　　　じす　辞す
　　　　　ごす　期す　　　　　　　　きこえさす　聞こえさす　　てんにせぐくま　　　天に腸り地
　　　かいζす　（動）　　　　　　　　　　　　　　　（連語）　　りちにぬきあしす　　　に錆す
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　　　　　　わしす　走す　　　　　　　　　　　うたす　打たす　　　　　　　　さしわたす　刺し渡す
　　　　　　　すす　煤す　　　　　　　どうをうたす　胴を打たす　　　　　　うちわたす　うち渡す
　　　　　　　すす　（連語）　　　　　　　　かたす　肩す　　　　　　　　　みわたす見渡す
　　　　　　　すす　（連語）　　　　　　　　　きたす　来たす　　　　　いんだうをわたす　引導を渡す
　　　　　　　ずす　修す　　　　　　　　　　くたす　腐す　　　　　　　　まをわたす間を渡す
　　　　　　　すず　鈴　　　　　　　　　　　　くだす　降す　　　　　　　　　よをわたす世を渡す
　　　　　　　すず　篠　　　　　　　　　いはくだす　岩下す（枕）　　　　いかつをだす厳っを出す
　　　　　　　すず　酒壕　　　　　　　　　いひくたす　言ひくたす　　　　　　　　　ちす　蛛賛
　　　　　　　ずず　数珠　　　　　　　おもひくたす　思ひくたす　　　　　　　　　ぢす治す
　　　　　　　ずず　調ず　　　　　　しゃちくをくだす　車軸をくだす　　　　　　　うちす　（動）
　　　　　かくすす　斯くすす　　　　　　　　うけだす　請け出す　　　　　　　　　おちず　落ちず
　　　　　さくすず　さく鈴（枕）　　　　　　かけだす　掛け出す　　　　　しあんにおちず思案に落ちず
　　　　　　こすず　小鈴　　　　　　　　　ぞけだす　（動）　　　　　　　　　ちぢす遅遅す
　　　えきろのすず　駅路の鈴　　　　　　　　しだす　仕出す　　　　　　　　　はちす蓮
　　　　　　　せす　施す　　　　　　　　　　おしだす　押し出す　　　　　　ひとつはちす一つ蓮
　　　　　　　せす　（連語）　　　　　　　まくしだす　まくし出す　　　　　　はなばちす　花蓮
　　　　　　えせず　（連語）　　　　　　　　たたす　立たす　　　　はちえふのはちす八葉の蓮
　　おめずおくせず　怖めず臆せず　　　　　　ただす　正す　　　　　　　　　うつす写す
　　　ぎくともせず　（連語）　　　　　　　　ただす　糺す　　　　　　　　　　うつす移す
　　　ことともせず　事ともせず　　　　こしひざたたず　腰膝立たず　　　　　　　うつす遷す
あいたく　　　　　開いた口塞　　　　ごくにたたず　（連語）　　　　　　　かりうつす　駆り移す
　ちふさがれもせず　　がれもせず　　　　　いはたたす　岩立たす　　　　　　　　　かつす　（動）
　　　　　　　そす　過す　　　　　　　　　　なだす　（動）　　　　　　　　　あきつす秋津洲
　　　　　いひそす　言ひそす　　　　　　　　はたす　果たす　　　　　　　　　おきつす　沖つ洲
　　　　　しひそす　強ひ過す　　　　　　うちはたす　討ち果たす　　　　　　　くっす屈す
　　　　　　　だす　堕す　　　　　　　　　　ひたす　養す　　　　　　　　　　くづす崩す
　　　　　　あたす　寵す　　　　　　　はぶしへだす　歯節へ出す　　　　　　かきくづすかき崩す
　　　　　　あだす　（動）　　　　　　　　　ほだす絆す　　　　　　　　つきくづす突き崩す
　　　　ふみあだす　踏みあだす　　　　　　　まだす　奉す　　　　　　　　うちくっす　うち屈す
　　　　　　いたす’致す　　　　　　　　たてまだす　立て遣す　　　　　　　もちくづす　持ち崩す
　　　　　　いだす　出だす（動）　　　　あやまたず過たず　　　　　　おもひくっす思ひ屈す
　　　　　一いだす　出だす（接尾）　　　　　　みたす　（動）　　　　　　　　　　ごっす　（動）
　　　　かきいだす　書き出だす　　　　　　　もみたす　（動）　　　　　　・　　　　しっす執す
　　　つけいだす　付け出だす　　　　　とりみだす　とり乱す　　　　　　　　せっす摂す
　　　　　しいだす　し出だす　　　　　　ふりみだす　振り乱す　　　　　　　　わせつす　話説す
　　　　おしいだす　押し出だす　　　　　しのをみだす　篠をみだす　　　　　　　　そっす卒す
　　ゆるがしいだす揺るがし出だす　　　さんをみだす　算を乱す　　　　　　　ちっす蟄す
　　　　めしいだす　召し出だす　　　　　　　　もだす　黙す　　　　　　　　　　　てっす　牒す
　　　　うちいだす　うち出だす　　　　　　まくりだす　捲り出す　　　　　　　　　はつす外す（動）
　　　　いひいだす　言ひ出だす　　　　　　　つりだす　釣り出す　　　　　　　　一はつす外す（接尾）
　　　　くひいだす食ひ出だす　　　　まつりだす奉り出す　　　』　　けはつす蹴外す
　　　になひいだす・担ひ出だす　　　　　　　わたす　渡す（動）　　　　　かけはつす懸け外す
　　　　　ぼいだす　ぽい出す　　　　　　　　一わたす　渡す（接尾）　　　　　さしはつす　さし外す
　　　　　みいだす　見出だす　　　　　　　いわたす　射渡す　　　　　　　うちはつす　うち外す
　　　　よみいだす読み出だす　　　　かきわたす掻き渡す　　　　めのさやはつす目の鞘はつす
　　　つくりいだす造り出だす　　　　　ききわたす　聞き渡す　　　　　　とりはつす取り外す
　　　ひねりいだす捻り出だす　　　　　ひきわたす　引き渡す　　　　　　　ほっす払子
　　　やりいだす　遣り出だす　　　　　　あげわたす　上げ渡す　　　　　　　　　ほっす　欲す
　　なきてをいだす　無き手を出だす　　　　かけわたす　掛け渡す　　　　　　　　　まっす　（動）
　　こころをいたす心を致す　　　　　　　　しわたす　し渡す　　　　　　　　　　めっす　滅す
　　　しんをいたす　信をいたす　　　　　　さしわたす　差し渡す　　　　　　　　やつす　借す
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　　うきみをやつす　憂き身をや　　　　　　　さなす　さ寝す　　　　　　　　　しにす　死にす
　　　　　　　　　　　　　っす　　　　　　しなす　為倣す　　　　　　　　そでにす　袖にす
　　　　しゅっす　卒す　　　　　　　むしをしなす　虫を死なす　　　　　　みなにす　皆にす
　　　　　　一です　（助動）　　　　　　　　　うちなす　打ち鳴す　　　　　　　ものににず　物に似ず
あらき　　　　　　荒き風にも　　　　　　うちなす　討ち成す　　　　　　　よににず世に似ず
　きかぜにもあてず　　　　あてず　　　　　もてなす　もて成す　　　　ないがしろにす　蔑にす
　　　　　　うてず　（名）　　　　　　　　　ことなす　言成す　　　　　　　　　　ねず・・鼠
　　いはせもはてず　言はせもは　　　　　　ひとと・なす　人と為す　　　　　　　　はねず　（名）
　　　　　　　　　　　　　てず　　　　　なきになす　無きになす　　　　　　いも．ねず　寝も寝ず
　　　　　　一とす　（連語）　　　　　　　みつになす　水になす　　　　　　　　　のす　伸す
　　　　　　どす　度す　　　　　　　　そでになす　袖になす　　　　　　　　一のす（接尾）
　　　　　おとす　落とす　　　　　うみをやまになす　海を山になす　　　　　ぽいのす　ぼい乗す
　　　　ききおとす　聞き落とす　　　　　　よになす　夜になす　　　　　　　かきのす　かき載す
　　　　なきおとす　泣き落とす　　　　いたづらになす　徒らになす　　　　　　　ものす　物す
　　　　うちおとす　打ち落とす　　　よるをひるになす　夜を昼になす　　　　　　　はす　蓮
　　　かちおとす　かち落とす　　　　　　いひなす　言ひなす　　　　　　　　　はす　馳す
　　　いひおとす　言ひ落とす　　　　　　おひなす　負ひなす　　　　　　　　　はず　筈
　　　おひおとす追ひ落とす　　　　　あさひなす朝日なす　　　　　　　あはす合はす
　　　おもひおとす　思ひ財す　　　　　　　あしびなす　馬酔木なす（枕）　　　　　　あはず　合はず
　　　　みおとす　見碇す　　　　　　　おもひなす思ひなす　　　　　　かきあはす掻き合はす
　　　　　さきとす　先とす　　　　　　　いりひなす　入り日なす（枕）　そでかきあはす　袖かき合はす
　　　　　こととす　事とす　　　　　　　　わびなす　詫びなす　　　　　　ききあはす　聞き合はす
　　　　　一むとす　（連語）　　　　　　　さばへなす　五月蝿なす（枕）　　　ふきあはす　吹き合はす
　　　　～なむとす　（連語）　　　　　　かきほなす垣穂なす　　　　　　あけあはす　開け合はす
　　　　　やどす　宿す　　　　　　　いはほなす巌なす　　　　　　かけあはす　駆け合はす
　　　　　をどす　械す　　　　　　　　　　みなす　見倣す　　　　　　まうしあはす　申し合はす
　　　　　一んとす　（連語）　　　　　　　　かがみなす　鏡なす（枕）　　　　　かへしあはす　返し合はす
　　　　一なんとす　（連語）　　　　　　　　すみなす　住みなす　　　　　　めしあはす　召し合はす
　　　なんなんとす　垂んとす　　　　　　　たたみなす　畳みなす　　　　　　　うちあはす　うち合はす
　　　　　　なす　（動）　　　　　　　　　そめなす　染めなす　　　　　そでうちあはす　袖うち合はす
　　　　　一なす　（接尾）　　　　　　　ほめなす　誉めなす　　　　　　いひあはす　言ひ合はす
　　　　　　なす　生す　　　　　　　　たまもなす　玉藻なす（枕）　　　　くひあはす　食ひ合はす
　　　　　　なす　済す　　　　　　　　　あやなす　（動）　　　　　　　おもひあはす　思・ひ合はす
　　　　　　なす　寝す　　　　　　　　うづらなす鶉なす（枕）　　　　　　みあはす　見合はす
　　　　　　なす　鳴す　　　　　　　　つくりなす　作りなす　　　　　　　めあはす　目合はす
　　　　　　一なす　（接尾）　　　　　　　かたりなす　語りなす　　　　　　　めあはす　妻合はす
　　　　　いなす　往なす　　　　　　　　とりなす　取りなす　　　　あひてもあはず会ひても会
　　　　　　きなす　着なす　　　　　　　　しろなす代為す　　　　　　　　　　　　　　　はず
　　　　かきなす　書きなす　　　　　うりしろなす　売り代なす　　　　つくりあはす　作り合はす
　　　　かきなす　掻き鳴す　　　　　　　くもゐなす　雲居なす（枕）　　　　ゆりあはす　揺り合はす
　　　　　ききなす　聞きなす　　　　　　こなかをなす　子仲をなす　　　　　いれあはす　入れ合はす
　　　　ふきなす　吹きなす　　　　　　いちをなす市をなす　　　　　たかをあはす鷹を合はす
　　　　ふきなす　吹き鳴す　　　　　　　みをなす　身をなす　　　　　はだをあはす　膚を合はす
　　　　なくなす　無くなす　　　　　　うみをなす　績み麻なす（枕）　　おもてをあはす面を合はす
　　あへなくなす　（連語）　　　　　　　しんをなす　信を成す　　　　ねたばをあはす　寝刃を合はす
　　　　　　こなす　（動）　　　　　　　　　　　にす　似す　　　　　　ひたひをあはす　額を合はす
　　　なくこなす　泣く子なす（枕）　　　　　くにす国栖　　　　　　　みをあはす身をあはす
　　　　　しこなす　（動）　　　　　　　　おもかげにす　面影にす　　　むちあぶみをあはす　鞭鐙を合はす
　　　おしこなす　（動）　　　　　　　　　むげにす　（連語）　　　もろあぶみをあはす　諸鐙を合はす
　　　　ひっこなす　（動）　　　　　　　うつむけにす　（連語）　　　　　　　えもいはず　えも言はず
　　　　みこなす　見こなす　　　　　　　　しにす仕似す　　　　　　かともいはずかとも言はず
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　さらにもいはず　更にも言はず　　　　　あまねはす　遍はす　　　　　　　　　えびす夷
　　　　　おはす　御座す　　　　　　　　のばす延ばす　　　　　　　　えびす恵比須
　　　　　おばす　帯ぱす　　　　　　　　つのはず　角筈　　　　　　　はっかえびす二十日恵比須
　　　　　かはす　交はす（動）　　　　　　おほはず　大筈　　　　　　　ゐなかえびす　田舎夷
　　　　一かはす　交はす（接尾）　　　　　にほはす　匂はす　　　　　　　　わかえびす　若恵比須
　　きこえかはす　聞ζえ交はす　　　　　　　まはす　廻す　　　　　　　　とをかえびす　十日恵比須
　　　かきかはす　書き交はす　　　　　　かいまはす　かい廻す　　　　　　　あさえびす　朝恵比須
　　　ききかはす　聞き交はす　　　　　つきまはす　築き廻す　　　　　　　よひえびす　宵戎
　　　ときかはす　解き交はす　　　　　ひきまはす　引き廻す　　　　　　あづまえびす　東蝦夷
　　なさけかはす　情け交はす　　　　　おしまはす　押し廻す　　　　　　あらえびす荒夷
　　　はちかはす　恥ぢ交はす　　　　　　さしまはす　さし廻す　　　　　　　　　きびす　踵
　　　　つかはす　使はす　　　　　　　　　たまはす　賜はす　　　　　　　　　　くびす　踵
　　　　つかはす　遣はす　　　　　　　いひまはす　言ひ廻す　　　　　　　うぐひす鶯
　ながしつかはす　流し遣はす　　　　おもひまはす思ひ廻す　　　　てぷりうぐひす手振り鶯
　　　　なかはず　なか餌　　　　　　せζめまはす　（動）　　　　　　　　うらごひす　うら恋す
　　　いひかはす　言ひ交はす　　　　　ねめまはす　睨め廻す　　　　　　　　　ふす伏す
　　おもひかはす　思ひ交はす　　　　　きりまはす切り廻す　　　　　　　　ふす付す
　　　よびかはす　呼び交はす　　　　きっばをまはす　切っ刃を廻す　　　　　　　　ふす　賦す
　　ききまがはす　聞き紛はす　　　　　　ゆみはず　弓筈　　　　　　　　　　　ぷす　附子
　　　　みかはす　見交はす　　　　　　　　おもはず　思はず　　　　　　　　　　あぶす　（動）
　　こころかはす　心交はす　　　　ものをおもはす　物を思はす　　　　　　　あぶす浴ぷす
　　えだをかはす　枝を交はす　　　　　　　やはす、和す　　　　　　　おとしあぶす落としあぶす
　　はねをかはす　羽を交はす　　　　　　　やはず　矢筈　　　　　　　　　　いふす射伏す
　まくらをかはす　枕を交はす　　　　　　　ゆはず　弓筈　　　　　　　　　　いぶす燃す
　　　　　くはす　食はす　　　　　　　　あゆばす　歩ばす　　　　　　　　かいふすかい伏す
　　　うちくはす　（動）　　　　　　　　およばず　及ばず　　　　　　　　こいふす　こい伏す
　　　めくはす　目くはす　　　　しさいにおよぼず　仔細に及ばず　　　　　　のいふす　優す
　　だまをくはす　だまを食はす　　　さうにおよぱず　左右に及ぼず　　　　　しゃうぶず菖蒲酢
　　うらをくはす　裏を食はす　　　ぜひにおよばず　是非に及ばず　　　　　　おふす負ふす
　かへりをくはす　返りを食はす　　　いふにおよばず　言ふに及ばず　　　　　　がふす　合子
　　　　　さはす　琳す　　　　　　　　めもおよばず　目も及ばず　　　　　　　　かぶす　（動）
　　　あぶさはず　（連語）　　　　こころもおよぱず　心も及ばず　　　　　うなかぶす　（動）
　　　　　しはす　師走　　　　　　ちからおよぱず　力及ばず　　　　　　　むかぶす　向か伏す
　　　　あそばす　遊ばす　　　　　　　かよはす　通はす　　　　　　　　おきふす起き臥す
　　　　　たばす　賜ばす　　　　　　　　ただよはす　漂はす　　　　　　　　　　しふす執す
　　みとあたはす　（動）　　　　　　　　あらはす　現はす　　　　　　　すかしふす嫌しふす
ちゑにもあたはず　知恵にも能　　　　ききあらはす　聞き顕はす　　　　　　みたふす　見倒す
　　　　　　　　　　　　はず　　　　いひあらはす　言ひ表はす　　　　　　　うちふす　うち臥す
　　　　まつはす　纏はす　　　　　　　　うらはず　末餌　　　　　　　　　うつぶす　傭す
おもひまつはす　思ひ纏はす　　　　うけきらはず　受け嫌はず　　　そらみみつぶす空耳潰す
　　　　　とばす飛．ぱす　　　　　　まぎらはす紛らはす　　　　　もりつぶす盛り潰す
　　　　かどはす　（動）　　　　　かきまぎらはす　書き紛らはす　　　みみをつぶす耳を潰す
　　　　まとはす　纏はす　　　　　　いひまぎらはす・言ひ紛らはす　　　　やいばにふす　刃に伏す
　　　　まどはす　惑はす　　　　　　　　くらはす　食はす　　　　　　　　　くひふす　食ひ伏す
　　おきまどはす　置き惑はす　　　　　　ならはす　慣はす　　　　　　　　しひふす強ひ伏す
　　おひまどはす追ひ惑はす　　　　　　ならはす　習はす　　　　　　　そひふす添ひ臥す
　せめまどはす　責め惑はす　　　　　そめくるはす　染め狂はす　　　　　　おもひふす思ひ臥す
　　　　もとはず　本弼　　　　　　　　うつろはす　移ろはす　　　　　　によびふす陣吟ぴ臥す
　　　かなはず　叶はず　　　　　　　　　まろばす　転ぱす　　　　　　　　　　みふす　見伏す
　　ききそなはす　聞きそなはす　　　　　けまろばす　蹴転ぱす　　　　　　　もみふす操み伏す
　　みそなはす　見そなはす　　　　　　ゑはす　酔はす　　　　　　　せめふす責め伏す
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　　　　　つめふす　詰め伏す　　　　　　　　　おほす　仰す　　　　　　　　いひはげます　言ひ励ます
　　　かたはらふす　傍臥す　　　　　　　　　一おほす　果す　　　　　　　　　　　こます　（補動）
　　　　　よりふす　より臥す　　　　　　　　おほす　負ほす　　　　　　　　　さます　覚ます
　　　おもてをふす　面を伏す　　　　　　　　おぽす　思す　　　　　　　　　一ざます　（助動）
　　　　ゆみをふす　弓を伏す　　　　　　　　しおほす　（動）　　　　　　　おもひさます　思ひ醒ます
　　　　　　へす　圧す　　　　　　　　　　ておほす　手負ほす　　　　　きょうをさます　興をさます
　　　　　　あへず　敢へず　　　　　　　　みおほす　見おほす　　　　　　　一します　（連語）
　　　　せきあへず　塞き敢へず　　　　　　ひきほす　引き干す　　　　　　　きします軋ます
　　　おもひあへず　思ひあへず　　　　そでまきほす　袖巻き干す　　　　　一さ．します　（助動）
　　　　さりあへず　避り敢へず　　　　　　　こぼす　溢す　　　　　　　　一さします　（連語）
　　　　とりあへず　取り敢へず　　　　　　　こぼす　段す　　　　　　　くれさします　（動）
　　　　　　かへす　返す　　　　　　　　　　さぽす　曝す　　　　　　　　おはします　御座します（動）
　　　　　　かへす　反す　　　　　　　　　　ひしほす　臨酢　　　　　　　　一おはします　御座します（接尾）
　　　　　いかへす　射返す　　　　　　　　　　とほす　通す　　　　　　　　　　まします　坐します
　　　　かきかへす　掻き返す　　　　　　　　もとほす　（動）　　　　　　　　おまします　御座します
　　　　すきかへす　漉き返す　　　　　　ほきもとほす　祝きもとほす　　　　おほまします　大座します
　　あらすきかへす　荒鋤き返す　　　　　　きりとほす　切り通す　　　　　　　せんじます　宣旨枡
　　　　せきかへす　咳き返す　　　　　　　ゑりとほす　彫り通す　　　　　　　　　すます　清ます
　　　　ひきかへす　引き返す　　　　　　きをとほす　気を通す　　　　　　　　すます澄ます（動）
　　　　ふきかへす　吹き返す　　　　　　　　なほす　直す　　　　　　　　　　すます　済ます（動）
　　　　あざかへす　あざ返す　　　　　　　ききなほす　聞き直す　　　　　　　　一すます　澄ます（接尾）
　　　　おしかへす　押し返す　　　　　　　ひきなほす　引き直す　　　　　　　　一すます　済ます（接尾）
　　　　めしかへす　召し返す　　　　　　まうしなほす　申し直す　　　　　　　かきすます書き澄ます
　　　ねんじかへす　念じ返す　　　　　　　さしなほす　さし直す　　　　　　　ききすます　聞き済ます
　　　かへすがへす　返す返す　　　　　いはひなほす　祝ひなほす　　　　　ききすます　聞き澄ます
　　　　　たがへす　耕す　　　　　　　　　とりなほす　取り直す　　　　　　ひきすます　弾き澄ます
　　　　うちかへす　うち返す　　　　　　　　にほす　匂す　　　　　　　　ふきすます　吹き澄ます
　　そりうちかへす反り打ち返す　　　　　のぼす上す　　　　　　　　しすますし済ます
　　　　くつがへす　覆す　　　　　　　　　おぽほす　思ほす　　　　　　うたひすます歌ひ済ます
　　　　そでかへす　袖返す　　　　　　　　おもほす思ほす　　　　　おこなひすます行なひ澄ます
　　　とってかへす　取って返す　　　　　　もよほす催す　　　　　　　まひすます舞ひ済ます
　　　　もてかへす　もて返す　　　　　　　　うるほす　潤ほす　　　　　　　おもひすます　思ひ澄ます
　　　　ふみかへす　踏み返す　　　　　　　くるほす　狂ほす　　　　　　　　みすます　見澄ます
　　　　とりかへす　取り返す　　　　　ほきくるほす祝きくるほす　　　　めをすます目を澄ます
　　　　をりかへす　折り返す　　　　　　　ほろぼす　亡ぼす　　　　　　　一させます（助動）
　　　　ひるがへす　翻す　　　　　　　　　　ます　申す　　　　　　　　ねたます妬ます
くち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ます　坐す　　　　　　　　　いでます　出で座す
　びるをひるがへす　唇を翻す　　　　　　　　　ます　増す　　　　　　　　　　なます　謄
　うらくぎをかへす　裏釘を返す　　　　　　　一ます　（助動）　　　　　　　　一なます　（助動）
　びゃうぶをかへす　屏風を返す　　　　　　　　　まず　交ず　　　　　　　　　おきなます　沖胎
　　ころもをかへす　衣を返す　　　　　　　　あます　余す　　　　　　　　かきなます　掻き謄
よる　　　　　　　　　　　　　　　　　　つきあます　築き余す　　　　　いかだなます筏噛
　のころもをかへす　夜の衣を返す　　　　　　　います　在す　　　　　　　　　かはなます　皮謄
　　　うらをかへす　裏を返す　　　　　　　　　うまず　生まず　　　　　　　ごまめなます　鰹胞
　　　そりをかへす反りを返す　　　　　きゃうます京枡　　　　　　　きもなます肝謄
　くちびるをかへす　唇を反す　　　　　　　　おます御座す　　　　　　　おもひます思ひ増す
たなごころをかへす　掌を返す　　　　　　　　おます　（動）　　　　　　　　おもひます　思ひ優す
　　　　　おしへす　押し圧す　　　　　しらあわかます　白泡噛ます　　　　　　　みます三升
　　　　　すべす　滑す　　　　　　　　　こきまず　こき混ず　　　　　　　　みます見増す
　　　　ぬぎすべす　脱ぎ滑す　　　　　　　しきます　（連語）　　　　　　一しゃます（助動）
　　　　　　おほす　生ほす　　　　　　　つるかけます　弦掛け枡　　　　　　　おしゃます　（連語）
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　　　一やしゃます　（助動）　　　　のしたしらしめす　　　　しめす　　　　　　　じゅず　数珠
　　　　くちやまず　口やまず　　　　　　　しろしめす　知うし召す　　　　いらたかじゅず　苛高数珠
　　　　　なやます　悩ます　　　　　　　　　　のめす　（動）　　　　　はんしゃ
　　　　　あらます　（動）　　　　　　　　かきのめす　（動）　　　　　　うそくのじゅず　半装束の数珠
　　　　一しらます　白ます　　　　　　　　くひのめす　食ひのめす　　　　はないうじゅす　花色編子
　　　　いしらます　射白ます　　　　　　　はらめす　腹召す　　　　　　　　　　よす　寄す
　　　　ごあります　（動）　　　　　　　　　もず　賜　　　　　　　　　　いよす　伊予簾
　　　　しきります　仕切り枡　　　　　　　　かもす　醸す　　　　　　　　　　きよす　来寄す
　　　ねんきります　年切り増す　　　　　　ひねもす　終日　　　　　　　　　おしよす　揮し寄す
　　　　　あれます　生れます　　　　　　　ひめもす　終日　　　　　　　　　さしよす　差し寄す
　　　　　くろます　黒ます　　　　　　　　とよもす　（動）　　　　　　　　　なしよす　済し寄す
　　　　　　　みす　御簾　　　　　　　なきとよもす　鳴き響もす　　　　　　　めしよす　召し寄す
　　　　　　　みす　見す　　　　　　　　　　一やす　（助動）　　　　　　　　うちよす　うち寄す
　　　　　　あみす浴みす　　　　 一やす安　　　　 かこちよす託ち寄す　　　　　　くみす　与す　　　　　　　　　　あやす　（動）　　　　　　　　　ことよす　言寄す
　　　　　　けみす　閲す　　　　　　　　　　いやす　癒やす　　　　　　　　そばよす　側寄す
　　　　　　さみす　（動）　　　　　　　　　　うやす　飢やす　　　　　　　　おもひよす　思ひ寄す
　　　　　みすみす　見す見す　　　　　　　　かやす　返す　　　　　　　　　くくりよす　括り寄す
　　　　　かたみす　難みす　　　　　　なびきやす　廉き易　　　　　　　とりよす取り寄す
　　　　　うちみす　内翠簾　　　　　　　　こやす子安　　　　　　　　やりよす遣り寄す
　　　　　　つみす　罪す　　　　　　　　　　ごやす　臥やす　　　　　　　　こころよす　心寄す
　　　　　　なみす　無みす　　　　　　　　ごやす　肥やす　　　　　　　　　あらす　（動）
　　　はりのみみず　針のみみず　　　　　　やすやす　痩す痩す　　　　　　　　　あらす　生らす
　　　くれのみみず　呉の蛭矧　　　　　　　　そやす　（動）　　　　　　　　　あらず　（連語）
　　　　　　よみす　好す　　　　　　　　　なやす　萎す　　　　　　　ありきあらず有りきあらず
　　　わきひらみず　側辺見ず　　　　　　　うちなやす　打ち萎す　　　　　　ときにあらず　時にあらず
　　　　はちをみす　恥を見す　　　　　　　　ねやす　（動）　　　　　　けしうはあらず　異しうはあらず
　　めにものをみす　目に物を見す　　　　　　はやす　（動）　　　　　　けしくはあらず　怪しくはあらず
　　　　　めをみす　目を見す　　　　　　　　はやす　生やす　　　　　　一とにはあらず　（連語）
　　からきめをみす　辛き目を見す　　　　　　はやす　難す　　　　　　　一べくもあらず　（連語）
　　　うしろをみす　後ろを見す　　　　　　．一はやす　（接尾）　　　　　　　さもあらず　（連語）
　　　　　　　むす　生す　　　　　　　　ききはやす　聞きはやす　　　　　一しもあらず　（連語）
　　　　　　　むす　喧す　　　　　　　　うちはやす　うち早す　　　　　さてしもあらず　（連語）
　　　　　　一むず　（助動）　　　　　　　　もてはやす　（動）‘　　　　　なきにしもあらず　無きにしも
　　　　　　あむす　浴むす　　　　　　　いひはやす　言ひ難す　　　　　　　　　　　　　　　あらず
　　　　　　うむす　蒸す　　　　　　　　たまはやす　玉難す（枕）　　あれか｝ζもあらず　吾加ζもあらず
　　　　　　おむす　御娘　　　　　　　　　みはやす　見栄す　　　　いふべきにもあらず　言ふべきに
　　　　　こけむす苔産す　　　　　　とりはやす取り難す　　　　　　　　　　　もあらず
　　　　　むずむず　（副）　　　　　ななくさをはやす　七草を蝶す　　　　一とにもあらず　（連語）
　　　　　一なむず　（連語）　　　　　かみをはやす髪をはやす　　　ことにもあらず事にもあらず
　　　　こころむす　心咽す　　　　　　　　つひやす　弊やす　　　　　　ものにもあらず　（連語）
　　　　　　　めす　看す　　　　　　　きもをひやす　肝を冷やす　　　　さらにもあらず　更にもあらず
　　　　　　一めす　召す　　　　　　　　　めやす　目安　　　　　　あれにもあらず　吾にもあらず
　　　　　　しめす　示す　　　　　　　　　　おもやす　面癖す　　　　　　われにもあらず　吾にもあらず
　　　　　　しめす　湿す　　　　　　しゅらをもやす　修羅を燃やす　　こころにもあらず　心にもあらず
　　　　　こしめす　こし召す　　　　　　　　うらやす　心安　　　　　　もやもやもあらず　（連語）
　　　　きこしめす　聞こし召す　　　　　　かりやす　刈安　　　　　　　　　いらす　（動）
　　　　おぽしめす　思し召す　　　　　　　メリヤス　莫大小　　　　　　　でずいらず　出ず入らず
　　　おもほしめす　思ほし召す　　　　　　　ゆす　揺す　　　　　　　　　ひいらず　火入らず
　　　　しらしめす　知らしめす　　　　　　　しゅす　修す　　　　　　　　ぎんいらず　銀いらず
あめ　　　　　　　天の下知ら　　　　　　　じゅす　調す　　　　　　　　　　うらす　浦洲
107
　　　　　からす　鳥　　　　　　　　　ふけらす（動）　　　　　　　いひちらす言ひ散らす
　　あはうがらす　阿呆烏　　　　　　　　こらす懲らす　　　　　　ふみちらす踏み散らす
　　みさきがらす　御前烏　　　　　　　きをこらす　気を懲らす　　　　　をりちらす折り散らす
　　　うはきがらす　浮気烏　　　　　　　　　さらす　晒す　　　　　　　　　　てらす照らす
　　かざふきがらす　風吹き烏　　　　　　　　　さらず　（連語）　　　　　　　たかてらす高照らす（枕）
　　　あくがらす憶らす　　　　　　　　さらず避らず　　　　　　あまてらす天照らす
　　　　にくからず　憎からず　　　　　　　　えさらず　（連語）　　　　　　　　　とらす　取らす
　　　あけがらす　明け烏　　　　　　かたときさらず　片時去らず　　　　　さしとらす　差し取らす
　　よあけがらす　夜明け鳥　　　　　　あささらず　朝さらず　　　　　　　　ならす鳴らす
　　あはざがらす　阿波座烏　　　　　　うちさらす　（動）　　　　　　　　　ならす均す
　　　　　しからす　し枯らす　　　　　　　よひさらず　宵さらず　　　　　　　　ならす　慣らす
　　　　　しからず　然らず　　　　　　　ゆふさらず夕さらず　　　　　　　一ならず（連語）
　　　　けしからず　異しからず　　　　おもてをさらす　面を曝す　　　　　　れいならず例ならず
　　　　やすからず　安からず　　　　　ごふをさらす　業を曝す　　　　　　　えならず（連語）
　　　やたがらす　八題烏　　　　　　　　　しらす　知らす　　　　　　　　かならず必ず
　　をはうちからす　尾羽うち枯　　　　　　　しらす　白洲　　　　　　　　　きならす着馴らす
　　　　　　　　　　　　　らす　　　　　　しらず　知らず　　　　　　ききならす聞き馴らす
　　めをとがらす　夫婦烏　　　　　　　　一しらず　（接尾）　　　　　　　ときならず時ならず
　　　やたのからす　八腿の烏　　　　　　ときしらず　時知らず　　　　　　　さならず　（連語）
　　かざみのからす　風見の鳥　　　　　　そこしらず　底知らず　　　　　　かずならず　数ならず
　　　　たびがらす　旅烏　　　　　　　　　いさしらず　いさ知らず　　　　　　　たならす　た練す
　　　　・一べからず　（連語）　　　　　　　かずしらず　数知らず　　　　　ひとかたならず一方ならず
くびすを　　　　　　踵を廻らす　　　あめのしたしらす　天の下知らす　　　おほかたならず　大方ならず
　めぐらすべからず　　　べからず　　　　いのちしらず　命知らず　　　　　　　ただならず　唯ならず
　　つきよがらす　月夜鳥　　　　　　よみびとしらず　詠み人知らず　　　　　たちならす　たち馴らす’
　　　　さよがらす　小夜鳥　　　　　　　よにしらず　世に知らず　　　　　たちならす立ち均す
　　　　のらがらす　のら鳥　　　　　　いひしらず言ひ知らず　　　　なべてならず（連語）
　　　　むらがらす　群烏　　　　　　　　　あめしらす　天知らす　　　　　　なめてならず　並めてならず
　　　うかれがらす　浮かれ鳥　　　　　　　そもしらず　そも知らず　　　　　　もてならす　もて馴らす
　　　さぎをからす　鷺を烏　　　　　　そこともしらず　其処とも知らず　　　　ことならず異ならず
　　　　　　きらす　霧らす　　　　　そこひもしらずそこひも知らず　　　わざとならず態とならず
　　　　　きらず　切らず　　　　　　ぜひもしらず　是非も知らず　　　　　なにならず　何ならず
　　　　かききらす　かき霧らす　　　　ゆくへもしらず　行方も知らず　　　　つねならず常ならず
　　　　うちきらす　うち霧らす　　　あやめもしらず文目も知らず　　　　ものならず物ならず
　　　　あまぎらす　天霧らす　　　　　　そらしらず　空知らず　　　　　　　みならす見馴らす
　　　ひきもきらず　引きも切らず　　　　かずをしらず　数を知らず　　　　しかのみならず然のみならず
　　　　　　くらす　暗す　　　　　　　　　かすらす　掠らす　　　　　　　ふみならす踏み均す
　　　　　　くらす　暮らす（動）　　　　　　そらす逸らす　　　なさけは　　　　情けは人の
　　　　　一くらす　暮らす（接尾）てにすゑ　　　　　手に据ゑたる　　ひとのためならず　　ためならず
　　　　かきくらす　かき暗らす　　　たるたかをそらす　　鷹をそらす　　　ななめならず斜めならず
　　　　ゆきくらす　行き暮らす　　　　　　たらす　証す　　　　　　なのめならず斜めならず
　　　　あけくらす　明け暮らす　　　　　　もたらす　齎す　　　　　　いまさらならず今更ならず
　　　あかしくらす　明かし暮らす　　　　　ももたらず　百足らず（枕）　　ひとやりならず人遣りならず
　　　　こひくらす　恋ひ暮らす　　　　　つゑたらず　杖足らず（枕）　　　こころならず心ならず
　　　　　まくらす　枕す　　　　　　　　　　ちらす　散らす　　　　　あふぎをならす　扇を鳴らす
　　　　　めぐらす　廻らす　　　　　　　　　一ちらす　（接尾）　　　　くちばしをならす　膚を鳴らす
　　　ながめくらす　眺め暮らす　　　　　　かきちらす　書き散らす　　　　　　てをならす　手を．馴らす
　　ゆきをめぐらす　雪を廻らす　　　　　　こきちらす　扱き散らす　　　おとがひをならす　願を鳴らす
　じこくをめぐらす　時刻を回らす　　　　　なきちらす　鳴き散らす　　　　ゆみをならす　弓を鳴らす
　きびすをめぐらす　踵を廻らす　　　　　あげちらす　上げ散らす　　　　　ひきぬらす　引きぬらす
　　　　ふりくらす　降り暮らす　　　　あたけちらす　（動）　　　　　まつげをぬらす捷毛を濡らす
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　　　くちをぬらす　口を濡らす　　　はまどはずゆ　　　　惑はず勇　　　　　　　　ぎんず　吟ず
　　　　　のらす　宣らす　　　　うしゃはおそれず　　者は恐れず　　　　　　さきんず先んず
　　　　　ばらす　（動）　　　　　　　　　たれす　垂れ簾　　　　　　　　　くんず裾子
　　　さしこはらす　差し強らす　　こころもこ　　　　心もことば　　　　　　　くんず屈ず
ちんかうも　　　　　沈香も焚かず　　とばもおよばれず　　も及ばれず　　　　　　　くんず　薫ず
　たかずへもひらず　　展もひらず　うし「　　　　　　牛馬にも踏　　　　　　うちくんず　うち屈ず
　　　　はふらす　放らす　　　　　うまにもふまれず　　　　まれず　　　　　いひくんず　言ひ屈ず
　　おもてもふらず　面も振らず　　　　　いもねられず　寝も寝られず　　　　おもひくんず　思ひ屈ず
　　　　　へらず　減らず　　　　　　　　　おろす　下ろす　　　　　　　　　けんず献ず
らくくわ　　　　　　落花枝に帰　　　　　　　おろす　織うす　　　　　　　　　げんず　現ず
　　えだにかへらず　　　　らず　　　　かきおろす　掻き下ろす　　　　　　せけんす世間す
　　　さも蕗べらず　さも侍らず　　　　みぐしお’うす　御髪下ろす　　　　　　　ごんす　（動）
　　　　きをへらす　気を減らす　　　　　たておろす　たて下ろす　　　　　　　　さんす　（動）
　　　　おまらす　（動）　　　　　　とりおろす取り下ろす　　　　　　一さんす（助動）
きりの　　　　　　　錐の嚢にた　　こころ　　　　　　心に錠をお　　　　　　　さんず　散ず
　ふくろにたまらず　　　まらず　　にぢゃうをおろす　　　　うす　　　　くださんす下さんす
　しばしもたまらず暫しもたま　　　　かみをおろす髪をおろす　　　　　一やさんす　（助動）
　　　　　　　　　　　　　らず　　かしらをおろす　頭をおろす　　　　　　　しんず　進ず
　　　　　もらす　漏らす　　　　　いかりをおろす碇を下ろす　　　　　　　ずんず調ず
　　　　ききもらす　聞き漏らす　　　かざりをおろす飾りをおろす　　　　　ずんず（副）
　　　　うちもらす　討ち漏らす　　　　　　　ころす　殺す　　　　　　　　　やすんず安んず
　　　いひもらす　言ひ洩らす　　　　　　こころす　心す　　　　　　　　　　せんす扇子
　　　　　’やらず　（連語）　　　　　　　もちころす　持ち殺す　　　　　　　　　せんず　（連語）
　　　　きえやらず　消えやらず　　　　　とひころす　問ひ殺す　　　　　　　　せんず先ず
　　いっすんやらず一寸やらず　　　　とりころす取り殺す　　　　　　　そんず損ず
　　　　くゆらす　（動）　　　　　　　むしをころす　虫を殺す　　　　　　　　　ぞんず　存ず
　　　　まゐらす　参らす（動）　　　　　　　　わす　（動）　　　　　　　　　いそんず　射損ず
　　　　一まゐらす　参らす（助動）　　　　　　わす　和す　　　　　　　いろをそんず色を損ず
　　　きりぎりす　燃陣　　　　　　きんしつあひわす　琴嶽相和す　　　　　　　くだんす　下んす
　　　　　とりす　執りす　　　　　　　　　まゐす　参す　　　　　　　　くわしだんす　菓子箪笥
　　　　　ふりす　旧りす　　　　　　　　　　ゑず　怨ず　　　　　　ひゃくみだんす百味箪笥
　　　　　ほりす　欲りす　　　　　　　一でゑす　（助動）　　　　　　　　ちんず陳ず
　　　　いほりす　庵す　　　　　　　　　　　　をす　小簾　　　　　　　　　　　でんす　殿主
　　　　　　るす　留守　　　　　　　　　　　をす　食す　　　　　　　　　　てんず点ず
　　　　　クルス　（名）　　　　　　　きこしをす　聞こし食す　　りうちゑぱまでんす　（感）
　　　　　しるす　徴す　　　　　　　　　　まをす　申す　　　　　　　　　　どんす椴子
ビードロ　　　　　ビードロをさ　　　　　　一んす　（助動）　　　　　　　くわどんす花椴子
　をさかさにつるす　　かさに吊す　　　　　　　一んす　（助動）　　　　　　　　一なんす　（助動）
　　　かみのるす　神の留守　　　　　　　　一んず　（助動）　　　　　　　　なんず難ず
　　　　　ふるす　旧るす　　　　　　　　　あんす　（連語）　　　　　　　　一なんず　（連語）
　　　　ききふるす　聞きふるす　　　　　　　あんず　按ず　　　　　　　　　　ねんず念諦
　　　なきふるす　鳴き旧るす　　　　　　　あんず　案ず　　　　　　　　　　ねんず　念ず
　　　　　ゆるす　緩す　　　　　　　　　ごあんす　（動）　　　　　　　　　　ねんず拮ず
　　　　　ゆるす　許す　　　　　　　　うちあんず　うち案ず　　　　　　おもひねんず思ひ念ず
　　　おもひゆるす　思ひ許す　　　　　　　いんす　印子　　　　　　　　　はんず判ず
　　　　みゆるす　見許す　　　　　　　　　うんず　倦んず　　　　　　　　　ぱんず　晩ず
　せんせきをゆるす　仙籍を許す　　　　おもひうんず　思ひ倦んず　　　　　　　　ひんす貧す
　　　いろをゆるす　色を許す　　　　　　　　かんず　寒ず　　　　　　　　　　　ふんず　封ず
　　こころをゆるす　心を許す　　　　　　　　かんず　感ず　　　　　　　　　　がへんず　肯んず
　　　　ひとしれず　人知れず　　　　　　　　きんす　金子　　　　　　　　　　ぼんず犯ず
ちしゃ　　　　　　知者は　　　　　　　　　ぎんす　銀子　　　　　　　　　　まんず慢ず
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　あまんず甘んず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てかせ手枷
　　めんす麺子せ　てかぜ手風　めんず　免ず　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　むじゃうのかぜ無常の風
　　一やんす　（助動）　　　　　　　　　　せ諾　　　　　　　　あらしのかぜ嵐の風
　しゃんす　相思　　　　　　　　　　　　せ夫　　　　　　やまおろしのかぜ　山颪の風
　一しゃんす　（助動）　　　　　　　　　　せ背　　　　　　　　えいそのかぜ永詐の風
おしゃんす　（動）　　　　　　　　　　　せ施　　　　　　　　しなとのかぜ科戸の風
さしゃんす　（動）　　　　　　　　　　　せ瀬　　　　　　　　　ごふのかぜ業の風
一さしゃんす（助動）　　　　　　　　　せ石花　　　　　　　いへのかぜ家の風
一やしゃんす　（助動）・　　　　　　　　　　せ　（すの未然形）　　　　あゆのかぜ東風の風
　ごらんず　御覧ず　　　　　　　　　　一せ　（助動未然）　　　　　　　はかせ　博士
　そらんず　譜んず　　　　　　　　　一せ　畝　　　　　　　　　　はかぜ羽風
　　りんず　輪子　　　　　　　　　　　一せ　（造語形）　　　　　　　うはかぜ上風
　ありんす　（連語）　　　　　　　　　　一ぜ　（係助）　　　　　もんざうはかせ　文章博士
ござりんす　（動）　　　　　　　　　　一ぜ　前　　　　　・みゃうぎゃうはかせ明経博士
　　れんず　練ず　　　　　　　　　　あせ汗　　　　　　もんじゃうはかせ文章博士
　かろんず　軽んず　　　　　　　　　　　あぜ　何　　　　　　　　おんやうはかせ　陰陽博士
　くわんす　鑓子　　　　　　　　　　　　いせ　伊勢　　　　　　　　　えきはかせ　易博士
　くわんず　巻数　　　　　　　　　　ざいせ　在世　　　　　　　　れきはかせ　暦博士
　くわんず　観ず　　　　　　　　　　　らいせ　来世　　　　　　　ろうζくはかせ　漏刻博士
　　ゑんず　怨ず　　　　　　　　　　　えせ　似非（形動）　　　　　ふしはかせ　節博士
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えせ一・似非（接頭）　　　　こよみのはかせ　暦の博士
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かせ　枷　　　　　　　みゃうばふはかせ　明法博士
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かせ　峠　　　　　　　　　　　みはかせ　御侃刀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かせ　甲庫　　　　　　　おんはかせ音博士
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かせ一（接頭）　　　　　　　　さんはかせ　算博士
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かぜ風（名）　　　　　　きでんはかせ紀伝博士
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一かぜ　風（接尾）　　　　てんもんはかせ天文博士
　　　　　　　　　　　　　　　おくびゃうかぜ　臆病風　　　　　　　　　おひかぜ追ひ風
　　　　　　　　　　　　　　　　　　かがせ　（名）　　　　　　　　　くびかせ頸枷
　　　　　　　　　　　　　　　　　あきかぜ　秋風　　　　　　　　　こひかぜ恋風
　　　　　　　　　　　　　　　　　せきかぜ　関風　　　　　　　　ならひかぜ　ならひ風
　　　　　　　　　　　　　　　そらふくかぜ空吹く風　　　　　　いへかぜ家風
　　　　　　　　　　　　　　　　てんぐかぜ　天狗風　　　　　　　　　さほかぜ　佐保風
　　　　　　　　　　　　　　　　　あしかせ　足枷　　　　　　　　　　しほかぜ・潮風
　　　　　　　　　　　　　　　　　つじかぜ　旋風　　　　　　やへのしほかぜ八重の潮風
　　　　　　　　　　　　　　　　つむじかぜ　旋風　　　　　　　　よこしまかぜ邪風
　　　　　　　　　　　　　　　　　　たかせ　高瀬　　　　　　　あからしまかぜあからしま風
　　　　　　　　　　　　　　　　　したかぜ　下風　　　　　　　　あなたまかせ　貴方任せ
　　　　　　　　　　　　　　　このしたかぜ　木の下風　　　　　おっとまかせ（感）
　　　　　　　　　　　　　　　やましたかぜ　山下風　　　　　　　やっとまかせ　（感）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ζちかぜ　東風　　　　　　　　はまかぜ浜風
　　　　　　　　　　　　　　　　　たちかぜ　太刀風　　　　　　　　みまかせ身任せ
　　　　　　　　　　　　　　　　あふちかぜ　煽ち風　　　　　　　　やまかぜ山風
　　　　　　　　　　　　　　　　はやちかぜ　疾風　　　　　　　うらやまかぜ浦山風
　　　　　　　　　　　　　　　　おきつかぜ　沖つ風　　　　　　こころまかせ心任せ
　　　　　　　　　　　　　　　　ときつかぜ　時つ風　　　　　　　　かみかぜ神風
　　　　　　　　　　　　　　　　　へつかぜ辺つ風　　　　　　　　なみかぜ　波風
　　　　　　　　　　　　　　　　　まっかせ　（感）　　　　　　　　かむかぜ神風
　　　　　　　　　　　　　　　　　まつかぜ　松風　　　　　　　　　　あめかぜ　雨風
　　　　　　　　　　　　　　　　あまつかぜ　天つ風　　　　　　　　　しもかぜ霜風
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　　　　やかぜ　矢風　　　　　　おやこはいっせ　親子一世　　　　　　つばめあはせつばめ合はせ
　　　さよかぜ小夜風　　　　　　　たぎつせ浪つ瀬　　　　　　　ゆめあはせ夢合はせ
　くずのうらかぜ　葛の裏風　　　　　　　　ほっせ　法施　　　　　　　　　やあはせ　矢合はせ
　　みだりかぜ　乱り風　　　　　　　　　まっせ　末世　　　　　　えんじょあはせ艶書合はせ
　　　いるかせ　忽せ　　　　　　　　　　かみつせ　上つ瀬　　　　　　　　うらあはせ　裏合はせ
　　　ゆるかせ　忽せ　　　　　　　　　しもつせ　下つ瀬　　　　　ものがたりあはせ物語合はせ
　　　いろかぜ色風　　　　　　　しゅっせ出世　　　　　　　とりあはせ取り合はせ
　　　まうかせ塊　　　　　一とせ年　　　　 とりあはせ鶏合はせ
　　　　わがせ　我が背　　　　　　　　　ちとせ　千歳　　　　　　にはとりあはせ鶏合はせ
　　　　うきせ　憂き瀬　　　　　　　　みちとせ　三千年　　　　　　　うしろあはせ後ろ合はせ
　　　　しきせ　仕着せ　　　　　　　　ひととせ　一年　　　　　　　　　ゑあはせ絵合はせ
　　　おしきせ　御仕着せ　　　　　　　ももとせ　百歳　　　　　　　　　をあはせ緒合はせ
　　　　　くせ’（名）　　　　　　　　　　よどせ　淀瀬　　　　　　　　　　　いはせ　石瀬
　　　　　くせ　曲（名）　　　　　　　　なせな兄　　　　　　　　　かはせ川瀬
　　　　　くせ一曲（接頭）　　　　　　　いなせ　（名）　　　　　　　　　かはせ為替
　　　　　くせ　癖　　　　　　　　　　　いなせ　（形動）　　　　　　　　ながばせ　長馳せ
　　　　　ぐせ　救世　　　　　　　　　ななせ　七瀬　　　　　　　あまのかはせ天の河瀬
　　　　あくせ悪世　　　　　　　　ふなせ船瀬　　　　　　しきりがはせ仕切り為替
　　　　いくせ　幾瀬　　　　　　　　　　　にせ　二世　　　　　　　　　　ミシバセ　（名）
　　　　すくせ　宿世　　　　　　　　　　　しにせ　仕似せ　　　　　　　　　かほばせ　顔ぱせ
　　　　すぐせ　過ぐ世　　　　　　　　　しにせ　老舗　　　　　　　　おくればせ後れ馳せ
　　　　ゆくせゆく瀬　　　　　　　たきのせ滝の瀬　　　　　　　くろばせ昆嶺八仙
　　　ぢょくせ　濁世　　　　　　　　　このせ　此の瀬　　　　　　　こころばせ心ばせ
　　こころぐせ心癖　　　　　　はせ初瀬　　　　　かんばせ顔
　　　　　こせ　後世　　　　　　　　　　　あはせ　合はせ　　　　　ふようのかんばせ　芙蓉の顔
　　　　　ごぜ御前（代名）　　　せんざいあはせ　前栽合はせ　　　　　　　くひぜ　株
　　　　一ごぜ　御前（接尾）　　　　　かうあはせ　香合はせ　　　　　　　　　　ふせ布施
　　　　　ごぜ　瞥女　　　　　　　しいかあはせ　詩歌合はせ　　　　　　　一ふせ　伏せ
　　　　がごぜ　（名）　　　　　　　おきあはせ　置き合はせ　　　　　　　あふせ会ふ瀬
　　　いとこせ　（名）　　　　　　　　かきあはせ　掻き合はせ　　　　　　おっかぶせ　（名）
　　　おとこぜ　乙御前　　　　　　　けぬきあはせ　毛抜き合はせ　　　　　いひかぶせ　言ひ被せ
　　　あにごぜ　兄御前　　　　　　　ひきあはせ　引き合はせ　　　　　　　をけぷせ　桶伏せ
　　　あねこぜ　姉御前　　　　　　あふぎあはせ　扇合はせ　　　　　　　　たぷせ田伏せ
　　　ははこぜ　母御前　　　　　　　　くあはせ　句合はせ　　　じふごそくみつぶせ　十五東三伏せ
　　　あまごぜ　尼御前　　　　　　　きくあはせ　菊合はせ　　　じふにそくみつぶせ十二東三伏せ
　　　ひめごぜ　姫御前　　　　　　　かけあはせ　掛け合はせ　　じふ
　　めくらごぜ　盲御前　　　　　　　くさあはせ　草合はせ　　　　さんぞくみつぶせ十三束三伏せ
　　　　わごぜ　我御前　　　　　　　　　しあはせ　仕合はせ　　　　　　　おもてぷせ　面伏せ
　　っづりさせ　（連語）　　　　　　さうしあはせ　草紙合はせ　　　　　　　ほふせ法施
　　　　　せぜ　瀬瀬　　　　　　をみなへしあはせ　女郎花合はせ　　　　　　　いへせ　言へせ
しゃうじゃうせぜ　生生世世　　　　　　めしあはせ　召し合はせ　　　　　　　　おほせ　仰せ
　　　　おせせ　（名）　　　　　　　　うたあはせ　歌合はせ　　　　　　めしおほせ　召し仰せ
　　　　やそせ　八十瀬　　　　はう　　　　　　　褒度の歌合　　　　　　　しほせ潮瀬
　　　　はだせ　肌背　　　　　へんのうたあはせ　　　　　はせ　　　　　　　ませ籠
　　　　ふたせ　二瀬　　　　　　　　　はつあはせ　初袷　　　　　　　　　　　一ませ　（助動命令）
　　　　もたせ　持たせ　　　　　　　てあはせ手合はせ　　　　　　　　一まぜ（接尾）
　　つつもたせ　美人局　　　　　　　いぬあはせ　犬合はせ　　　　　　　　あまぜ（名）
　　　　のちせ　後世　　　　　　　　　　ねあはせ　根合はせ　　　　　　　　　うませ　馬塞
　　　　のちせ　後瀬　　　　　　　　ものあはせ　物合はせ　　　　　　　かきまぜかき雑ぜ
　　　　ふちせ　淵瀬　　　　　　たきものあはせ　薫き物合はせ　　　　　　ひまぜ日交ぜ
　　　　いっせ一世　　　　　　　かひあはせ貝合はせ　　　　　　ひとひまぜ一日交ぜ
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　　　　なひまぜ絢ひ交ぜ　　　　　　　　　　　　　ぬる瀬
　　　　めまぜ目交ぜいうせ（名）そ　　　　よまぜ　夜交ぜ　　　　　　　　　おろせ　（名）
　　てっぱうみせ　鉄砲見世　　　　　　　　　ひろせ　広瀬　　　　　　　　　　　　そ　（感）
　　　　かげみせ　陰見世　　　　　　　　　　　わせ　早稲　　　　　　　　　　　　　そ　衣
　　　　とこみせ　床店　　　　　　　　　　げんぜ　現世　　　　　　　　　　　　そ　租
　　やうじみせ　楊枝店　　　　　　　　　　さんぜ　三世　　　　　　　　　　　　そ　蘇
　　　　かしみせ　河岸見世　　　　　　　がうざんぜ　降三世　　　　　　　　　　　そ　夫
　　　　ふしみせ　五倍子店　　　しゅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一そ　（終助）
　　　ほしみせ干し店　　　　うじゅうはさんぜ主従は三世　　　　　　　一そ（終助）
　　　かたみせ　片店　　　　　　　　　　しんぜ　信施　　　　　　　　　　　　そ一背
　　　　　てみせ　手見せ　　　　　　　　　ぜんせ　前世　　　　　　　　　　　一そ十
　　　　ぜにみせ　銭店　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一そ　麻
　　　つぼねみせ　局見世　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一そ　磯
　　　　おほみせ　大見世　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ぞ　（終助）
　　　　かほみせ　顔見世　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あそ　（名）
　　　はちゃみせ　葉茶店　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いそ　磯
　　うめちゃみせ　埋め茶見世　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いそ一五十
　　さんちゃみせ　散茶見世　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あいそ　愛想
　　　　　よみせ　夜見世　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えいそ　永昨
　　　あぶらみせ　油店　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こいそ　小磯
　　　　きりみせ　切り見世　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さいそ　最初
　　　まじりみせ　交じり見世　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さしでのいそ　差し出の磯
　　　　はりみせ　張り見世　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さしでのいそ　差し出の磯
　　　　ひるみせ　昼見世　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（歌枕）
　　いちぷんみせ　一分見世　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やるまいそ（連語）
　　　　　いもせ　妹背　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あらいそ　荒磯
　　　　のもせ　野面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うそ　嘘
　　　しんきやせ　辛気痩せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うそ　哺
　　　やせやせ　痩せ痩せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うそ　鶯
　　　　　　よせ　寄せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うそ一（接頭）
　　　　さかよせ　逆寄せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かうそ　高祖
　　　　　きよせ　季寄せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がうそ　激訴
　　　　ふきよせ　吹き寄せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あかうそ　赤嘘、
　　　　くちよせ　口寄せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しうそ　愁訴
　　　　　なよせ　名寄せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うそうそ　（副）
　　　　にょぜ　如是　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てんたうそ天道ぞ
　　ときよのよせ　時世の寄せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とうそ屠蘇
　　　かひよせ　貝寄せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どうぞ（副）
　　　　はひよせ　灰寄せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほうそ　宝昨
　　　　おほよせ　大寄せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢゅうそ　重詐
　　　かほよせ　顔寄せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ようそ善うそ
　　　　こまよせ　駒寄せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょうそ　重詐
　　　くるまよせ　車寄せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えぞ蝦夷
　　　　ももよせ　股寄せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おそ　鈍
　　　はしらよせ柱寄せ　　　　　　　　　　　　　 かそ父
　　　こころよせ　心寄せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きそ　昨夜
　　　　　ひらせ　平瀬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おきそ息そ
　　　わたりせ　渡り瀬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かきぞ柿衣
　　　　サルゼ　（名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せきそ　尺素
いきるせしぬるせ　生きる瀬死　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢきそ　直訴
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　　　　くそ　（代名）　　　　　　　　いかにぞ　如何にそ　　　　　　　　　えんそ　塩酢
　　　　くそ一尿　　　　　　　　　　なにぞ　何ぞ　　　　　　　　　おんぞ御衣
　　　一くそ　（接尾）　　　　　　　　一ものぞ　（連語）　　　　あかいろのおんぞ赤色の御衣
　　　いくそ　幾そ　　　　　　　　　　ははそ　柞　　　　　　　　　ふちのおんぞ　藤の御衣
　　　がくそ　楽所　　　　　　　　　　　へそ　巻子　　　　　　　　うへのおんぞ上の御衣
　　かなくそ　金尿　　　　　　　　　　　ほぞ　謄　　　　　　　　からのおんぞ　唐の御衣
　　かにくそ　蟹尿　　　　　　　　　　おぽそ　御細　　　　　　　　　いつくんぞ焉んそ
　　むねくそ　胸糞　　　　　　　　　てぽそ　手細　　　　　　　　　　けんぞ見証
　　ははくそ（名）　　　　　とぼそ枢　　　　　 ざんそ議訴
　　　ほくそ　火糞　　　　　　　こけのとぽそ　苔の枢　　　　　　　　　しんぞ　神ぞ
あくそもくそ　（名）　　　　　　　はなのとぼそ　花の枢　　　　　　　　　せんそ　践昨
　　　よくぞ　（連語）　　　　　　しばのとぽそ　柴のとぼそ　　　　　　　ぞんぞ　（副）
　　　一こそ　（係助）　　　　　　　　　　まそ　真麻　　　　　　　　　　ちんそ　賃苧
　　　　こぞ　去年　　　　　　　　　　くまそ　熊襲　　　　　　　　　　なんぞ何ぞ
　　　　ζぞ今夜　　　　　　　　　　みそ　味噌
　　　かごそ　駕籠訴　　　　　　　　　　みそ　三十
　　　さこそ　（連語）　　　　　　　　　　みぞ　御衣
　うべしこそ　宜しこそ　　　　　　　　うみそ　績み麻
　　さてζそ　（連語）　　　　　　　　まけみぞ　鑓け溝
　　一とこそ　（連語）　　　　　　　　　だみそ　駄味噌
　　一ばζそ　（連語）　　　　　　　　ごとみそ　五斗味噌
　あらばこそ　（連語）　　　　　　　　おにみそ　鬼味噌
　さればこそ　（連語）　　　　　　　たまみそ　玉味噌
　　うべこそ　宜こそ　　　　　　　　かむみそ　神御衣
　　　まこそ　実　　　　　　　　　　　たれみそ　垂れ味噌
　　一もこそ　（連語）　　　　　　　　　　むそ　六十
　だうりこそ　道理こそ　　　　　　　　うれむそ　（副）
　　　　さぞ　（連語）　　　　　　　　つるめそ　弦召
　　　一しそ　（連語）　　　　　　　　　　一もぞ　（連語）
　　　　すそ　裾　　　　　　　　　　　ありそ　荒磯
　　　ずそ　呪咀　　　　　　　　　　ことりそ　古鳥蘇
　　かたすそ　肩裾　　　　　　　　　　はなりそ　離り磯
　　　もすそ　裳裾　　　　　　　　　　ねりそ　練り麻
　　　　そそ　（感）　　　　　　　　　なのりそ　（名）
　　　　そそ　（副）　　　　　　　　　　　れそ　（代名）
　　　あそそ　（副）　　　　　　　なにすれそ　何すれそ
　　　　たそ　誰そ　　　　　　　　なんすれぞ　何為れぞ
　　　うちそ　打ち麻　　　　　　　　はなれそ　離れ磯
　　　い⇔そ　（副）　　　　　　　　　　　やそ一八十
　　　いつぞ　何時ぞ　　　　　　　　　一やぞ　（連語）
　　　ざっそ　雑訴　　　　　　　　　一ちゃぞ　（連語）
　　　なつそ　夏麻　　　　　　　　　　じゅそ　呪咀
　　　もっそ　物相　　　　　　　　　　よそ　余所
　　一やっそ　（連語）　　　　　　　　　　　よそ　四十
　　　をっそ　越訴　　　　　　　　　およそ　凡そ
　　　すてそ　捨て訴　　　　　　　　よそよそ　余所余所
　　　　とそ　屠蘇　　　　　　　　くもゐのよそ　雲居のよそ
　　　一とそ　（連語）　　　　　　　おほよそ　（副）
　　なにとぞ　何卒　　　　　　　　　くわそ　過所
　　　　なぞ　何ぞ　　　　　　　　　あをそ　青苧
　　　ななぞ　七十　　　　　　　　　　かはをそ　川獺
